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目
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第295号
行明和村役場
集総務課
広報係
卸イシカワ
デザイン

会場入口ではしゃぐ子どもたち

リ
ズ
ム
カ
ル
な
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

J
の
金
魚
上
に
あ
が
っ
て
こ
な
い
ね

心

わ
た
あ
め
コ
ー
ナ
ー
に
長
い
列

／
主
／
な
／
内
／
容
／

村
議
会
定
例
会
（
一
般
会
計
な
ど

•
各
種
新
年
度
予
算
を
可
決
）
…
2

ー

6
‘

自
治
功
労
表
彰
・
ご
み
収
用
袋
値
上
げ
…
…
7

今
月
の
話
題
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…•
•
8
ー
，

公
民
館
ま
つ
り
•
お
知
ら
せ
…
•
…
…•
•
1
0

ー

1
1

寄
付
あ
り
が
と
う
・
教
職
員
人
事
異
動
…
…1
2

I カ
!~レ

畜ク
おふくろの味ですよ～

さあ／いらっしゃい

本
も
の
の
消
防
服
で
す
よ

I

．
か
っ
こ
い
い
で
し
ょ
う

公民館まつり

(3 月 8· 9 日公民館まつり）



昭和61年 4 月 10 日 広 報 め い わ 第295号

第 1 回村議会定例会は、

1 8 日までの 8 日間の会期で開かれ、各

種新年度（61 年度）予算、公平委員会委

員選任、渡船越立請負受託（千津井の渡

3 月 1 1 日から

し船）

が行われました。

主な内容をお知らせいたします。

など議案 25件について慎重審議

そこで可決承認された、

第 1 回
村議会定例会

(2) 

明
和
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
小
平
勇
さ
ん
（
新
里
）
は
、

固
定
資
産
評
価
審
議
委
員
会

委
員
再
選

小
平
勇
さ
ん

監
査
委
員
に

公
平
委
員
に 25 

6
1年
度

~ 

農
業
共
済
運
営
委
員
に

三
月
二
十
四
日
で
任
期
満
了
と
な
り

ま
し
た
が
再
度
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▲審議する村議会

6
1年
度
も
運
航

川
俣
・
大
輪
地
区
で

〇
砂
利
道

〇
費
用
概
算

加
入
者
負
担
前
年
と
同
率

農
業
共
済
事
業

般
会
計
予
算
な
ど

議
案
を
可
決

蓮
見
正
吉
さ
ん
選
任

村
公
平
委
員
会
委
員
の
栗
原
牛
一

さ
ん
（
南
大
島
）
は
、
四
月
三
十
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
の

で
、
そ
の
後
任
と
し
て
蓮
見
正
吉
さ

ん
（
南
大
島
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

大
塚
雅
勇
さ
ん
選
任

村
監
査
委
員
の
橋
本
三
郎
さ
ん
（

斗
合
田
）
は
、
四
月
三
十
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ

の
後
任
に
、
大
塚
雅
勇
さ
ん
（
大
佐

貫
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

坂
上
・
金
子
さ
ん
選
任

明
和
村
農
業
共
済
事
業
運
営
協
議

会
委
員
で
あ
っ
た
、
尾
花
時
夫
さ
ん

（
大
輪
）
、
島
田
繁
正
さ
ん
（
南
大
島
）

の
二
人
が
、
二
月
十
七
日
を
も
っ
て

辞
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
後
任
に
坂

上
貞
雄
さ
ん
（
中
谷
）
、
金
子
三
郎
さ

ん
（
入
ヶ
谷
）
の
二
人
が
同
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

「
村
誌
編
さ
ん
室
」
廃
止

課
設
置
条
例
改
正

五
年
が
か
り
で
進
め
て
き
た
「
明

和
村
誌
」
が
、
昨
年
の
十
二
月
発
刊

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
編

さ
ん
事
業
が
全
て
終
了
し
ま
し
た
の

で
、
課
設
置
条
例
の
「
村
誌
編
さ
ん

室
」
の
条
文
が
削
除
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
六
十
一
年
度
の
明
和
村
農
業

共
済
事
業
を
行
う
た
め
に
必
要
な
事

務
費
を
前
年
と
同
率
で
共
済
加
入
者

に
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
賦
課
総
額
は
、
六
0
0
万

三
千
円
と
な
り
ま
す
。

村
営
土
地
改
良
事
業

川
俣
地
区
、
大
輪
地
区
で
村
営
の

土
地
改
良
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
農
業
基
盤

の
整
備
を
図
る
た
め
の
事
業
で
、
用

排
水
路
改
修
工
事
、
暗
き
ょ
排
水
、

農
道
整
備
を
行
う
も
の
で
、
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

〔
川
俣
地
区
〕

＊
基
本
計
画
0
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柵

き
ょ
．

u

字
溝
一
、
八
五
六
以

0
ベ
ン
チ
フ
リ
ュ
ー
ム

二
、
0
九
七
区

〇
暗
き
ょ
排
水
七
・
九
h
a

〇
費
用
概
算
六
、
九
六
九
万
円

〔
大
輪
地
区
〕

＊
基
本
計
画

O
U
字
溝
一
、
六
五

0
区

0
ベ
ン
チ
フ
リ
ュ
ー
ム

二
、
四
九
八
計

0
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

五
二
0
以

二
、
四
四
四
討

九
、
二
九
二
万
円

”
干
津
井
の
渡
し
I
I

今
年
度
も
、
本
村
（
千
津
井
）
と

利
根
川
対
岸
の
羽
生
市
（
大
字
上
村

君
）
を
結
ぶ
、
県
営
千
津
井
渡
船
の

運
航
業
務
を
群
馬
県
か
ら
請
負
う
＼

（
次
ペ
ー
ジ
ヘ
）

議

案

上
程
さ
れ
た

0
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

〇
監
査
委
員
の
選
任

〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

0

明
和
村
農
業
共
済
事
業
運
営
協
議

会
委
員
の
委
嘱

〇
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

0
村
営
川
俣
土
地
改
良
事
業
の
施
行

0

村
営
大
輪
土
地
改
良
事
業
の
施
行

0
昭
和
6
1年
度
明
和
村
農
業
共
済
事

業
の
事
務
費
の
賦
課
総
額
の
決
定

0
渡
船
越
立
請
負
受
託

0

村
道
路
線
の
廃
止

0

村
道
路
線
の
認
定

0
工
事
請
負
契
約
の
締
結

0

昭
和
6
0年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

0
昭
和
6
0年
度
老
人
保
健
特
別
会
計

補
正
予
算

0
昭
和
6
0年
度
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算

0
昭
和
6
1年
度
各
種
会
計
予
算
（
一

般
会
計
・
老
人
保
健
特
別
会
計
・

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
・
水
道

事
業
会
計
・
農
業
共
済
事
業
会
計
）

0

明
和
村
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

0

村
長
、
助
役
、
収
入
役
等
の
諸
給

与
条
例
の
一
部
改
正

0

村
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

0

村
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正



(3) 第295号 広 報 め い わ 昭和61年 4 月 10 日

柑線名 起点終 点延長 巾員

号椋 番地先 番地先 メートル メートル

1 -110 斗合田543-1 斗合田 531 223 7 4 2~6 9 

1 -371 田島360 田島341 170 4 1 8~4 1 

I -440 田島386 日島397 159 7 I 8~4 I 

2 -114 南大島531 南大島524 61 9 2 0~2 5 

2 -116 南大島462 南大島458 62 6 1 8 

2 -118 南大島777 南大島776 62 8 l 9~2 3 

2 -163 南大島591 南大島586 60 5 I 9~2 2 

2 -164 南大島580 南大島576 59 4 l 8 

2 -166 南大島627 南大島620 60 6 l 8 

2 -463 南大島380 祠大島380 7,3 2 8 、

2 -464 新里284 新里285-1 33 8 3 8~4 0 

2 -364 梅原 1356 梅原 1371 228 9 4 6~5 4 

3 -184 大佐貫639 大佐貰34 186 7 3 0~5 6 

3 -376 大佐2454 矢島 1110 63 2 3 5~7 3 

3 -777 大佐甘59 大佐罰74 114 1 4 0~6 5 

3 -326 大佐61 大佐66 174 8 2 3~4 8 

3 -378 大佐49 大佐49 26 0 3 0-5 1 

63 大栓2454 矢島866-1 l, 159 4 7 l~32 0 

次
の
道
路
、
十
八
路
線
が
村
道
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

※
理
由
1
1

起
点
、
終
点
の
位
置
の
変

更
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

認
定
す
る
路
線

1
8路
線
を
村
道
に
認
定

跨線名 起点終 ＃．延長 III 員

号貌 番地先 番地先 メートル メートル

l -l 10 斗合田543-1 斗合田535 194 l 8~2 7 

l • 371 田島386 1:11 島341 326 3 2 0 

2 -364 梅原 1356 梅原 1363 162 I 3 0 

3 -184 大佐 lt 638 大佐 l't 34 242 I 3 0 

3 -326 大栓61 大佐73 34; 9 l 8~3 0 

63 大栓2454 矢島 1264 501 9 3 0 

次
の
村
道
、
六
路
線
が
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。

※
理
由
1
1

事
務
上
で
起
点
、
終
点
の

位
置
の
変
更
。
市
町
村
界
に
あ
る
も

の
を
明
確
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

廃
止
す
る
路
線

村
道
六
路
線
が
廃
止

／
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
請
負
額
は

五
九
0
万
円
で
す
。

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
、
一
、
三
五
七
万
四
千
円

を
追
加
し
て
総
額
を
二
三
億
一
、
ニ

0
五
万
一
千
円
に
し
ま
し
た
。

※
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の

〔
歳
入
〕

0
地
方
交
付
税
…
…
七
五
三
万
円
追

加
。
総
額
を
五
億
五
、
七
五
三
万

円
に
。

0

分
担
金
及
び
負
担
金
…
…
六
六
〇

万
円
追
加
。
総
額
を
四
、
二
九
七

万
七
千
円
に
。

一
、
三
五
七
万
円
追
加
補
正

6
0年
度
一
般
会
計

南
大
島
地
内
の
広
域
農
道
の
道
路

整
備
（
舗
装
補
修
工
事
等
）
を
す
る

た
め
、
業
者
五
社
に
よ
る
指
名
競
争

入
札
を
行
っ
た
結
果
、
最
低
入
札
価

格
、
五
、
二
五
0
万
円
で
荒
井
建
設

昧
（
明
和
村
大
字
大
佐
貫
）
に
落
札

決
定
し
、
同
社
と
工
事
請
負
契
約
を

結
び
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

0
県
支
出
金
…
…
二
七
0
万
六
千
円

を
追
加
。
総
額
を
二
億
八
、
六
九

一
万
四
千
円
に
。

〇
財
産
収
入
…
…
一
六
七
万
四
千
円

追
加
。
総
額
を
二
、
八
三
一
万
二

千
円
に
。

〇
寄
附
金
…
…
五
0
万
円
を
追
加
。

総
額
を
二
五
0
万
一
千
円
に
。

〇
繰
入
金
…
…
八
四
三
万
七
千
円
を

追
加
。
総
額
を
一
億
四
、
八
四
三

万
九
千
円
に
。

〇
諸
収
入
…
…
一
、
三
八
七
万
三
千

円
を
減
額
。
総
額
を
二
億
六
0
0

万
六
千
円
に
。

〔
歳
出
〕

0

総
務
費
…
…
―
―
二
万
四
千
円
追

加
。
総
額
を
三
億
六
七
0
万
九
千

円
に
。
こ
れ
は
、
財
政
調
整
基
金

一
六
七
万
四
千
円
追
加
と
、
交
通

対
策
費
五
五
万
円
滅
額
に
よ
る
も

の
で
す
。

0

民
生
費
…
…
一
五
八
万
七
千
円
滅

額
。
総
額
を
三
億
六
、
四
八
九
万

六
千
円
に
。
こ
れ
は
、
老
人
福
祉

費
八
九
五
万
三
千
円
追
加
、
国
民

年
金
費
一
、
0
五
四
万
円
減
額
に

よ
る
も
の
で
す
。

〇
農
林
水
産
業
費
…
…
四
四
万
一
千

円
追
加
。
総
額
を
四
億
五
、
七
九

八
万
円
に
。
こ
れ
は
、
果
樹
産
地

総
合
振
興
事
業
補
助
金
三
―
一
万

一
千
円
、
調
査
設
計
委
託
料
六
五

万
円
等
の
追
加
。
県
営
排
水
対
策

特
別
事
業
負
担
金
滅
七
五
0
万
円
、

物
件
補
償
費
減
一
四
五
万
円
等
の

滅
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

〇
商
工
費
…
…
三
三
三
万
三
千
円
滅

特
別
会
計
補
正

6
0年
度
老
人
保
健

額
。
総
額
を
一
、
七
一
五
万
三
千

円
に
。
こ
れ
は
、
労
働
福
祉
施
設

資
金
貸
付
滅
に
よ
る
も
の
で
す
。

0
土
木
費
…
…
一
、
七
0
0
万
円
追

加
。
総
額
を
四
億
六
、
八
四
八
万

五
千
円
に
。
こ
れ
は
、
道
路
、
水

路
用
地
物
件
補
償
費
追
加
等
に
よ

る
も
の
で
す
。

0

消
防
費
…
…
五
七
万
一
千
円
減
額
。

総
額
を
八
、
九
二
二
万
一
千
円
に
。

こ
れ
は
、
館
林
地
区
消
防
組
合
負

担
金
滅
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

0

教
育
費
…
…
五
0
万
円
追
加
。
総

額
を
二
億
六
、
九
四
一
万
八
千
円

に
。
こ
れ
は
、
図
書
購
入
費
に
よ

る
も
の
で
す
。

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
、
二
、
四
二
八
万
円
を
追

加
し
て
総
額
を
二
億
七
、
三
九
0
万

七
千
円
に
し
ま
し
た
。

※
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の

〔
歳
入
〕

0

支
払
基
金
交
付
金
…
…
一
、
三
一

七
万
六
千
円
追
加
。
総
額
を
一
億

七
、
九
一
五
万
六
千
円
に
。

0

国
庫
支
出
金
…
…
一
七
二
万
一
千

資
本
的
支
出
の
補
正
で
、
既
決
予

定
額
を
二
、
八
五
三
万
七
千
円
に
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
南
大
島
地
内
（

館
林
商
工
高
校
の
西
方
）
の
広
域
農

道
路
盤
改
良
工
事
に
伴
う
、
水
道
管

移
設
工
事
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
財
源
に
は
、
建
設
改
良
積
立

金
を
充
て
ま
す
。

が
改
定
さ
れ
ま
し
た

明
和
村
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の

答
申
を
受
け
て
、
特
別
職
等
及
び
各

種
報
酬
（
給
料
）
が
、
次
の
と
お
り

各
種
報
酬
及
び
給
料
等

t
1
、

特
別
会
計
補
正

6
0年
度
水
道
事
業

新年度予算などを

改
定
と
な
り
ま
す
。

＊
改
定
さ
れ
る
主
な
も
の
（
）
は
改
定
前

議
長
2
1
万
7
千
円

(
1
7
万
9
千
円
）

副
議
長
1
5
万
5
千
円
(
1
2
万
3
千
円
）

常
任
委
員
長
1
5
万
円
(
1
1
万
8

千
円
）

議
員
1
4
万
5
千
円

(
1
1
万
3
千
円
）

円
追
加
。
総
額
を
四
、
九
0
五
万
村
長
5
6
万
円
（
却
万
5
千
円
）

九
千
円
に
。
助
役
4
5
万
3
千
円

(
4
0
万
4
千
円
）

0

県
支
出
金
…
…
四
三
万
円
追
加
。
収
入
役
4
2
万
5
千
円

(
3
7
万
9
千
円
）

総
額
を
一
、
ニ
ニ
ニ
万
九
千
円
に
。
教
育
長
4
2
万
円

(
3
6
万
4

千
円
）

〇
繰
入
金
…
八
九
五
万
三
千
円
追
加
。
〔
月
額
、
一
月
一
日
遡
及
実
施
〕

[
歳
出
〕

〇
医
療
諸
費
…
…
二
、
四
二
八
万
円

追
加
。
総
額
を
二
億
六‘
1
0
五

万
四
千
円
に
。
こ
れ
は
、
医
療
給

付
費
の
追
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

既
に
、
廃
止
さ
れ
て
い
る
有
線
放

送
業
務
関
係
で
、
当
時
（
昭
和
5
4年

1

月
ま
で
）
有
線
放
送
電
話
施
設
に

勤
務
し
て
い
た
職
員
等
に
適
応
と
な

っ
て
い
た
「
保
守
手
当
」
・
「
夜
間
勤
務

手
当
」
の
条
文
が
削
除
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
保
母
手
当
」
は
、
給
与

の
六
％
で
あ
っ
た
も
の
が
次
の
よ
う

に
改
正
と
な
り
ま
し
た
。

〇
園
長
の
職
務
を
代
理
す
る
保
母

月
額
一

0
、

0
0
0
円

0
主
任
の
業
務
を
行
う
保
母

月
額
八
、

0
0
0
円

0

前
記
以
外
の
保
母

月
額
七
、

0
0
0
円

※
新
年
度
の
一
般
会
計
予
算
各
種

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
4
1

6

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

手
当
条
例
一
部
改
正

職
員
の
特
殊
勤
務
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ー
ー
ー

L

■

総
務

二
億
八
、
九
一
五
万
五
千
円
筵
％
減

費

予
算
編
成

の

昭
和
六
十
一
年
度
の
予
算
編
成
に

あ
た
り
ま
し
て
は
、
一
層
行
財
政
の

簡
素
化
、
経
費
の
合
理
化
節
減
を
促

進
し
、
村
財
政
の
長
期
安
定
を
基
本

と
し
て
、
来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
に

向
け
「
確
固
た
る
基
盤
づ
く
り
」
の

第
一
歩
を
踏
み
出
す
最
も
重
要
な
年

と
位
置
づ
け
い
た
し
ま
し
た
。

社
会
、
経
済
情
勢
の
変
化
、
行
政

需
要
の
多
様
化
、
高
度
情
報
化
に
対

四
、
ニ
ニ
八
万
五
千
円
い
％
増

〇
報
酬
費
一
、
七
三
六
万
四
千
円

〇
職
員
給
与
・
手
当
等

一
、
六
二0
万
五
千
円

前
年
度
よ
り
減
っ
た
主
な
理
由
と

し
て
は
村
誌
発
刊
費
、
合
併
3
0
周
年

記
念
冊
子
「
村
勢
要
覧
」
印
刷
費
が

な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

新
し
く
は
、
屋
外
放
送
塔
の
点
検

補
修
工
事
、
参
議
院
議
員
選
挙
等
の

選
李
費
な
ど
で
す
。

0

一
般
管
理
費
（
特
別
職
·
一
般
職

員
給
料
・
手
当
・
共
済
組
合
負
担

金
な
ど
）
一
億
四
、
七
九
六
万
四
千
円

提案説明

をする村長

基
本
理

念

応
し
た
新
た
な
施
策
の
展
開
、
更
に

は
、
長
期
展
望
に
立
っ
て
、
「
ゆ
と
り

と
安
ら
ぎ
、
そ
し
て
、
活
力
の
あ
る

快
適
な
村
づ
く
り
」
い
わ
ゆ
る
定
住

構
想
に
基
づ
く
、
新
た
な
地
域
づ
く

り
を
基
本
理
念
と
し
て
予
算
編
成
に

あ
た
り
ま
し
た
。

積
極
型
予
算

昭
和
六
十
一
年
度
も
、
前
年
度
に

引
き
続
き
、
厳
し
い
財
政
事
情
で
あ

り
ま
す
が
、
国
の
編
成
方
針
、
地
方

六
・
三
％
増

0

選
挙
費

〇
統
計
調
査
費

財
政
計
画
を
指
針
と
し
て
、
経
済
の

動
向
を
踏
ま
え
、
更
に
は
、
明
和
村

第
三
次
総
合
計
画
基
本
構
想
の
策
定

に
よ
っ
て
村
の
実
情
と
将
来
の
展
望

を
考
え
合
わ
せ
、
健
全
財
政
を
堅
持

し
な
が
ら
、
村
民
福
祉
の
充
実
・
向

上
の
た
め
必
要
な
財
源
確
保
に
努
め

ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
も
生
活
の
基

盤
で
あ
る
住
民
生
活
の
安
定
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
予
算
編
成
に
あ
た
っ
た

次
第
で
す
。

主
な
施
策
の
内
容
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
継
続
事
業
の
村
道
改
良
・
舗

装
工
事
、
団
体
営
か
ん
が
い
排
水
事

業
、
新
農
構
後
期
対
策
、
県
営
千
江

田
排
水
特
対
事
業
等
の
促
進
、
更
に
、

高
齢
化
時
代
を
迎
え
て
懸
案
事
業
で

あ
り
ま
し
た
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

建
設
、
第
五
水
源
池
建
設
等
の
予
算

化
も
図
り
ま
し
た
。

教
育
面
で
は
、
西
小
北
校
庭
の
整

備
、
東
小
理
科
室
の
改
修
工
事
を
は

じ
め
、
教
育
施
設
・
機
器
の
充
実
、

保
健
衛
生
面
に
お
い
て
は
、
村
民
の

健
康
管
理
・
増
進
事
業
な
ど
、
新
規

0

文
書
広
報
費
六
六
二
万
円

〇
財
産
管
理
費
九
六

0
万
円

〇
企
画
費
五

0
二
万
九
千
円

0

交
通
対
策
費
五
二
九
万
一
千
円

0

自
治
振
興
費
六
九
三
万
一
千
円

〇
税
務
総
務
費
四
、

0
五
八
万
円

0

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費

一
、
六
―
二
万
五
千
円

六
四
四
万
三
千
円

五
四
六
万
三
千
円

繰入金 繰越金村債国庫

諸収入 8.0% 5.0% 3.8% 3.5% 支出金 ．地そ蹟の他防税
1 億82,753干円 1 億15,002 87,000 79,600 2.9% •自動車取得税
(16.9％減） 千円 千円 千円 66,683 交付金

0 7.9％減） (5.3% （一） 千円 •分担金、負担
増） 金など

(33.5 1 f藪1,25呼円
％増）

明
和
村
長
奈
良
丑
松

事
業
と
平
行
し
て
従
来
の
ペ
ー
ス
を

継
続
し
、
更
に
推
進
を
図
る
よ
う
努

め
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
消
防
・
防
災
、
交
通

な
ど
の
行
政
全
般
に
わ
た
り
、
一
層

の
整
備
充
実
を
期
す
よ
う
細
心
の
配

慮
を
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
昭
和
六
十
一
年
度
一

般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
二
十
二
億

八
千
五
百
万
円
と
な
り
、
前
年
度
対

比
で
六
・
三
％
増
の
積
極
型
予
算
を

編
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

他
方
、
四
つ
の
特
別
会
計
は
、
老

人
保
健
会
計
二
億
七
千
三
十
六
万

三
千
円
、
国
民
健
康
保
険
会
計
三

億
八
千
五
百
七
十
万
八
千
円
、
水
道

事
業
会
計
一
億
四
千
百
四
万
八
千

円
、
農
業
共
済
事
業
会
計
九
千
三

百
三
十
万
九
千
円
、
合
わ
せ
て
八
億

九
千
四
十
二
万
八
千
円
と
な
り
ま
し

た
。
一
般
会
計
と
合
わ
せ
ま
し
て
総

額
三
十
一
億
七
千
五
百
四
十
二
万
八

千
円
の
予
算
の
決
定
を
い
た
だ
い
た

わ
け
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
も
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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議会費

商工費

予備費

諸支出金

42,285千円

19,559千円

6,000千円

2,547千円

1.8% (4.4％増）

0.9% (19.0％減）

0.3% ( 

0.1 % (35.9％減）

61 

0% 

年度

五
億
二
、
0
六
五
万
六
千
円

老
人
福
祉
対
策
の
充
実
を
図
る
た

め
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど

が
主
な
事
業
で
す
。

0

社
会
福
祉
総
務
費
（
民
生
委
員
報

酬
・
一
般
職
員
給
与
手
当
・
社
会

福
祉
基
金
出
資
金
な
ど
）

三
、
五
五
三
万
三
千
円

0

国
民
年
金
費一

億
六
、
一
七
八
万
九
千
円

〇
老
人
福
祉
費
二
、
四
一
九
万
一
千
円

■

衛
生
費

■

民
生
費

ふ
％
増

8
 
4
 

【歳 出】

〇
障
害
者
福
祉
費
三
―
一
万
七
千
円

〇
医
療
福
祉
費
一
、
一
五
四
万
九
千
円

〇
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
費

一
億
七
、
五
七
八
万
三
千
円

〇
児
竜
措
置
費
一
、
四
九
六
万
五
千
円

〇
保
育
園
費
九
、
一
八
八
万
八
千
円

一
億
四
八0
万
五
千
円
疇
％
増

水
道
事
業
会
計
へ
の
繰
出
金
、
一

千
万
円
、
医
療
事
務
組
合
出
資
金
、

ご
み
処
理
委
託
料
単
価
の
引
上
げ
等

の
増
額
が
大
き
く
伸
び
た
要
因
で
す
。

〇
保
健
衛
生
総
務
費
（
職
員
給
料
・

三
、
三
五
一
万
円

〇
予
防
費
（
各
種
検
診
・
検
査
委
託

料
な
ど
）
一
、
九
六
四
万
八
千
円

〇
環
境
衛
生
費
一
、
ニ
―
三
万
一
千
円

〇
保
健
セ
ン
タ
ー
費
三
四
二
万
七
千
円

0

じ
ん
介
処
理
費
（
廃
棄
物
処
理
委

託
料
、
生
ご
み
処
理
槽
購
入
助
成

金
な
ど
）
二
、
三
四
八
万
円

0

し
尿
処
理
費
（
館
林
衛
生
施
設
組

合
負
担
金
）
一
、
一
―
六
万
三
千
円

■

農
林
水
産
業
費

三
億
六
‘
―
二
九
万
一
千
円
鑓
％
減

県
営
梅
島
排
水
特
対
事
業
に
よ
る

改
良
工
事
の
完
成
、
団
体
営
農
道
整

備
事
業
（
三
林
t
矢
島
線
）
の
負
担

金
の
減
額
が
滅
っ
た
主
な
要
因
で
す
。

し
か
し
、
内
容
的
に
は
、
国
・
県

等
の
各
種
補
助
事
業
を
積
極
的
に
導

入
し
、
農
業
基
盤
の
整
備
充
実
を
図

り
農
業
振
興
に
努
め
ま
す
。

〇
農
業
委
員
会
費
五
三
九
万
五
千
円

〇
農
業
総
務
費
（
職
員
給
料
・
手
当

な
ど
）
三
、
四
六
三
万
七
千
円

〇
農
業
振
興
費
（
農
業
近
代
化
資
金

等
の
各
種
資
金
利
子
補
給
金
、
新

農
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
る
集
落

セ
ン
タ
ー
建
設
補
助
金
な
ど
）

四
、
0
六
八
万
四
千
円

〇
農
地
費
（
測
量
調
査
委
託
料
・
各

種
補
助
事
業
関
係
・
用
排
水
路
改

修
工
事
等
の
工
事
請
食
費
・
県
営

千
江
田
排
水
特
対
事
業
負
担
金
な

ど
）
二
億
八
、

0
三
三
万
四
千
円

(
6
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

手
当
、
邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合

出
資
金
な
ど
）

【歳 入】

乙寸民税
〇固定資産税

〇軽自動車税

ヘ
3 億49,000千円

3 億24,283千円

11,000千円

0村たばこ消費税

0電気税

0特別土地保有税

36,500千円＼
66,000千円

1,830千円
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皿●『If.ll|l1 曙］I
主な歳入

支払基金交付金

1 億89-, 161千円

53,942千円

13,446千円

国庫支出金

県支出金

一般会計繰入金

13,602千円

ー主な歳入
国庫支出金

1 億52,848千円

国民健康保険税

1 億56,120千円

基金繰入金

45,000千円

1 

収益的収入

ヶ支出

資本的収入

ヶ支出

79,360千円

78,620千円

11,750千円

61,688千円

収益的収入・支出内わけ

農作物共済勘定

45,387千円

家畜共済勘定

10,609千円

総額 2 億70,363千円
（前年比 13.-9％増）

主な歳出

医療諸費

. 
■

土
木
費

一
、
九
五
五
万
九
千
円

1
9％
減

人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
、
貸
付

金
の
減
少
等
が
減
っ
た
要
因
。

〇
商
工
総
務
費
二
三
一
万
二
千
円

〇
商
工
振
興
費
（
村
商
工
会
助
成
金
、

商
業
設
備
近
代
化
資
金
貸
付
金
な

ど
）
一
、
六
八
九
万
五
千
円

三
億
六
、
七
五
八
万
八
千
円
バ
％
減

道
路
台
帳
整
備
費
の
減
額
が
減
っ

た
主
な
要
因
。
一
方
、
内
容
的
に
は

道
路
改
良
・
舗
装
工
事
・
側
溝
工
事

■

商
工
費

■
消

2 億69,839千円

総額 3 億85,708千円

（前年比 〇． 5％減）

主な歳出

保険給付費

2 億73,806千円

老人保健拠出金

82,709千円

※不足額49,938千円は、
過年度分損益勘定留保

資金・減債積立金及び

建設改良積立金で補て

んする。

総額

（前年比

果樹共済勘定

業務勘定

田， 309千円

10.8％増）

園芸施設共済勘定

6,195千円

4,718千円

26,400千円

. 

等
に
従
来
の
ペ
ー
ス
を
堅
持
し
一
層

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

矢
島
・
大
輪
工
業
団
地
に
通
ず
る

道
路
の
国
庫
補
助
事
業
の
促
進
を
始

め
と
し
て
、
住
民
生
活
の
基
盤
で
あ

る
道
路
網
の
一
層
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

0

道
路
橋
り
ょ
う
総
務
費
（
職
員
給

料
・
手
当
、
各
種
負
担
金
及
び
交

付
金
）
な
ど
四
、
三
九
五
万
四
千
円

0
道
路
維
持
費
（
道
路
側
溝
新
設
整
九
、

0
0

三
万
七
千
円
闊
％
増

備
費
な
ど
）
二
、
八
三
五
万
円
防
火
水
槽
、
消
火
栓
の
新
設
・
交

0

道
路
橋
り
ょ
う
新
設
改
良
費
（
測
換
等
を
行
い
、
防
災
整
備
に
最
善
を

量
調
査
委
託
料
、
道
路
改
良
・
舗
尽
く
し
ま
す
。

装
工
事
等
の
工
事
請
負
費
、
物
件
〇
常
備
消
防
費
（
館
林
地
区
消
防
組

補
償
費
な
ど
）
合
負
担
金
）
六
、
七
―
二
万
七
千
円

二
億
六
、
九
二
五
万
一
千
円
以
％
増

東
小
の
南
校
舎
の
窓
手
す
り
取
付

工
事
、
西
小
の
北
側
校
舎
校
庭
整
備

西
小
屋
外
便
所
の
新
設
等
、
中
学
校

の
南
校
舎
の
照
明
器
具
の
改
善
、
技

術
科
教
室
の
修
繕
、
プ
ー
ル
の
ろ
過

機
の
修
繕
等
。
各
幼
稚
園
を
含
め
た

学
校
教
育
の
環
境
整
備
、
更
に
は
、

社
会
教
育
の
充
実
を
図
り
総
合
的
な

教
育
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

0

教
育
総
務
費
（
職
員
給
料
・
手
当
、

各
種
負
担
金
及
び
交
付
金
な
ど
）

五
、
五
五
五
万
二
千
円

0

小
学
校
費
（
職
員
給
料
・
手
当
、

校
庭
整
備
工
事
等
の
工
事
請
負
費

な
ど
）
七
、
八
二
五
万
五
千
円

0

中
学
校
費
（
職
員
給
料
・
手
当
、

南
校
舎
照
明
器
具
改
修
工
事
等
の

工
事
請
負
費
、
教
育
機
器
等
の
導

入
な
ど
）
四
、
二
四
二
万
六
千
円

〇
幼
稚
園
費
三
、
九
四
九
万
七
千
円

0

社
会
教
育
費
（
社
会
教
育
総
務
費

1
1
七
三
二
万
八
千
円
、
青
少
年
育

成
対
策
費
I
I

二
九
七
万
二
千
円
、

公
民
館
費
1
1
-
、
九
三
七
万
三
千
円
）

■

予
備
費

防
費

五
四
五
万
六
千
円

0

都
市
計
画
総
務
費

四
四
八
万
八
千
円

0

住
宅
管
理
費

一
八
二
万
六
千
円
闊
％
減

一
億
一
、
三
九0
万
七
千
円

九
、
七
八
五
万
四
千
円

■
諸
支
出
金

二
億
七
、
八
七
二
万
円

0

渡
船
運
営
費
（
千
津
井
の
渡
し
）

六
一
0
万
円

■
教
育
費

〇
非
常
備
消
防
費
（
館
林
地
区
消
防

組
合
負
担
金
）
一
、
四
五
一
万
六
千
円

〇
消
防
施
設
費
六
六
八
万
五
千
円

二
億
一
、

0

元
金

〇
利
子

二
五
四
万
七
千
円

, 

0

土
地
開
発
基
金
費
丘
％
減
（
基
金

3
 

へ
の
繰
出
金
）
―
-
五
四
万
六
千
円

■

公
債
費

六
0
0
万
円

二
、
九
六
七
万
三
千
円

〇
保
健
体
育
費
二
、
三
八
四
万
八
千
円
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中
村
光
雄
・
栗
原
利
夫
・
始
沢
三

郎
さ
ん
の
三
氏
は
、
こ
の
ほ
ど
、
群

馬
県
自
治
功
労
者
と
し
て
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

三
氏
は
、
共
に
、
昭
和
五
十
年
八

月
に
村
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、

現
在
ま
で
、
十
年
以
上
も
の
長
き
に

わ
た
り
、
地
方
自
治
の
発
展
に
多
大

に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
表
彰
と
な
り

ま
し
た
。明

和
村
千
江
田
農
業
協
同
組
合

長
の
新
井
初
太
郎
さ
ん

(
7
5
歳
1
1

江
口
）
は
、
こ
の
ほ
ど
、
全
国
農

業
共
同
組
合
中
央
会
か
ら
、
特
別

功
労
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
特
別
功
労
章
は
、
農
協
人

と
し
て
の
人
格
を
備
え
、
農
協
活
動

事
業
の
推
進
な
ど
、
農
業
協
同
組
合

の
発
展
に
多
大
に
貢
献
さ
れ
た
、
功

績
の
あ
る
方
に
与
え
ら
れ
る
、
同
中

央
会
の
褒
賞
の
中
で
最
も
名
誉
あ
る

最
高
位
の
も
の
で
す
。
今
回
、
本
県

で
三
人
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
が
、

新井ネJJ太郎さん

特別功労章を受章

全国農協中央会

本
村
で
は
新
井
初
太
郎
さ
ん
だ
け
で

し
た
。

三
月
七
日
、
東
京
会
館
（
東
京
都

千
代
田
区
丸
の
内
）
で
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
表
彰
状
、
純
金
杯
等
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

新
井
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
一
年
に

千
江
田
農
協
専
務
理
事
、
翌
年
に
は

組
合
長
に
就
任
。
以
来
、
現
在
ま
で

実
に
三
十
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
、

農
業
協
同
組
合
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
群
馬
県
農
業

協
同
組
合
連
合
会
理
事
、
邑
楽
・
館

林
農
業
協
同
組
合
協
議
会
長
な
ど
—

あ
ら
ゆ
る
要
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
明
和
村
議
会
議
員
と
し
て

中
村
光
雄
さ
ん

(
7
0歳）

〔
下
江
黒
〕

始
沢

三
郎
さ
ん

(
5
9歳）

〔
梅
原
〕

自

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
村
・
栗
原
・
始
沢
氏
の
三
議
員

ム
口

ヽ
ヽ
I

功
労
表
彰

栗
原
利
夫
さ
ん

(
6
0歳）

〔
南
大
島
〕

' 

ごみ収集用紙袋

1 枚27円が40円になりました
* 

も
活
躍
さ
れ
、
昭
和
五
十
六
年
に

は
群
馬
県
町
村
議
会
議
長
会
長
に

就
任
す
る
な
ど
、
議
会
人
と
し
て

も
そ
の
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、
更
に
、

村
農
業
委
員
会
長
と
し
て
農
地
行

政
を
は
じ
め
、
農
業
振
興
に
努
め

ら
れ
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
勲
五
等
双
光
旭
日
章
（

5
8
年
秋
の
叙
勲
）
、
農
林
水
産
大
臣

表
彰

(
5
9年）
、
全
国
自
治
功
労
（

5
8
年
）
—
|
と
数
多
く
の
表
彰
を

受
章
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
六
月
に
児
童
手
当
制
度
が

変
り
ま
し
た
。

従
来
は
、
三
人
目
の
子
ど
も
か
ら

対
象
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
今
年
の

六
月
か
ら
、
二
人
目
の
子
ど
も
に
月

額
二
千
五
百
円
、
三
人
目
の
子
ど
も

五
千
円
の
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
二
人
目
の
子

ど
も
か
ら
対
象
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

該
当
す
る
方
は
、
す
ぐ
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＊
資
格

昭
和
五
十
九
年
六
月
二
日
以
後
に

生
ま
れ
た
児
童
を
含
む
十
八
歳
未
満

の
児
童
を
二
人
以
上
養
育
し
て
い
る

こ
と
。
（
一
定
額
以
上
の
収
入
が
あ

る
場
合
は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。
）

＊
支
給
額

0

二
人
目
の
子
ど
も

…
…
月
額
二
、
五

0
0
円

0

三
人
目
以
降
の
子
ど
も

…
…
月
額
五
、

0
0
0
円

玄
受
付

0

今
年
の
四
月
一
日
か
ら
受
付
し
て

い
ま
す
。

玄
申
請
先
・
持
ち
も
の

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
預
金
通
帳

を
持
参
し
役
場
住
民
課
に
申
請
＜

だ
さ
い
。

※
そ
の
他
、
詳
し
く
は
役
場
住
民
課

ヘ

人
目
に
も
支
給

児
童
手
当
、
6

月
1

日
か
ら

村
で
は
、
四
月
従
来
の
価
格
は
、
二
十
七
円
で
販

一
日
か
ら
現
在
使
売
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
今
回

用
さ
れ
て
い
る
、
館
林
清
掃
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
委
託
料
の

ご
み
袋
の
販
売
価
値
上
げ
及
び
諸
経
費
等
の
古
向
騰
、
ま

格
を
現
行
一
枚
二
た
、
受
益
者
負
担
の
基
本
的
な
考
え

十
七
円
を
四
十
円
方
か
ら
、
や
む
得
ず
値
上
げ
さ
せ
て

に
値
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す
。
ご
理
解
、

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

各
種
団
員
募
集

総
務
庁
は
、
昭
和
6
1
年
度
の
「
青

年
海
外
派
遣
」
・
「
青
年
の
船
」
．

「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」
・
「
日

本
青
年
中
国
派
遣
」
の
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
応
募
資
格
、
募
集
人

員
等
は
各
種
異
な
り
ま
す
の
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

希
望
者
は
、
四
月
十
八
日
ま
で
に
、

群
馬
県
教
育
委
員
会
青
少
年
課
(
6

0
2
7
2

鉛
1
1
1
1
5
)
4
1
4
3
)

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

海
外
派
遣
「
青
年
の
船
」
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「明和村緑親会」

◄

記
念
植
樹
し
た
後

皆
さ
ん
で
記
念
撮
影

村
内
の
農
業
後
継
者
の
人
た
ち
で
組
織
し
て
い

る
「
明
和
村
緑
親
会1
1

会
長
、
園
部
修
二
さ
ん
1
1

会
員
2
1人
」
は
、
今
年
で
発
足
十
周
年
を
迎
え
、

三
月
一
日
、
中
央
公
民
館
で
記
念
式
典
を
行
い
ま

し
た
。

受
付
を
済
ま
せ
る
と
、
会
場
ま
で
の
通
路
に
は

シ
ク
ラ
メ
ン
、
ベ
コ
ニ
ア
な
ど
の
色
と
り
ど
り
の

花
が
飾
ら
れ
、
会
場
に
は
花
の
香
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
さ
す
が
農
業
者
の
式
典
で
す
ね
と
訪
ず

れ
た
人
た
ち
か
ら
感
激
の
こ
と
ば
。

式
に
は
歴
代
会
長
や
、
県
・
村
の
関
係
者
（
団

体
）
二
十
人
近
く
が
出
席
し
ま
し
た
。
式
終
了
後
、

竹
内
佳
晴
先
生
（
群
馬
県
農
業
専
門
技
術
員
）
に

よ
る
「
今
後
の
農
業
経
営
と
青
年
の
役
割
」
に
つ

い
て
の
記
念
講
演
も
行
わ
れ
十
年
の
歩
み
を
祝
い

ま
し
た
。

ま
た
、
一
行
は
役
場
敷
地
内
の
一
角
に
、
自
分

た
ち
と
共
に
大
き
く
育
と
う
と
、
樹
齢
十
年
も
の

の
「
キ
ン
モ
ク
セ
イ
」
を
記
念
に
植
え
ま
し
た
。

、........................................... 

、........................... 

、........ 

発足 1 0 周年を祝う
こ
の
ほ
ど
、

大
佐
貫
地
内

の
国
道
―
二

二
号
の
交
差

点
か
ら
西
方
向
へ
通
ず
る
県
道
矢
島

ー
大
泉
線
の
ミ
ニ
バ
イ
パ
ス
（
通
称
）

が
開
通
と
な
り
ま
し
た
。

開
通
に
伴
い
、
旧
道
と
の
交
差
点

（
図
①
のA
地
点
）
で
の
、

I
I

一
時

止
ま
れ
I
Iの
方
向
が
東
西
方
向
で
あ

っ
た
も
の
が
南
北
方
向
に
変
り
ま
し

た
。

I
I

一
時
止
ま
れ
り
が
南
北
方
向

に
な
っ
た
わ
け
で
す
の
で
通
行
の
際

に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
交
差
点
に
は
、
今
の
と
こ
ろ

信
号
機
は
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

交
差
点
で
の
事
故
は
、
事
故
の
中
で

も
四
割
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

通
行
に
は
、
お
互
い
注
意
し
合
っ

て
安
全
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

村
剣
道
大
会

三
月
二
十
一
日
、
恒
例
の
第
十
三

回
明
和
村
剣
道
大
会
が
、
村
社
会
体

育
館
で
行
わ
れ
、
近
在
市
町
村
か
ら

ち
び
っ
こ
剣
士
な
ど
三
百
人
近
く
が

参
加
。
本
村
か
ら
は
、
五
十
一
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

小
学
生
低
学
年
、
同
高
学
年
、
中

学
生
男
子
、
同
女
子
の
四
部
門
で
試

合
が
行
わ
れ
、
明
和
村
の
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
し
た
。
〔
敬
称
略
〕

圏
小
学
生
高
学
年
の
部
（
四
年
生
以
上
）

三
位
小
平
利
治
（
明
和
剣
友
会
）

圏
中
学
生
男
子
の
部

優
勝
川
口
晶
久
（
上
江
黒
）

三
位
松
崎
浩
樹
（
南
大
島
）

ヶ
橋
本
明
（
斗
合
田
）

小
平
君
ら
4

人
人
賞

る豆剣士
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答辞を読み上げる卒業生

今
年
で
三
回
目
。
子
ど
も
た
ち
が
ロ
マ
ン
を
求
め
て
梅

原
地
先
の
利
根
川
に
サ
ケ
稚
魚
三
万
匹
を
子
供
会
の
主
催

に
よ
り
放
流
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
日
曜
日
と
あ
っ
て
家
族
連
れ
な
ど
三
百
人
以

上
が
参
加
。
今
年
は
初
年
の
サ
ケ
が
も
し
か
し
た
ら
戻
っ

て
く
る
か
も
知
れ
な
い
と
の
期
待
で
盛
り
上
り
は
十

分
。子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ニ
ヵ
月
以
上
か
け
て
育
て

上
げ
た
稚
魚
は
、
笛
の
合
図
で
一
斉
に
放
さ
れ
勢
い
良
く

利
根
川
の
流
れ
に
す
い
こ
ま
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の

「
き
っ
と
戻
っ
て
こ
い
よ
／
．
か
な
ら
ず
来
い
よ
／
．
」
の
水

面
に
こ
だ
ま
す
る
呼
び
声
は
、
と
て
も
感
動
的
で
し
た
。

第
二
十
四
回
明
和
中
学
校
の
卒
業

式
が
、
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
総

数
一
五
七
人
が
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を

き
り
ま
し
た
。

来
賓
や
父
兄
が
見
守
る
中
、
関
根

校
長
が
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
卒
業

証
書
を
手
渡
す
と
、
卒
業
生
は
三
ヵ

年
の
学
窓
の
思
い
出
―
つ
ひ
と
つ
を

か
み
し
め
る
か
の
よ
う
に
証
書
を
手

に
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
一
五
七
人
の
卒
業
生
の
中
に

は
、
ベ
ト
ナ
ム
難
民
の
フ
ァ
ン
・
コ

ッ
ク
・
タ
ン
君
も
お
り
、
め
で
た
＜

卒
業
。
里
子
と
し
て
育
て
て
い
る
橋

五
七
人
が

新
し
い
門
出

霊
一

、:卜J'

` めでた＜卒業した

ファン・コック・タン君

（斗合田）

閏瓢亨

閲印疇言亨翼 置璽］

2 ヵ月かけてふ化した稚魚

熱演する在校生

卒業生を

送 る 会

6 年間を

「語り絵巻」で

明
和
西
小
学
校

で
、
三
月
十
二
日
、

「
卒
業
生
を
送
る

会
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。
在
校
生
、

教
職
員
、
P
T
A

役
員
が
、
明
和
の

歴
史
や
文
化
を
物

語
風
に
創
作
し
た

「
語
り
絵
巻
」
を

披
露
。

ス
ト
リ
ー
は
六

年
間
の
歳
月
を
利

根
の
流
れ
に
た
と

え
、
語
り
劇
風
に

し
た
も
の
で
、
ス

ラ
イ
ド
、
影
絵
な

ど
を
使
っ
て
明
和

本
信
子
さ
ん
（
斗
合
田
）
は
、
「
無

事
卒
業
で
き
た
の
と
、
何
よ
り
も
県

立
板
倉
高
校
に
合
格
で
き
て
本
当
に

よ
か
っ
た
で
す
」
と
二
重
の
喜
び
に

感
激
し
て
い
ま
し
た
。

卒
業
進
路
状
況

明
和
中
学
校
卒
業
生
は
、
一
五
七

人
で
す
。
う
ち
、
進
学
一
五
二
人
（

職
業
訓
練
校
、
専
門
学
校
含
む
）
、
就

職
二
人
、
そ
の
他
三
人
で
し
た
。

進
学
率
は
九
四
・
三
％
と
昨
年

の
九
八
・
六
％
を
下
回
り
ま
し
た
。

圏
学
校
別
入
学
者
数

館
林
高
校
2
1
名

表 現

西小 学校

の
歴
史
を
鮮
や
か
に
表
現
し
た
も
の

で
す
。
関
係
者
は
「
思
っ
た
よ
り
、

良
く
出
来
た
の
で
み
ん
な
の
思
い
出

に
な
っ
て
く
れ
た
ら
本
望
で
す
」
と

満
足
そ
う
。

ま
た
、
こ
の
後
、
六
年
生
全
員
が

六
年
間
を
ふ
り
返
っ
て
呼
び
か
け
、

歌
・
詩
の
朗
読
を
し
て
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

学
年
毎
の
表
現
テ
ー
マ
は
次
の
も

の
で
し
た
。
一
年
生1
1
入
学
式
と
一

年
生
の
喜
び
、
二
年
生
1
1
楽
し
さ
、

苦
し
さ
、
三
年
生
1
1

音
楽
の
良
さ
、

四
年
生
1
1

運
動
会
の
思
い
出
、
五
年

生
1
1

林
間
学
校
の
思
い
出
、
六
年
生

1
1

学
校
生
活
を
振
り
返
る
。

館
林
女
子
高
校
2
3
名

館
林
商
工
高
校
1
6
名
（
男
認
女
4
)

西
邑
楽
高
校
8
名
（
男
2
女

6
)

板
倉
高
校
認
名
（
男

8

女
5
)

大
泉
高
校
4
名
（
男
1
女

3
)

太
田
高
校

1

名
（
男
1
)

太
田
女
子
高
校

1

名
（
女1
)

太
田
東
高
校

6

名
（
男6
)

太
田
工
業
高
校

3

名
（
男3
)

群
馬
高
専

1

名
（
男1
)

関
東
学
園
大
附
属
2
3
名
（
男
2
0
女

3
)

足
利
学
園
高
校
1
6
名
（
男
1
1
女5
)

足
工
大
附
属
5
名
（
男
5
)
.

常
盤
学
園
高
校

3

名
（
女3
)

佐
野
弥
生
高
校

2

名
（
女2
)

足
利
短
大
附
属

1

名
（
女
l
)

葛
生
高
校

1

名
（
男
1
)
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人
気
の
的
、
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
—

' 
J
 

J
う
じ
作
り
の
実
演ヽ

は
い
／
．
お
待
ち
ど
う
さ
ま
I
.

村
民
ふ
れ
合
い
の
場
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
拠
点
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
中
央
公
民
館
。
三
月
八
日
・
九

日
の
両
日
、
「
公
民
館
ま
つ
り
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。
天
気
も
小
春
日
和

と
あ
っ
て
家
族
連
れ
な
ど
で
約
三
千

人
が
く
り
出
し
大
盛
況
で
し
た
。

初
日
の
八
日
に
は
、
館
林
女
子
高

校
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
全
国
大
会

三
年
連
続
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
名
演

・
わ
た
あ
め
コ
ー
ナ
ー
人
気

奏
も
披
露
さ
れ
、
趣
向
を
凝
ら
し
た

た
く
さ
ん
の
催
し
物
に
、
訪
ず
れ
た

人
た
ち
は
満
足
そ
う
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

中
で
も
、
子
ど
も
会
が
主
催
し
た

”
金
魚
す
く
い
・
わ
た
あ
め

I
I

プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
は
、
人
気
の

的
と
な
り
ピ
ー
ク
時
に
は
待
つ
こ
と

一
時
間
。
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
も
好
評

で
、
「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
お
で
ん
」

が
と
ぶ
よ
う
に
売
れ
、
料
理
を
担
当

し
た
料
理
教
室
の
皆
さ
ん
は
大
奮
闘

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

ほ
か
に
も
、
芸
能
発
表
、
こ
う
じ

作
り
実
演
、
消
費
生
活
展
、
は
し
ご

車
な
ど
消
防
機
器
の
展
示
、
書
き
方

・
絵
の
作
品
展
な
ど
イ
ベ
ン
ト

は
、
多
彩
で
例
年
に
な
い
盛
り
上
が

っ
た
公
民
館
ま
つ
り
で
し
た
。

バ
ザ
ー

盛
り
上
が
り
百
パ
ー
セ
ン
ト

で

圏
東
小
学
校

1

年
1
1

砂
賀
大
輔
、
唐
澤
直
子

秋
山
好
美
、
籾
山
絵
美
、2
年
1
1

田
部
井
雅
子
、
関
口
祐
子
、
田
村

有
美
、
大
谷
直
子
、
3

年
1
1

新
井

雅
彦
、
小
暮
乃
里
子
、
小
林
一
貴

新
井
真
由
美
、
4
年
1
1

石
井
洋
介

柿
沼
填
由
美
、
関
根
好
洋
、
阿
部

美
由
紀
、
5

年
1
1

阿
部
か
お
り
、

藤
野
弘
子
、
小
島
涼
世
、
峰
岸
直

子
、
6

年
1
1

飯
塚
理
恵
、
砂
賀
美

芽
、
八
田
深
雪
、
横
塚
有
貴
子

圏
西
小
学
校

1

年
1
1

石
川
智
博
、
薗
部
智
恵

子
、
田
口
｛
晶
巳
明
、
張
谷
今
日
子

恩
田
有
紀
子
、
森
尻
美
樹
子
、
2

年
1
1

始
沢
紗
知
子
、
石
崎
成
彦
、

金
子
利
弘
、
江
森
智
子
、
瀬
下
珠

代
、
大
津
進
也
、
3

年
1
1

原
口
正

佐
籐
美
穂
、
渡
辺
結
子
、
江
森
亨

4
年
1
1

吉
田
真
澄
、
堀
口
優
子
、

荒
木
千
恵
子
、
藤
野
守
保
、
田
口

弥
生
、
大
牧
靖
子
、
5

年
1
1

堀
口

洋
子
、
宮
川
暁
子
、
石
崎
裕
子
、

田
村
の
ぞ
み
、
鯉
沼
美
幸
、
森
尻

政
仁
、
6

年
1
1

江
森
望
、
堀
口
香

里
、
江
森
祐
佳
、
立
川
陽
子
、
風

間
千
種
、
田
口
直
美

〇
中
学
校 【

書
き
方
】

圏
東
小
学
校

1

年
1
1

立
岡
功
之
、
橋
本
裕
司

2

年
1
1

本
沢
真
琴
、
山
岸
一
路
、

3

年
1
1

平
沢
忍
、
関
口
直
美
、
4

年
1
1
新
井
真
弓
美
、
北
島
志
の
扶

5

年
1
1

青
木
香
織
、
飯
野
和
孝
、

6

年
1
1

山
岸
真
実
、
横
塚
有
貴
子

圏
西
小
学
校

1

年
1
1

立
木
伸
枝
、
泉
田
剛
志

坂
上
香
、
2

年
1
1

北
角
直
哉
、
高

瀬
祐
子
、
吉
田
恵
三
、
3

年
1
1
田

口
真
也
、
清
水
宏
行
、
4
年
1
1

菌

田
真
人
、
大
沢
静
、
石
村
由
紀
、

5

年
1
1

三
宅
恭
子
、
坂
井
弘
子
、

川
崎
祐
、
6

年
1
1

市
川
洋
児
、
鈴

木
陽
子
、
吉
永
修
和

〇
中
学
校

1

年
1
1

原
口
章
、
大
沢
秀
一
、

落
合
泉
、
園
田
真
由
実
、
2

年
1
1

江
森
陽
子
、
大
沢
光
則
、
今
井
桂

子
、
鈴
木
則
子

【
作

1

年
1
1
梁
瀬
雅
子
、
大
牧
純
子

大
津
勝
正
、
折
原
行
江
、
田
口
博

大
牧
陽
子
、
小
菅
智
子
、
古
橋
智

秀
、
2

年
1
1

砂
賀
康
代
、
野
中
秀

子
、
山
形
佳
宏
、
島
田
優
子
、
石

崎
泰
弘
、
森
尻
律
子
、
篠
木
和
之

武
田
有
世

公
民
館
ま
つ
リ

作
品
展
入
賞
者

文
】

（敬称略）

テニス会員募集（硬式） 一般対象 年間会費 3,000円 詳しくは社会体育館（ff84 -4626) へ
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本
村
は
、
都
心
ま
で
一
時
間
ほ
ど

と
あ
っ
て
近
年
、
人
口
、
住
宅
と
も

に
増
加
し
、
現
在
、
人
口
は
一
万
人

を
超
え
、
優
良
企
業
も
進
出
す
る
な

ど
着
々
と
発
展
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
反
面
、
河
川
、
農
業
用

排
水
路
等
と
い
っ
た
自
然
環
境
（
公

共
用
水
域
）
の
汚
水
が
進
ん
で
い
る

の
も
事
実
で
す
。

設置家庭

1~2ガ円補助

「明和村家庭雑排水等処理指導要綱」

「明和村家庭雑排水等処理施設設置費

補助金交付要綱」 策定 // 

危
険
物
取
扱
者

試
験
・
講
習
会

衡
講
習
会

9

9

 

＊
期
日

1
1
5

月
7
日
水
9

9

 

玄
会
場
1
1

館
林
市
郷
谷
公
民
館

＊
受
講
料
1
1

六
五
0
0
円

そ
こ
で
村
で
は
、
家
庭
雑
排
水
等

に
よ
る
生
活
環
境
の
悪
化
を
防
止
し
、

住
民
の
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
「

明
和
村
家
庭
雑
排
水
等
処
理
指
導
要

綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
と
し
て
は

〇
建
築
者
（
住
宅
、
店
舗
、
事
業
所

等
の
建
築
主
）
は
、
生
活
環
境
の
保

全
に
努
め
る
と
と
も
に
防
止
策
と
し

て
使
用
目
的
に
応
じ
た
処
理
施
設
を

設
置
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
処
理

施
設
の
補
修
点
検
に
努
め
る
こ
と
。

〇
処
理
施
設
は
、
沈
澱
分
離
ろ
過
槽

又
は
、
土
壌
毛
管
浄
化
装
置
と
す
る

こ
と
。

〇
設
置
者
は
処
理
施
設
が
正
常
に
機

能
す
る
よ
う
維
持
管
理
に
努
め
る
こ

と
。
な
ど
十
条
項
目
か
ら
な
る
要
綱

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
併
せ
て
、
「
明
和
村
家
庭
雑

排
水
等
処
理
施
設
設
置
費
補
助
金
交

付
要
綱
」
も
策
定
し
、
処
理
施
設
を

設
置
し
た
家
庭
（
既
設
住
宅
等
の
使

用
者
も
該
当
）
に
は
、
一
世
帯
あ
た

り
設
置
経
費
の
三
分
一
以
内
で
限
度

額
一
万
円
（
土
壌
毛
管
設
置
は
二
万

4

月

2
6日
ま
で
に
申
込
を

市
価
の
半
額
程
度
と
あ
っ
て
、
好

評
を
得
て
い
る
、
明
和
村
植
木
生
産

組
合
に
よ
る
即
売
会
が
開
か
れ
ま
す
。

ご
家
族
連
れ
で
、
ぜ
ひ
、
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

＊
会
場

1
1

明
和
村
商
工
会
館
前

＊
期
日
1
1
4
月
2
9
日
＼
5
月
5
日

玄
展
示
物
1
1

花
丼
花
木
、
盆
栽
、
鉢

物
、
庭
木
な
ど

※
詳
し
く
は
、
役
場
農
政
係
へ

2
9日
か
ら
即
売
会

植
木
が
安
い

灸馬日
1
1
6

月

8
日
旧

所
1
1

関
東
学
園
大
学（

太
田
市
）

＊
受
験
料
1
1
甲
種
五0
0
0
円
、
乙

種
三
四
0
0
円
、
丙
種
二
七
0
0

円
＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
4
月
2
1
日
＼

2
6日
ま
で
に
明
和
分
署
(
6闘
3

1
3
1
)
へ

円
）
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

補
助
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は

事
前
に
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
二
つ
の
要
綱
は
、
い

ず
れ
も
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日

実
施
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
役
場
企
画
開
発
課
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

圏
試

＊
期

＊
場

村 の ろ
っ

—‘‘ 
し

き
文

4 月

13. 日

15 日

15 日

16 日

16 日

17 日

20 日

21 日

24 日

26 日

30 日

5 月

7 日

9 日

利根川総合運動場清掃作業

体育指導委員会議

人権・行政・心配ごと相談

区長会初会議

ボランティア連絡協議会総

会

農業共済損害評価員委嘱式

ゲートボール県民スポーツ

祭オープニング予選会

母子保健推進員協議会総会

衛生協力会総会

子ども育成連絡協議会総会

村政功労者表彰式

三歳児検診

離乳食講習会

に

村
誌
編
さ
ん
委
員
会
が
、
調
査
研

究
し
て
編
集
し
た
、
「
明
和
の
記
念

碑
」
、
「
明
和
の
植
物
」
な
ど
、
小

冊
子
六
種
類
を
頒
布
し
ま
す
。

罪
深
き
観
光
客
ら
群
れ
居
る
川
岸
に

鮭
飯
料
理
の
席
す
で
に
整
ふ

奈
良
原
き
く
の

血
糖
の
い
ま
だ
に
高
し
と
医
師
言
ヘ

り
厚
切
り
羊
か
ん
夫
は
食
み
を
り

瀬
下
一
江

芸
欄

こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

か
ほ
や
が
沼
支
部

\ 

昭和61年 4 月 10 日

``:… 
ク̀  

頒布します

小冊子

「明和の記念碑」

など

村誌編さん委員会発行

り

希
望
す
る
方
は
、
冊
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
求
め

く
だ
さ
い
。

〔
書
籍
名
〕
〔
単
価
〕

明
和
村
の
記
念
碑
四
六

0
円

ヶ
の
植
物
そ
の
1

九
0
0
円

ヶ
古
文
書
所
在
目
録

九
九
五
円

ヶ
の
気
象
四

0
0
円

ク
の
金
石
文
一
九
八

0
円

ヶ
の
植
物
そ
の
2
七
二

0
円

＊
販
売
場
所
中
央
公
民
館
図
書
室

年
金
の
申
請
す
ま
せ
ぎ
ご
ち
な
き
心

に
今
朝
の
茶
の
ほ
ろ
に
が
き

柿
沼
ま
つ

ま
た
来
む
と
コ
イ
ン
を
投
げ
る
ト
レ

ビ
の
泉
金
さ
へ
あ
れ
ば
と
夫
は
笑
ヘ

江
森
佳
世
子

こ
み

そ
れ
ぞ
れ
に
社
運
担
ふ
と
息
ら
三
人

過
き
ゅ
き
浮
べ
つ
つ
久
に
酒
つ
ぐ

江
森
政
美

ー
, 
4
 
4
 

4
 
8
 
6
 

( 
ヘ会員委育

氏
名
保
護
者
統
柄
地
区
生
年
月
口
教
寸

北
島
達
夫
純
夫
二
男
田
島

2

月
2
1日
木
＇
ま

石
川
梨
沙

1
[
/―
二
女
矢
島

2
月

2
2日
即糸羊

仲
村
惇
陥
司
長
男
斗
合
田

2

月

2
4日

1
-ー-
P

関
根
和
也
良
行
長
男
須
賀

2

月

2
7日

加
藤
千
晴
ば
―
二
女
須
質

3
月
1

日
でま日

村
田
有
加
明
長
女
中
谷

3

月
2

口

欝
ぁ
い
真
司
一

1
女
大
佐
貫

3

月
2

口

1
0

月

約
方
宏
明
勇
一
長
男
田
烏
3

月
3

日

5
 

本
澤
旭
公
男
三
男
大
輪

3

月
4

口
み

折
原
貴
行
哲
夫
長
男
新
里

3
月
1
1日
辺申

恩
田
己
輝
敬
次
長
男
川
俣
3

月
認
日

吉
永
美
香
義
信
長
女
梅
原

3

月

1
5
日

二
つ

木
村
芙
香
行
男
長
女
江
口

3

月

1
7日
ろ

登rj 
•9 

山

死
亡
義

少女

庄
J
J
霜
汀
地
区
死
亡
月
日
の

采舟

8
3
爬
男
大
佐
貫

2

月
2
8日斤
奈̀ 

8
8

茂
田
烏

3
月
8
口
て

子

9
0
喜
太
郎
中
谷

3

月

1
6日
親

5
5
（
利
江
）
↓
江
弔
ぃ3
月

1
7日

7
8
竹
雄
梅
原

3

月

2
0日
集

8
2
（
金
之
函
）
矢
島
3
月
2
1ロ
募者

7
8
季
秋
江
口
3

月

2
8
.
o
a

力

り

坂
上
と
み

和
田
徳
男

佐
藤
近
女

須
藤
勇
太
郎

荒
井
き
み

斤
ト
~
イ
ソ

奈
ナ 小

森
ぜ
ん

氏

名 出

生

応己

•— (
'
、
太
く
れ
升

あ
わ
し
天



第295局 広 報 め い わ 昭和61年 4 月 10 日 (12) 

3 月の

一責ク
救急車出動回数
•交通事故 2 件
●急病 8 件
•その他 4 件

計 14 件

地区 館林邑楽地区 館林地区 明邑楽和千代板地田倉区 確謁てかし 変更9※なるこ すで°耳科〇鼻にl , <
月日 科別 産婦人科 耳鼻科 内科 内科

日
4 月 13 日

白沢医院小倉医院 清河堂医院云 { 72 } 3070 岡田医院 竹越医院
云（72) 1 6 0 0 ff (72) 0 6 0 6 安楽岡医院云 72 0572 ft (72) 3 1 6 3 云 (84) 3 1 3 7 

曜
落合医院大 (6~ 医院 宇沢医院 井上医院

息昇: : 目年; 4 月 20 日
ff (72) 3 1 6 0 云 2 2 0 0 大石医院云（74) 2362 ff (74) 8 7 6 1 云 (82) 1 1 3 1 

当

4 月 27 日 根岸医院川田 ; 耳）医院 堀越医g 云 { 73 } 4151 最上医院 増田医院
てり

番
合 (72) 3 2 6 2 ft (72 3 3 1 4 増田医 合 72 1387 ff (74) 3 7 6 3 云 (82) 2 2 5 5 

下いさのすま 当担し
5 月 4 日 古屋 { 恒）医院川田医院 田内医 言 云 { 72 } 3855 館林医院 石山医院

医 ft (63 6 1 6 1 ft (72) 3 7 2 4 阿久津医 ff 72 3315 云（74) 2 1 1 2 云 (82) 0 1 0 3 

°電話で すま゚
5 月 11 日 佐々 )*2 医院原医院 雷々良誓言 云 { 72 } 3060 硝楽川堂医院 橋 (8] 医院

云（62 6 2 3 云 (72) 1 9 3 6 田ff 72 0862 ff (74) 0 1 8 4 云 1 1 5 0 でで

ヽヽ、 ヽ—ー．．，～一←

親手創作紋室
を誇る ,o 行
文・題字とも竹越さんです。

0
明
和
村
く
ら
し
の
会
（
会
長
1
1

大

沢
喜
世
子
さ
ん
）
は
、
三
万
円
を

圏
小
暮
亀
男
さ
ん
（
大
佐
貫
）
は
、

特
殊
ベ
ッ
ト
一
式
（
二
十
三
万
円

相
当
）
を

〇
原
口
幸
さ
ん
（
大
輪
）
は
、
亡
母

の
供
養
に
と
二
万
円
を

〇
佐
藤
竹
雄
さ
ん
（
梅
原
）
は
、
亡

叔
母
の
供
養
に
と
三
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
使

っ
て
く
だ
さ
い
と
明
和
村
社
会
福
祉

協
議
会
（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。竹

越
千
恵
子
さ
ん
親
子

ク
ケ

◎
転
入

東
小
教
頭

東
小
教
諭

西
小
ヶ

明
中
教
諭

4 

// 

// 

ク

）
は
前
職

◎
転
出

東
小
教
頭

東
小
教
諭

西
小
ク

明
中
教
諭

ク
ケ

役
場
人
事
異
動

四
月
一
日
付

今
か
ら
三
年
前
、
長
男
が
三
年
生
な
公
民
館
の
人
や
、
や
さ
し
く
ご
指

で
長
女
が
一
年
、
次
男
が
年
長
組
の
導
下
さ
る
先
生
方
、
そ
し
て
同
じ
教

時
親
子
創
作
教
室
に
入
り
ま
し
た
。
室
の
仲
間
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し

一
年
後
、
長
男
は
日
曜
日
が
忙
し
て
き
ま
し
た
。

く
て
ぬ
け
ま
し
た
が
、
小
さ
い
二
人
親
子
で
す
か
ら
協
力
が
ス
ム
ー
ズ

と
何
と
か
続
け
て
き
ま
し
た
。
親
切
に
で
き
て
、
た
ち
ま
ち
作
品
が
仕
上

（
川
俣
）

教
職
員
人
事
異
動四

月
一
日
付

◎
農
業
共
済
課

福
島
明
（
住
民
課

1
1

社
会
福
祉

協
議
会
）

◎
住
民
課
1
1

社
会
福
祉
協
議
会

冨
塚
基
輔
（
農
業
共
済
課
）

◎
建
設
課

北
島
充
（
総
務
課
）

◎
総
務
課

柿
沼
憲
行
（
新
採
用
）

◎
税
務
課

吉
田
博
之
（
新
採
用
）〔

敬
称
略
〕

——————-=-——-=-=-=-——————-=-—-==-=-—-==-=-=====-——-=-—_————-==-—-=-=—-—-===-——-=-=—————-=———-_-==-=-==——-_-===-===-==-—-====-—-====-_-==——-——-==——_-=======——-===————-===————-===-——-=-———-==———————-==-———-====-
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根
岸
啓
次
（
板
倉
北
小
教
頭
へ
）

茂
杢
昂
子
（
前
檎
中
川
小
へ
）

野
村
正
人
（
明
和
中
へ
）

宇
治
川
哲
也
（
明
和
東
小
教
頭
へ
）

松
本
愛
子
（
館
林
一
中
へ
）

青
木
一
郎
（
太
田
讐
中
へ
）

嵩
木
茂
（
嬬
恋
西
中
へ
）

平
千
鶴
（
明
和
西
小
へ
）

宇
治
川
哲
也
（
明
和
中
か
ら
）

小
山
長
子
（
桐
生
第
二
賛
霞
か
ら
）

平
千
鶴
（
明
和
中
か
ら
）

家
中
小
一
（
太
田
南
中
か
ら
）

さるれ形観もた夏に土表なiつ紙真ば上が
でのま・察残農休飾でもり＜芝にれがっ
すがせ木もつ民みつつ楽まる居撮まるて
゜こん星よて・汗てくししのはっしとい
の゜のかい舟をあついたでーてた遊き
教親四つま・流りたも゜親つア゜べま
室とったす兵しま人の公子のル楽るす
の子星゜゜士なす形で民ど物バしの゜
ーで‘夏夏なが゜はし館おをムんで紙
番学今ののどらそ家た祭しみにだ子細
のびで大夜のつのの゜で親ん保後供工
楽倉も三空埴く他玄紙のしな存‘には
しぇ忘角の輪っ‘関粘発くで°写喜仕

"'lllll"'lllll'"lllllll"llllll'"lllllll"lllllll"'llllll"lllllll"lllllll"lllllll"lllllll"lllllll"lllllll"lllllll"lllllll"lllllll"lllllll"lllllll"lllllll"lllllll"llllll'"'lllll'"'llllll"lllllll"lllllll"lllllll"IIII 

• • 
飯関山武角片田天瀬転野田織中荒松村石鈴転
塚口本井田山部谷山 村沢田川井本田川木

井入 堅 清出
好栄 和英 春雄 II 初 誠文太光行敏次 II
ーー登夫夫勲男ー昇＾男実久男郎正利雄郎＾

館
林
地
区
消
防
組
合

人
事
異
動

四
月
＿
日
付

）
は
転
出
先

（
千
代
田
分
署
）

（
板
倉
分
署
）

（
館
林
消
防
署
）

（
館
林
消
防
署
）

（
館
林
消
防
本
部
）

（
千
代
田
分
署
）

（
邑
楽
分
署
）

（
板
倉
分
署
）

（
板
倉
分
署
）

）
は
前
所
属
署

（
館
林
消
防
署
）

（
邑
楽
分
署
）

（
館
林
消
防
署
）

（
板
倉
分
署
）

（
邑
楽
分
署
）

（
邑
楽
分
署
）

（
館
林
消
防
署
）

揺
林
消
防
本
部
）

（
館
林
消
防
署
）

〔
敬
称
略
〕

西東◎ク
小小退

職

野
中
新
作

栗
原
好
子

〔
敬
称
略
〕

,,,, 

明
中
教
諭

ク
ク

◎
新
採
用

東
小
教
諭

西
小
ヶ

明
中
教
諭

ク
ク

板
垣
雅
俊

木
崎
正
美

山
口
行
輝

武
井
学

正
田
恵
子

冨
成
隆
司
（
太
田
讐
中
宝
）

野
村
正
人
（
明
和
西
小
か
ら
）
相
談
・
検
診
（
毎
月
実
施
）

＊
人
権
、
行
政
、
心
配
こ
と
相
談

0
日
時

4

月
1
5
日
午
前
1
0

時
＼
午
後
3
時
ま
で

0
場
所
役
場
会
議
室

玄
交
通
事
故
相
談

0
日
時

4

月
1
7
日
午
前
1
0

時
＼
午
後
3
時
ま
で

0
場
所
館
林
市
民
相
談
室

食
年
金
相
談
（
各
種
）

0
日
時

5

月
1
日
午
前
1
0

時
＼
午
後
3

時
ま
で

0
場
所
館
林
市
役
所
相
談
室

0
内
容
年
金
一
般

玄
健
康
相
談

0
日
時

4

月
1
7
日
・5
月
6

日
受
付
は
午
前

9

時
3
0
分
＼
1
0
時
3
0
分

0
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

姿
乳
児
健
診
（
第
二
木
曜
日
）

食
妊
婦
健
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後

1
時
＼
2

時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
、
軽
自
動
車

税
、
農
業
共
済
（
家
畜
）
、
国

民
年
金
、
水
道
料
金
で
す
。

2
4日
東
部
児
童
館

2
5日
役
場
税
務
渫

2
8日
明
和
農
協
第
一

技能検定（国家検定制度）試験 受付 4 月 14 日～25 日 詳細は、役場商工係へ（云 84-311 1)
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5 月 1 日現在

世帯数 2,531戸
人口総数 10,230人
男 5,121人
女 5,109人
(4 月中の動き）

出生 6人 死亡 8人
転入30人 転出35人
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第296号 広 報 め い わ 昭和61年 5 月 10 日 (2) 

二
次
総
合
計
画
策
定
〔
工
業
汀
汀
ピ

ー
▲

>

-
·
レ

こ
の
計
画
の
中
で
、
「
ま
ち
づ
く

り
は
—
|
_
」
と
し
て
、
村
民
一
人
ひ

と
り
が
「
村
民
憲
章
」
を
実
践
し
な

が
ら
、
来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
を
展

望
し
た
「
健
康
と
豊
か
な
自
然
に
つ

と
し
て

ら
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
、
第
三
次
明

（
基
本
構
想
）
が
、
こ
の
ほ
ど
、
で
き
あ
が
リ
ま

村
長
が
明
和
村
開
発
計
画
審
議
会
の
答
申
を
受

一
日
、
開
か
れ
た
第
一
回
村
議
会
臨
峙
会
に
提
案

た
も
の
で
、
昭
和
七
十
年
を
目
標
年
次
と
し
た

盛
リ
こ
ま
れ
て
い
る
総
合
計
画
書
で
す
。
こ
の

の
章
か
ら
な
る
「
基
本
構
惹
」
と
第
一
編
の
総

論
（
一
ー
六
章
）
か
ら
な
る
「
基
本
計
画
」
で

す
。

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。「

ま
ち
づ
く
り
」

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

つ
ま
れ
た
、
活
力
と
う
る
お
い
の
あ

る
郷
土
」
づ
く
り
を
基
本
理
念
と
す

る
、
五
つ
の
目
標
を
掲
げ
、
村
民
の

英
知
と
創
意
を
結
集
し
て
、
そ
の
実

現
を
め
ざ
し
て
い
る
。

＊
活
力
の
あ
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

＊
う
る
お
い
の
あ
る
、
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り

＊
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
、
健
康

で
清
潔
な
生
活
空
間

＊
文
化
の
香
り
高
い
、
次
代
を
に
な

う
人
づ
く
り

＊
人
々
が
い
た
わ
り
あ
う
、
ふ
れ
あ

い
に
満
ち
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

「
計
画
の
指
標
」

人
口
と
世
帯

計
画
の
指
標
と
し
て
、
次
の
こ
と

世人
帯口

千万

戸百 千人

を
掲
げ
て
い
る
。
村
の
人
口
は
、
昭

和
五
十
五
年
の
国
勢
調
査
時
に
、
九

千
八
百
十
五
人
で
、
以
降
五
ヵ
年
間

は
、
三
・
五
％
の
増
加
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
社
会
基
盤
の
整
備
や
工
業

開
発
等
に
よ
っ
て
、
市
街
化
地
域
を

整
備
促
進
し
、
宅
地
供
給
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
昭
和
七
十
年
の
人
口
を

現
在
よ
り
、
お
よ
そ
三
千
人
多
い
、

一
万
三
千
人
と
想
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
世
帯
数
、
二
千
三
百
五

十
六
戸
。
一
世
帯
当
た
り
四
・
ニ
三

人
で
し
た
が
、
核
家
族
化
等
の
進
行

に
伴
い
、
五
十
九
年
に
は
、
二
千
四

百
九
十
七
世
帯
で
一
世
帯
当
た
り
四

·
O
五
人
と
減
少
し
て
い
る
。
今
後

こ
の
傾
向
は
、
い
く
ぶ
ん
鈍
化
す
る

も
の
の
昭
和
七
十
年
に
は
、
一
世
帯

当
た
り
三
・
九
人
、
総
世
帯
数
を
三

千
三
百
世
帯
と
見
込
ん
で
い
る
。
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消
費
者
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
傾
向
は
、

大
型
店
の
あ
る
近
郊
都
市
で
行
わ
れ

て
い
る
。
人
口
増
加
が
見
込
ま
れ
る

地
域
で
の
商
業
活
動
は
、
活
発
化
が

予
想
さ
れ
る
。
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
は

多
様
化
し
て
お
り
、
大
型
店
へ
の
指

向
が
強
い
。
従
っ
て
、
日
常
生
活
必
需

品
を
中
心
と
し
た
経
営
改
善
を
は
か

り
近
代
経
営
へ
の
脱
皮
を
は
か
る
。

圏
主
な
施
策
項
目

▽
商
業
経
営
の
近
代
化
▽
融
資
制

度
の
充
実
▽
商
業
団
体
の
強
化

新
し
い
工
業
地
域
の
開
発
を
促
進

し
、
優
良
な
企
業
を
誘
致
す
る
と
共

に
、
住
民
が
働
け
る
場
所
を
確
保
し

活
性
化
を
図
る
。

圏
主
な
施
策
項
目

工 商

業 業

▽
工
業
団
地
の
造
成
▽
優
良
企
業

の
誘
致
▽
融
資
制
度
の
推
進
▽
中
小

企
業
団
体
の
強
化

農
業
は
国
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、

国
の
食
糧
を
確
保
す
る
と
い
う
重
要

な
役
割
が
あ
る
。
本
村
に
お
い
て
も

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
、
農
用
地
を
確
保
し
て

い
る
。

現
状
で
は
就
農
者
の
高
齢
化
、
就

農
人
口
の
滅
少
、
後
継
者
不
足
等
問

題
が
山
積
し
て
お
り
、
混
住
社
会
の

中
で
農
業
経
営
を
確
立
す
る
に
は
、

農
地
の
流
動
化
、
集
落
を
単
位
と
し

た
農
業
集
団
や
中
核
農
家
を
中
心
と

す
る
生
産
組
織
の
育
成
等
、
将
来
も

安
心
し
て
営
農
で
き
る
よ
う
な
施
策

を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

圏
主
な
施
策
項
目

▽
用
排
水
路
の
整
備
▽
ほ
場
整
備

▽
農
道
整
備
▽
中
核
農
家
及
び
生
産

組
織
の
育
成
▽
農
業
後
継
者
の
育
成

農

業

企
業
活
動
に
必
要
な
労
働
力
の
確

保
、
労
使
関
係
の
安
定
、
人
材
養
成

等
の
諸
施
策
の
推
進
を
図
る
。
ま
た
、

定
年
延
長
や
定
年
退
職
者
の
再
就
職
、

中
高
齢
・
婦
人
の
就
業
な
ど
、
有
効

的
な
労
働
力
の
確
保
に
努
め
る
。

壷
主
な
施
策
項
目

▽
労
働
力
の
確
保
▽
労
働
環
境
の

整
備
（
産
業
研
修
会
館
建
設
な
ど
）

労
働
力

▽
農
業
金
融
制
度
の
充
実
▽
特
産
品

の
P
R

推
進
▽
麦
作
・
施
設
園
芸
・

果
樹
・
花
丼
等
の
振
興

「
国
土
利
用
計
画
法
」
に
基
づ
く
、

明
和
村
の
「
土
地
利
用
計
画
」
を
策

定
し
、
住
み
よ
い
地
域
が
創
造
で
き

る
よ
う
、
土
地
の
体
系
的
、
計
画
的

な
利
用
を
推
進
す
る
。

市
街
化
区
域
は
、
道
路
、
公
園
、

緑
地
等
、
都
市
的
な
生
活
空
間
を
整

備
し
、
良
好
な
市
街
化
を
図
る
。
ま

た
、
市
街
化
調
整
区
域
は
将
来
の
発

展
動
向
を
考
慮
し
な
が
ら
利
用
計
画

を
策
定
す
る
。
更
に
、
市
街
化
区
域

内
の
区
画
整
理
を
推
進
す
る
。

圏
主
な
施
策
項
目

▽
市
街
化
区
域
内
の
区
画
整
理

土
地
利
用

主 要 計

改
良
・
舗
装
に
つ
い
て
は
、
従
来

の
ペ
ー
ス
を
継
続
し
て
改
修
整
備
に

努
め
る
。
と
同
時
に
平
行
し
て
交
通

安
全
対
策
整
備
お
よ
び
、
側
溝
整
備

事
業
を
進
め
る
。

国
道
―
二
二
号
線
の
四
車
線
化
を

促
進
す
る
。

圏
主
な
施
策
項
目

▽
都
市
計
画
道
路
の
整
備
▽
生
活

道
路
の
整
備
（
歩
行
者
専
用
道
路
・

サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
の
整
備
お
よ
び

建
設
な
ど
）

道

路

▽
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
き
、
明

和
村
の
「
土
地
利
用
計
画
」
を
策
定

画

空から見た明和村

目 標

\ \ 昭和55年度 昭和65年度 昭和70年度

人 ロ 9,815 人 11,700人 13,000人

世 帯 数 2,356戸 2,·8·90戸 3,230戸

就業者数 5,207人 6,050人 6,670人

（第 1 次産業） (1 ,314人） (1,060人） (1 ,020人）

（第 2 次産業） (2,240人） (2,790人） (3,110人）

（第 3 次産業） (1 ,653人） (2,200人） (2,540人）

農業粗生産額 28億円 43億円 51億円

製造品出荷額 370億円 1,670億円 5,120億円

商品販売額 55億円 97億円 123億円

公
園
・
緑
地

緑
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
い

て
、
人
口
が
集
中
し
て
い
る
地
域
に

児
童
公
園
を
区
画
整
理
事
業
と
平
行

し
て
整
備
す
る
。

緑
地
に
つ
い
て
は
、
南
に
利
根
川
、

北
に
谷
田
川
の
一
級
河
川
、
更
に
、

農
地
に
お
け
る
生
産
緑
地
等
、
豊
富

な
緑
地
面
積
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
自
然
環
境
を
有
効
に
活
用
し
て
緑

地
保
全
に
努
め
る
。

唖
主
な
施
策
項
目

▽
公
園
整
備
事
業
（
児
童
公
園
、

近
隣
公
園
）
▽
緑
道
整
備
事
業

当
面
、
生
活
雑
排
水
に
つ
い
て
は
、

簡
易
浄
化
槽
の
設
置
指
導
に
努
め
る
。

ま
た
、
併
せ
て
現
計
画
ど
お
り
館
林

処
理
区
（
明
和
村
・
板
倉
町
・
館
林

市
）
の
計
画
を
推
進
す
る
。
昭
和
七

十
五
年
度
を
完
成
目
標
と
す
る
。

し
尿
に
つ
い
て
は
、
汲
取
り
に
よ

る
農
地
還
元
及
び
処
理
場
に
よ
る
方

法
と
水
洗
浄
化
槽
方
式
の
処
理
に
よ

る
。

圏
主
な
施
策
項
目

▽
県
計
画
の
流
域
下
水
道
計
画
の

早
期
実
現
を
積
極
的
に
要
望
す
る
▽

下
水
道
幹
線
管
の
先
行
布
設
を
図
る
。

下
水
道
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公
害

し
尿
処
理

可
燃
性
廃
棄
物
は
、
自
家
処
理
槽

の
普
及
促
進
に
努
め
る
。
不
燃
性
廃

棄
物
は
分
別
収
集
の
徹
底
を
図
る
と

共
に
、
粗
大
ご
み
の
収
集
を
考
え
、

増
大
す
る
廃
棄
物
に
対
応
す
る
た
め

処
理
業
務
の
委
託
拡
大
を
図
る
。

唖
主
な
施
策
項
目

▽
可
燃
性
廃
棄
物
自
家
処
理
槽
設

置
費
補
助

し
尿
収
集
車
の
増
車
に
つ
い
て
要

請
す
る
と
同
時
に
、
収
集
の
迅
速
、

親
切
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
将
来
は

し
尿
処
理
の
基
本
は
公
共
下
水
道
の

建
設
、
普
及
で
あ
る
の
で
流
域
下
水

道
に
併
せ
て
推
進
す
る
。

公
害
発
生
の
未
然
防
止
を
軸
に
、

大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
、
悪
臭
、
騒

音
等
の
防
止
施
策
を
講
じ
て
、
住
民

の
健
康
を
保
護
す
る
と
共
に
生
活
環

境
の
保
全
に
努
め
る
。

圏
主
な
施
策
項
目

▽
悪
臭
防
止
対
策
（
畜
産
関
係
に

廃
棄
物
の

処
理
（
ご
み
）

過
去
の
事
故
発
生
の
実
態
か
ら
し

て
、
道
路
環
境
よ
り
も
人
的
要
因
に

よ
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
を

交
通
安
全

犯
罪
は
悪
質
巧
妙
化
、
広
域
化
し

て
い
る
。
少
年
非
行
も
悪
質
巧
妙
化
、

集
団
化
、
そ
し
て
低
年
齢
化
が
急
速

に
進
ん
で
い
る
。

現
在
、
替
察
と
連
携
を
密
に
し
、

防
犯
に
対
処
し
て
い
る
が
、
一
層
防

犯
委
員
会
の
組
織
強
化
及
び
各
種
関

係
機
関
、
団
体
と
の
協
力
体
制
の
充

実
を
は
か
り
犯
罪
防
止
に
努
め
る
。

一
方
、
少
年
の
非
行
防
止
に
つ
い

て
も
、
少
年
に
対
す
る
家
庭
、
学
校

教
育
の
あ
り
方
を
再
検
討
す
る
と
共

に
、
少
年
を
と
り
ま
く
環
境
浄
化
対

策
を
強
力
に
推
進
す
る
。

唖
主
な
施
策
項
目

▽
犯
罪
の
防
止
（
毎
月
第
一
土
曜

日
の
「
少
年
の
日
」
を
中
心
に
恒
常

的
な
少
年
の
健
全
育
成
活
動
を
展
開

す
る
） 防

犯

よ
る
も
の
が
主
な
の
で
、
畜
舎
管
理
、

ふ
ん
尿
処
理
及
び
処
理
施
設
の
設
置

を
指
導
徹
底
す
る
。
）
▽
騒
音
、
振
動

防
止
対
策
▽
大
気
汚
染
防
止
対
策
▽

水
質
汚
濁
防
止
対
策

踏
ま
え
、
関
係
機
関
、
各
種
団
体
、

と
連
携
を
と
り
、
交
通
安
全
教
育
及

び
、
徹
底
し
た
指
導
を
ほ
ど
こ
し
、

併
せ
て
交
通
安
全
施
設
の
整
備
拡
充

に
努
め
る
。

ま
た
、
不
幸
に
し
て
被
害
者
と
な

っ
た
者
に
対
し
て
も
、
そ
の
救
済
施

策
等
の
充
実
向
上
に
努
め
る
。

圏
主
な
施
策
項
目

▽
交
通
安
全
施
設
整
備
▽
交
通
秩

序
確
立
▽
交
通
安
全
思
想
の
啓
も
う

普
及
▽
被
害
者
の
援
護

現
在
、
開
業
医
が
三
つ
（
内
科1

、

歯
科
医
2
)
だ
け
で
あ
る
た
め
、
近

隣
市
町
村
開
業
医
と
、
広
域
施
設
と

し
て
館
林
厚
生
病
院
に
頼
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
。

救
急
医
療
体
制
と
し
て
は
、
交
通

事
故
、
労
災
事
故
、
死
亡
率
の
高
い
脳

血
管
疾
病
な
ど
の
急
患
は
、
地
区
医

師
会
の
自
主
当
番
制
と
、
館
林
厚
生

病
院
の
宿
日
直
体
制
に
よ
る
医
療
の

医
療
体
制

学
習
意
欲
を
嵩
め
、
教
育
内
容
を

確
実
に
修
得
さ
せ
る
た
め
に
、
個
性

を
配
慮
し
た
多
様
な
学
習
指
導
方
法

を
弾
力
的
に
進
め
る
。

圏
主
な
施
策
項
目

▽
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
及
び

大
規
模
改
修
▽
特
別
教
室
等
の
充
実

小
学
校
教
育

確
保
が
図
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で

よ
り
い
っ
そ
う
地
区
医
師
会
と
の
密
接

な
連
携
と
協
力
関
係
の
確
保
を
図
る
。

現
在
の
五
歳
児
の
み
の
保
育
に
と

ら
わ
れ
ず
、
効
率
的
な
運
営
を
図
る

た
め
に
幼
稚
園
入
園
基
準
で
あ
る
三

歳
児
か
ら
の
幼
児
教
育
を
積
極
的
に

推
進
す
る
。

唖
主
な
施
策
項
目

▽
就
園
体
制
の
確
立
▽
幼
稚
園
の

施
設
設
備
の
充
実
▽
教
職
員
の
資
質

の
向
上

幼
児
教
育

中
学
校
教
育

基
礎
学
力
と
実
践
力
を
高
め
体
力
、

気
力
の
充
実
し
た
健
全
な
児
童
生
徒

の
育
成
に
努
め
る
た
め
教
育
内
容
の

充
実
を
図
る
。

圏
主
な
施
策
項
目

▽
施
設
、
設
備
の
充
実
▽
保
健
、

安
全
教
育
の
充
実
▽
産
業
教
育
の
充

実
▽
教
職
員
の
資
質
の
向
上

社
会
教
育

生
涯
教
育
の
理
念
に
基
づ
き
、
各

階
層
の
学
習
要
求
に
対
応
し
た
学
習

機
会
を
数
多
く
設
け
、
次
代
を
担
う

人
々
の
豊
か
な
家
庭
生
活
、
社
会
生

活
が
営
ま
れ
る
よ
う
長
期
展
望
に
立

っ
て
計
画
的
に
各
種
の
社
会
教
育
活

動
を
推
進
す
る
。

圏
主
な
施
策
項
目

▽
社
会
教
育
指
導
体
制
の
確
立
▽

青
少
年
教
育
・
成
人
教
育
・
視
聴
覚

新
生
活
運
動

生
活
改
善
運
動
の
普
及
徹
底
を
図

り
、
広
く
村
民
に
生
活
改
善
運
動
の

申
し
合
わ
せ
事
項
を
P
R

し
、
積
極

的
に
推
進
す
る
。

圏
生
活
改
善
運
動
申
し
合
わ
せ
事
項

・
香
典
の
額
を
千
円
以
内
と
す
る
。

•
お
返
し
金
品
を
廃
止
す
る
。

．
葬
式
に
お
け
る
清
め
（
ふ
る
ま
い
）

金
品
等
は
自
粛
す
る
。

・
花
輪
類
は
廃
止
す
る
。

・
告
別
式
は
、
な
る
べ
く
質
素
に
し
、

き
ら
び
や
か
さ
よ
り
心
の
こ
も
っ

た
内
容
に
儀
礼
改
善
す
る
。

社
会
体
育

「
健
康
は
ス
ポ
ー
ツ
の
実
践
か
ら
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
村
民
が
楽
し
く

充
実
し
た
日
常
的
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

一
層
活
発
に
す
る
た
め
、
諸
施
策
を

講
じ
、
健
康
体
力
づ
く
り
、
地
域
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
に
努
め
る
。

圏
主
な
施
策
項
目

▽
組
織
及
び
指
導
体
制
の
確
立
▽

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
▽
体
育
施

設
の
整
備
と
有
効
活
用
の
推
進
▽
社

会
体
育
館
駐
車
場
整
備
▽
中
央
球
技

場
建
設
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
な
ど
）

教
育
・
同
和
教
育
等
の
充
実
▽
図
書

館
建
設
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主 な根幹事業計画

〔前期計画 昭和61~65年度〕

事 業 名 全体計画（事業内容）

団体営土地改良 農業用排水路14,531m 、暗きょ排水7.9ha

総合整備事業 農道 3,994m

農道 3 路線、連絡道 1 路線、かんがい排水

新農業構造改善事業 8 ヵ所、構造改善センター 3 棟、水稲育苗

センター 1 棟、地力増進施設 1 棟など

工業団地造成事業 52ha 

区 画 整 理 新里南部区画整理事業17ha

収集車両の整備 収集車 1 台

西幼稚園整備 移転、増改築

東小理科室、西小音楽室、西小家庭科室の
，小学校施設整備事業

整備

社会体育館駐車場整備 駐車場スペース拡大

老人福祉センター建設
鉄筋コンクリート、平家建 600m2

用地 2,705m' 

〔後期計画 昭和66~?0年度〕

事 業 名、 全体計画（事業内容）

産業研修会館建設 建物 600m2, 用地 2,OOOm2

区 画 束平欠 理 中谷北部区画整理事業10ha

川俣駅東側連絡道整備 高架歩道橋

東小・西小の鉄枠サッシ取替
小学校大規模改修事業

多目的スペース設置

中学校大規模改修事業 鉄枠サッシ取替、多目的スペース設置

図書館建設事業 建物 500m' 、用地 2,500m'

ソフトボール場 1 面、ゲートボール場 1 面
中央球技場建設事業

テニスコート 2 面

ちびっこ広場建設事業 用地 500m'X 3 ヵ所、

児童センター整備事業 既施設の転用

下水道幹線管渠布設 延長 4,OOOm

〔前期・後期計画 昭和61~?0年度〕

事 業 名 全体計画（事業内容）

主要村道整備事業 11 路線

生活道路整備事業 改良舗装延長 25,OOOm

公 園 整 備 児童公園、近隣公園

上水道第 4 次拡張事業 深井戸、配水管布設など

消火栓設置 8 基、防火水槽設置10基、

消防施設整備事業 消防ポンプ車 1 台、消防ポンプ積載車

1 台など

第 1 次目標 2,000万円
社会福祉基金造成

第 2 次目標 3,000万円

社
会
福
祉

福
祉
に
対
す
る
考
え
方
は
、
大
き

く
変
化
し
て
き
て
い
る
。
地
域
連
帯

意
識
の
希
薄
化
、
核
家
族
化
等
の
変

化
に
よ
り
「
物
中
心
の
福
祉
か
ら
心

の
福
祉
へ
」
と
移
行
し
て
い
る
。

こ
れ
等
を
踏
ま
え
て
、
新
し
い
時

代
二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
総
合

的
な
福
祉
対
策
を
推
進
す
る
。

圏
主
な
施
策
項
目

▽
地
域
組
織
体
制
の
整
備
▽
地
域

福
祉
施
設
の
整
備
▽
在
宅
福
祉
対
策

の
充
実
▽
施
設
の
整
備
・
充
実
（
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
）
▽

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
社
会
的
弱

者
へ
の
指
導
相
談
の
充
実
▽
遊
び
場

の
確
保
（
ち
び
っ
こ
広
場
建
設
な
ど
）

行
政
需
要
は
、
年
々
複
雑
・
増
大

化
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た

め
、
組
織
機
構
の
見
直
し
、
簡
素
合

理
化
、
効
率
化
、
事
務
事
業
民
間
委

行
財
政

巳吃・ . `' 

特産の 「明和梨」の交配風景

託
、
0
A

化
を
図
り
住
民
の
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し
、
行
政
改
革
を
推

進
し
な
が
ら
効
率
的
運
営
に
努
め
る
。

一
方
、
財
政
に
つ
い
て
は
、
近
年

良
質
収
支
の
推
移
も
毎
年
黒
字
決
算

と
な
っ
て
い
る
も
の
の
財
政
の
硬
直

化
が
進
ん
で
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
消
費
的

経
費
の
節
滅
、
合
理
化
を
一
層
促
進

し
健
全
財
政
に
努
め
る
。

＊
主
な
施
策
項
目

▽
行
政
組
織
の
整
備
充
実
▽
人
事

管
理
の
充
実
▽
行
政
事
務
•
財
政
運

営
の
近
代
化
▽
財
源
確
保
の
促
進
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もよろ しく

各種役員決まる
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
 

~
地
区
と
行
政
の
パ
イ
プ
~

~
役
と
し
て
い
ろ
い
ろ
ご
協
~

~
力
い
た
だ
く
区
長
さ
ん
を
~

ー
は
じ
め
、
各
種
役
員
が
決
~

~
ま
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
~

｛
い
た
し
ま
す
。
―

~
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
ご
~

~
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
の
で
~

~
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
~

大
切
な
基
礎
資
料
と
な
る
、
い
ろ

ク

ク

再再再再再再新新再再會再再，新再

第
十
五
回
村
政
功
労
表
彰
式
が
、

四
月
三
十
日
、
役
場
で
、
受
賞
対
象

の
橋
本
三
郎
さ
ん
ら
三
人
を
は
じ
め
、

館
林
財
務
事
務
所
長
、
村
議
会
議
長

な
ど
多
数
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
表
彰
は
、
村
政
発
展
に
多
大

に
貢
献
さ
れ
た
方
に
与
え
ら
れ
る
、

村
が
行
う
褒
賞
の
中
で
は
、
最
も
名

誉
あ
る
も
の
で
す
。

表
彰
式
風

景

今
回
受
賞
さ
れ
た
方
は
、
橋
本
三

郎
さ
ん
（
斗
合
田
）
、
栗
原
牛
一
さ
ん

（
南
大
島
）
、
故
•
関
口
義
敬
さ
ん
（

江
口
）
の
三
人
で
す
。

そ
の
三
氏
の
功
績
に
対
し
て
規
程

に
よ
り
、
村
政
功
労
者
と
認
め
表
彰

状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
な
お
、

故
•
関
口
さ
ん
に
は
、
代
っ
て
妻
の

冨
士
子
さ
ん
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

統
計
調
査
員

橋
本
、
栗
原3
5
関
口
の
三
氏
を
表
彰

二
」

r

村
政
功
労
者

ゞ
姿
邸
埒
応
ぺ
因
‘
・
ふ
こ
ご

7
8
歳

橋
本
三
郎
さ
ん

明
治
4
0年
7

月

5
日
生

・
村
監
査
委
員

昭
和
4
2
年
5
月1
日
1

昭
和
6
1
年

4
月
3
0
日
（
連
続
5
期
1
1
1
9
年
）

・・・・・・・・・・・・統I.,ヽ
関新薗菌野篠森打中栗蓮砂計ろ
口井部部本原原木村原見賀調な
与伊 査統
志一正忠勢喜芳文昭三 良員計
男之男雄松次雄男一郎功夫は調

、フ

次亘

＾ー＾ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ＾のをrエ 千 上下斗比し
クヶ津ヶヶ江ヶ江ク合こて

口 井黒黒田い
- - -―一、ー一．—-―-ーんた

再再再再再新再再再再新再。＜
；だ

9‘ 
‘
、

◄
 

』

大
正
2
年
1
1月
2
日
生
7
2
歳

・
村
議
会
議
員1
1

昭
和
3
0
年
8
月
＼

3
4
年
8
月(
4年
）

・
村
工
場
誘
致
対
策
委
員1
1

昭
和
3
6

年
8
月
＼
3
8
年
8
月
(
2年
）

•
南
大
島
区
長
1
1

昭
和
4
9
年
4
月
＼

5
1
年
3
月
(
2年
）

・
村
公
平
委
員
会
委
員1
1

昭
和
5
3
年

5
月
＼
6
1
年
4
月
ま
で
の
間
（
通

算
7
年
8
ヵ
月
）

•
高
田
啓
一
郎

・
柿
沼
光

・
滝
口
鎮
男

•
奈
良
克
久

•
島
田
晃
元

•
田
島
進

・
栗
原
秀
男

・
帆
足
計
二

•
堀
口
純
一

•
吉
田
修
一

•
坂
上
正

•
田
部
井
政
雄

•
佐
藤
勝
味

・
柴
崎
初
市
郎

^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ 梅中新 南田江
ヶ I /,, /,,クク大ヶ ヶ

原谷里 島島口
‘‘‘‘‘—‘`‘‘‘‘‘‘ 

栗
原
牛

さ
ん

故
•
関
口
義
敬
さ
ん

享
年

6
0
歳

・
村
農
業
共
済
損
害
評
価
員1
1

昭
和

4
6
年
4
月
＼
昭
和
4
9
年
3
月
（
3

年
）

・
村
農
業
共
済
損
害
評
価
会
委
員11

昭
和
4
9
年
4
月
＼
昭
和
6
0
年
9
月

(
1
1
年
）

・
村
農
業
委
員
会
委
員1
1
昭
和
5
1
年

7
月
＼
昭
和
6
0
年
9
月
(
9
年
）

•
吉
田
義
昭
（
川
俣
）
再

•
渡
辺
利
夫
（
須
賀
）
再

•
吉
田
由
雄
（
大
輪
）
再

•
吉
本
正
（
ヶ
）
再

・
斎
藤
雅
万
（
ク
）
新

•
金
子
竹
雄
（
入
ヶ
谷
）
再

・
大
野
雄
吉
（
矢
島
）
再

・
中
村
保
光
（
ヶ
）
新

・
篠
木
信
雄
（
大
佐
貫
）
再

・
中
島
幸
一
（
ク
）
新

※
明
和
村
統
計
調
査
協
議
会
長1
1

野
本
伊
勢
松
、
副
会
長1
1

砂
賀
良
夫
・

大
野
雄
吉

〔
敬
称
略
〕
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ク 区

機
村
昭
一

二
十
里
嘉
雄

多
田
則
夫

籾
山
幸
一

石
川
宗
佑

新
井
清

十
六
地
区
の
区
長
は
、
次
の
皆
さ

ん
で
す
。

斗
合
田
地
区

下
江
黒
ヶ

上
江
黒
ク

千
津
井
ヶ

江
ロ
ヶ

田
島

新再再再再新

長

私
た
ち
が
、
交
通
事
故
に
あ
わ
な

い
よ
う
、
起
こ
さ
な
い
よ
う
交
通
安

全
全
般
に
わ
た
り
活
躍
し
て
い
た
だ

く
交
通
指
導
員
の
皆
さ
ん
は
次
の
と

お
り
で
す
。

・
篠
木
武
勇

・
帆
足
圭
二

•
青
木
勝
美

・
園
部
正
男

・
恩
田
三
郎

・
大
野
雄
吉

・
小
林
克
也

•
山
田
隆
夫

（
大
佐
貫
）

（
南
大
島
）

（
田
島
）

（
千
津
井
）

（
中
谷
）

（
矢
島
）

（
下
江
黒
）

（
新
里
）

交
通
指
導
員

新新再再再再再再

61年度

〔
敬
称
略
〕

今年度

区長さんをはじめ
II 長 大矢入大須川梅中新南
恩 II ※佐ヶ 大
田多区貫島谷輪賀俣原谷里島

義田長クケケクケケケケケ地
雄則会 区
夫長

• II 
金瀬篠田金野加宇恩坂瀬島
子下木口子本藤木田上下田
茂恒
男男嘉嘉茂茂幸慶義源恒繁

一彰男雄雄一雄次男正
会副
計会新再再再再再再新再新

衛
生
部
屋鱈

•
田
口
文
也
（
大
輪
）
新

※
隊
長
1
1

篠
木
武
勇
副
隊
長
1
1

帆
足
圭
二
、
青
木
勝
美

〔
敬
称
略
〕

危
険
物
収
集
を
は
じ
め
、
衛
生
全

般
に
わ
た
り
活
躍
い
た
だ
く
各
地
区

の
衛
生
部
長
の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。

•
阿
部
良
雄
（
斗
合
田
）
新

・
柿
沼
覚
（
下
江
黒
）
再

•
野
木
村
公
一
（
上
江
黒
）
再

•
奈
良
義
晴
（
千
津
井
）
再

・
今
成
嘉
一
郎
（
江
口
）
再

•
奈
良
福
一
（
田
島
）
新

•
町
田
弥
市
（
南
大
島
）
新

•
野
本
長
松
（
新
里
）
新

•
富
塚
文
吉
（
中
谷
）
再

・
柴
崎
久
助
（
梅
原
）
新

・
張
谷
文
太
郎
（
川
俣
）
再

•
青
木
高
助
（
須
賀
）
再

•
金
子
増
蔵
（
大
輪
）
再

•
金
子
光
太
郎
（
入
ヶ
谷
）
再

•
清
水
幸
夫
（
矢
島
）
新

・
薗
田
順
一
（
大
佐
貫
）
再

※
村
衛
生
協
力
会
長

副
会
長
1
1

野
木
村
公
一
・
柴
崎
久
助

〔
敬
称
略
〕

畢
子
保
健
措
進
員

私
た
ち
の
健
康
管
理
の
良
き
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
躍
い
た
だ
＜
母

子
保
健
推
進
員
の
皆
さ
ん
は
次
の
と

お
り
で
す
。

＂
蓮
見
ツ
ル

•
関
ロ
ク
ニ

•
新
井
美
幸

•
木
村
久
江

・
薗
部
し
げ
子

・
蘭
部
き
よ
子

・
須
藤
か
つ

•
関
口
良
子

•
奈
良
つ
る
子

・
日
比
野
と
し
子

•
島
田
勝
子

•
本
沢
幸
子

・
蓮
見
え
つ

•
小
久
保
久
良

・
瀬
下
一
江

•
岩
崎
三
枝
子

・
梁
瀬
節
子

•
秋
山
絹
江

・
豊
嶋
ミ
チ
子

•
関
口
し
づ

・
恩
田
一
江

•
田
部
井
波
江

•
藤
野
た
け

・
加
藤
米
子

•
福
田
初
江

^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ 
大須川 梅中 新 南田江千上下斗

クク ク クク ククヶ大ヶ ク ヶ津ヶ江江合

輪賀俣 原谷 里 島島口井黒黒田
‘—ヽ——ヽヽヽヽ一ヽ•ヽヽ—ヽヽヽヽヽヽヽ一ヽ—

2 
新新新新新新新新新新再再再再再新新再再新再新新新再

停
青
指
導
委
員

ス
ポ
ー
ツ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
だ
く
体
育
指
導
委

員
の
方
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

・
始
沢
重
信
（
梅
原
）

・
蓮
見
行
男
（
南
大
島
）

・
谷
津
好
一
（
新
里
）

•
石
村
正
（
大
佐
貫
）

・
多
田
実
（
上
江
黒
）

•
阿
部
繁
美
（
田
島
）

•
島
田
幸
保
（
羽
生
市
）

・
早
川
幸
男
（
大
輪
）

•
野
本
か
ず
子
（
新
里
）

•
奈
良
原
紀
美
恵
（
千
津
井
）

・
須
藤
守
二
（
千
代
田
町
）

•
新
井
恒
夫
（
ヶ
）

．
舘
野
政
国
（
館
林
市
）

・
武
井
英
夫
（
南
大
島
）

祠
新再再再再再再再再再再再再再

•
野
本
榮
子
（
大
輪
）
新

・
斎
藤
久
美
子
（
ク
）
新

•
金
子
富
子
（
入
ヶ
谷
）
新

•
石
川
フ
ク
（
矢
島
）
新

•
石
崎
多
喜
子
（
ヶ
）
新

・
薗
田
み
つ
（
大
佐
貫
）
再

・
中
島
フ
ミ
子
（
ヶ
）
新

※
明
和
村
母
子
保
健
推
進
員
協
議

会
長
1
1

瀬
下
一
江
、
副
会
長
1
1

薗
部

し
げ
子
、
園
田
み
つ

〔
敬
称
略
〕

子
ど
も
た
ち
の
自
主
活
動
の
、
助

言
、
指
導
な
ど
に
活
躍
す
る
十
七
地

区
の
子
ど
も
会
育
成
会
長
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。

・
橋
本
智
次
（
斗
合
田
）
新

・
多
田
与
志
一
（
下
江
黒
）
新

•
関
口
文
雄
（
上
江
黒
）
新

・
山
岸
勝
美
（
千
津
井
）
新

•
関
口
与
志
男
（
江
口
）
再

•
田
部
井
真
一
（
田
島
）
新

・
栗
原
勝
（
南
大
島
）
新

•
谷
津
好
一
（
新
里
）
再

・
橋
本
信
昭
（
中
谷
）
新

•
五
十
嵐
道
夫
（
梅
原
）
新

•
川
上
直
治
（
川
俣
）
新

・
落
合
進
（
須
賀
）
新

•
田
口
二
三
雄
（
大
輪
下
）
新

・
門
間
雀
二
（
大
輪
上
）
新

・
須
藤
順
一
（
入
ヶ
谷
）
再

•
石
川
温
也
（
矢
島
）
再

・
篠
木
八
郎
（
大
佐
貫
）
新

※
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
長

1
1

関
口
与
志
男
、
副
会
長
1
1

石
川
温

也
・
谷
津
好
一
〔
敬
称
略
〕

賽
子
と
も
会育

成

会

•
阿
部
利
江
（
大
輪
）
新

※
体
育
指
導
員
会
長1
1

始
沢
重
信
、

副
会
長
1
1
蓮
見
行
男
、
野
本
か
ず
子

〔
敬
称
略
〕
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野沢久子さんの作品

優秀賞に入選

館
林
市
が
行
っ
た
「
芸
術
文
化
普
及
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、

上
江
黒
の
野
沢
久
子
さ
ん
の
作
品
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

応
募
総
数
は
、
各
部
門
合
わ
せ
て
千
二
百
五
十
四
点
。
小
学
校
‘

中
学
校
、
高
校
一
般
の
部
と
、
三
部
門
で
行
わ
れ
野
沢
さ
ん
は
、

高
校
一
般
の
部
で
入
選
さ
れ
た
も
の
で
す
。

「
わ
た
し
の
散
歩
道
」
と
題
し
て
、
つ
つ
じ
が
岡
公
園
、
尾
曳

神
社
周
辺
な
ど
を
散
歩
し
た
と
き
の
情
景
を
つ
づ
っ
た
も
の
で
、

館
林
市
の
文
化
・
芸
術
が
鮮
明
に
表
現
さ
れ
て
い
る
大
作
で
す
。

監
査
を
す
る
橋
本
さ
ん
（
左
）

含⑮＠話） 園）
* 
,.. 
ベ,.. 

:: dィ： ＾」夕＾皇
t f\J''{\=f~、• (._’I 

ベ]麟h’‘ ベ,.. 

ベ
,..べ みなさんからの話＆
,.. 
4 

, ,.. 役場広報係へと
,.. 

：合(84:
ベ,.. 

さア立立立立立り豆立立り~*

nを舅集しています。

が連絡ください。

I 3 1 1 1 

監
査
委
員
に
ピ
リ
オ
ド

橋
本
三
郎
さ
ん

1
9年
間
の

台所のお目付役として、長い間村監査委員を務められた橋本三郎さん (78

歳＝斗合田）が、 4 月 30 日の任期をもって同委員を辞められました。

橋本さんは、昭和42年 5 月に選任されて以来、実に19年もの長きにわたり

村の台所のお目付役として貢献。適切な監査のもとに健全財政に努められ、

4 月 10 日の例月出納検査を最後に監査委員の仕事にピリオドを打ちました。

「歴代の村長さん、村議会議員さん等に恵まれたおかげで、 19年間もの長

い間、大過なく遂行できました。これからは、一村民として明和村を見守っ

て行きたいと思いますJと監査委員生活をしめくくりました。

~i l 

くんまちゃんのハンカチで

シートベルト着用を推進

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
最
終

日
、
四
月
十
五
日
、
田
島
地
内
の
県

道
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
街
頭
指
導
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
天
。

カ
ッ
パ
を
着
て
、
村
交
通
安
全
協
会

役
員
、
警
察
署
員
、
関
係
者
二
十
人

ほ
ど
が
、
午
後
三
時
か
ら
約
一
時
間

利用団体（者） 200人が

クリーン作戦展開

利根川総合運動場

利
用
す
る
運
動
場
は
、
自
分
た
ち
で
き
れ
い
に
し
よ
う
ー

ー
と
、
利
根
川
総
合
運
動
場
の
利
用
団
体
（
者
）
約
二
百
人

が
、
河
川
美
化
月
間
運
動
期
間
中
の
四
月
十
三
日
、
早
朝
、

同
運
動
場
内
と
そ
の
周
辺
の
空
カ
ン
、
ゴ
ミ
な
ど
の
一
斉
清

掃
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
、
ゴ
ミ
袋
や
ス
コ
ッ
プ
片
手
に
二
時
間
以
上
か

け
て
く
ま
な
く
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
展
開
。
収
集
し
た
ゴ
ミ
は

燃
焼
、
不
燃
焼
に
分
け
ら
れ
、
何
ん
と
ゴ
ミ
袋
三
十
個
ほ
ど

の
山
と
な
り
、
参
加
し
た
人
の
間
か
ら
お
ど
ろ
き
の
声
が
あ

が
る
ほ
ど
で
し
た
9

運
動
場
は
、
み
ん
な
の
も
の
で
す
。
お
互
い
き
れ
い
に
使

う
よ
う
心
が
け
ま
エ
ょ
う
。

か
け
て
、
県
の
マ
ス
コ
ッ
ト
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
る
「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
」

の
絵
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
ハ
ン
カ
チ

百
五
十
枚
を
安
全
チ
ラ
シ
と
一
緒
に

ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
ひ
と
り
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を
う
っ

た
え
ま
し
た
。
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人権週間と

同和問題

昭
和
2
3
年1
2月
1
0日
、
国
際
連
合

は
第
2

次
世
界
大
戦
で
の
人
命
の
軽

視
や
、
人
権
じ
ゅ
う
り
ん
の
多
く
の

事
実
、
さ
ら
に
は
、
人
権
の
尊
重
と

平
和
の
深
い
関
係
に
か
ん
が
み
、
基

本
的
人
権
の
尊
重
を
そ
の
重
要
な
原

則
と
し
た
「
世
界
人
権
宣
言
」
を
全

会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

こ
の
宣
言
は
個
人
の
い
ろ
い
ろ
な

基
本
的
自
由
を
は
じ
め
、
人
々
が
経

済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
な
分
野
に

お
い
て
幸
せ
に
生
き
る
た
め
の
権
利

や
自
由
を
細
か
く
定
め
て
お
り
、
人

権
保
障
の
標
準
を
国
際
的
に
示
し
た

も
の
と
し
て
、
ま
た
、
こ
と
し
六
月

に
日
本
に
お
い
て
も
採
択
さ
れ
た
「

国
際
人
権
規
約
」
を
生
む
、
直
接
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
大

き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
こ
の
世
界

人
権
宣
言
を
記
念
し
て
、
毎
年
十
二

月
十
日
を
人
権
デ
ー
と
し
、
そ
の
前

後
を
人
権
週
間
と
し
て
、
法
務
省
が

中
心
と
な
っ
て
人
権
意
識
、
人
権
思

東
小
の
入
学
式

い

ピッカピッカの小学一年生

145人が入学

4 月 8 日、東小・西小・明中で入学式が行われました。真新

しいランドセルを背負い保護者に手を引かれ小学校の門をくぐ

るピッカピッカの 1 年生。

東小には、昨年より 5 人多い63人（男31 ・女32) の新入生が

誕生。式は、中西校長のおはなし、担任紹介、新入生の呼び名

など式次第にそって行われ現代っ子らしい元気な返答が会場い

っぱいに響きわたりました。

式終了後、保護者と一緒に記念撮影した後、各教室に入り担

任の先生から学校生活の様子を聞き胸をはずませていました。
なお、西小には82人（男46 ・女36)、明中には 201人（男97 ・女

104) の新入生が入学されました。

想
の
善
及
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

人
を
人
と
し
て
差
別
す
る
こ
と
な

く
、
平
等
に
尊
び
あ
う
こ
の
人
権
思

想
は
人
間
が
長
い
歴
史
の
中
で
、
多

く
の
儀
牲
と
試
練
を
経
て
、
た
ゆ
み

な
い
努
力
を
続
け
た
結
果
う
ま
れ
て

き
た
も
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
人

間
が
も
つ
こ
の
尊
厳
性
は
決
し
て
個

人
か
ら
奮
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、

ま
た
自
分
の
意
志
や
考
え
で
捨
て
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
人
権

と
は
お
た
が
い
に
認
め
合
い
尊
重
し

自
社
建
造
の
ボ
ー
ト
を

あ
う
な
か
で
の
み
、
守
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
人
権
思
想

も
現
実
の
社
会
に
あ
っ
て
は
必
ず
し

も
十
分
に
生
か
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。

性
別
、
職
業
、
社
会
的
地
位
な
ど
に

ょ
っ
て
人
が
軽
視
さ
れ
た
り
、
差
別

さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
私
た
ち
の
日

常
生
活
の
中
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
こ

と
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
と
り
わ
け

同
和
問
題
は
そ
の
歴
史
性
や
社
会
性

を
背
景
と
し
て
も
っ
と
も
深
刻
な
人

ボートの前で、はしゃぐ子どもたち

プ
レ
ゼ
ン
ト
（
砂
賀
造
船
）

こ
の
ほ
ど
、
鐘
の
鳴
る
丘
で
知
ら
れ
る
愛
誠

園
か
ら
感
謝
の
一
報
が
届
き
ま
し
た
。
斗
合
田

の
砂
賀
造
船
卸
（
社
長1
1
砂
賀
孝
三
さ
ん
）
か

ら
同
社
で
建
造
し
て
い
る
遊
覧
用
の
船
一
隻
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
感
謝
し
て
い
ま
す
と
い
う
内

容
の
も
の
。

こ
の
愛
誠
園
は
、
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち

や
、
事
情
に
よ
り
一
家
心
中
ま
で
思
い
つ
め
た

人
た
ち
の
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
民
間
の
福

祉
施
設
で
す
。
各
方
面
で
反
響
を
呼
び
マ
ス
コ

ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
愛
誠
園
の
存
在
を
知
っ
て
砂
賀
さ
ん
は

「
以
前
、
民
生
児
童
委
員
を
し
て
い
た
こ
と
か

ら
福
祉
に
は
高
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
。
少
し

で
も
喜
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
た
ま
で
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

権
問
題
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。

法
務
省
で
も
、
人
権
週
間
の
強

調
事
項
と
し
て
「
部
落
差
別
の
解

消
」
を
毎
年
大
き
く
と
り
あ
げ
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
こ
の
人

権
思
想
を
、
た
だ
の
言
葉
と
し
て

の
理
解
に
と
ど
め
る
こ
と
な
く
、

日
々
の
生
活
を
反
省
し
な
が
ら
差

別
も
偏
見
も
な
い
社
会
の
建
設
の

た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

恵
ま
れ
な
い
子
と
も
た
ち
に
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ね
た
き
り
老
人
等
を

お
預
か
り
し
ま
す

村
で
は
今
年
度
（
四
月
一
日
）
か

ら
、
ね
た
き
り
老
人
等
を
一
時
的
に

一
定
期
間
預
か
る
（
施
設
に
受
け
入

れ
る
）
制
度
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
介
護
に
あ
た
っ
て

い
る
家
族
が
病
気
、
事
故
な
ど
で
介

護
が
で
き
な
い
場
合
、
そ
の
ね
た
き

り
老
人
等
を
一
時
的
に
施
設
に
お
預

か
り
す
る
制
度
で
心
身
機
能
の
維
持

向
上
、
家
族
の
負
担
を
軽
減
す
る
目

的
で
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

費
用
は
一
日
五
千
円
。
そ
の
内
、

自
己
負
担
は
、
千
八
百
円
で
残
り
は

村
等
が
負
担
（
補
助
）
し
ま
す
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＊
対
象

1
1

村
内
に
居
住
す
る
、
お

お
む
ね
6
5
歳
以
上
の
虚
弱
老
人
で

家
族
の
介
護
を
受
け
て
い
る
者

：曰□□
¥ 

// 
＊
受
け
入
れ
施
設
1
1

「
東
毛
光
生
園
」

館
林
市
大
字
成
島
八
六
二
の
四

＊
保
護
期
間
1
1

七
日
間
以
内

＊
費
用

1
1

自
己
負
担
一
日
あ
た

り
、
千
八
百
円

※
そ
の
他
、
詳
し
く
は
住
民
課
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

5

月
は
国
民
年
金
の

現
況
届
の
提
出
時
期
で
す

国
民
年
金
の
障
害
年
金
、
母
子
年

金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、
寡

婦
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年

五
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
現
況
届
」
は
、
年
金
を
受

け
て
い
る
人
や
そ
の
家
族
に
変
化
が

な
い
か
な
ど
確
認
し
、
引
き
続
き
年

金
を
受
け
る
た
め
の
大
切
な
手
続
き

で
す
。

用
紙
は
役
場
か
ら
送
ら
れ
ま
す
。

正
し
く
記
入
の
う
え
五
月
三
十
一
日

ま
で
に
役
場
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年

金
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、
毎
年
誕

生
月
の
初
め
頃
に
現
況
届
の
用
紙
（

ハ
ガ
キ
）
が
社
会
保
険
庁
か
ら
送
ら

れ
ま
す
。
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
記

入
し
明
和
村
長
の
証
明
を
受
け
て
社

会
保
険
庁
に
提
出
（
郵
送
）
し
て
く

だ
さ
い
。

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

~
外
国
に
居
住
す
る
方
も
、
国
｛

一
民
年
金
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
｛

；
り
ま
し
た
。

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

職
員
募
集

群
馬
県
職
員
採
用
試
験
が
行
わ
れ

ま
す
。

圏
上
級
試
験
1
1

行
政
・
技
術
系
職
種

・
資
格
昭
和
3
2
年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
4
0
年
4
月1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者

(
2
2
1
2
9

歳
）
。
学
歴
は
問

い
ま
せ
ん
。

・
受
付
期
間
6

月
9
日

1
6

月
2
1
日

・
試
験
日
一
次
7
月
2
0
日
（
日
）

二
次
9
月
上
旬

圏
初
級
試
験
1
1

一
般
事
務
・
警
察
事

務
・
学
校
事
務
・
技
術
系
職
種

・
資
格
職
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
、

学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

・
受
付
期
間
8
月
2
5
日19
月

1
3日

群
馬
県

消
防
官
募
集

東
京
消
防
庁

消
防
庁
で
は
、
消
防
官
を
次
の
と

お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

玄
採
用
予
定
人
員
1
1

各
職
種
合
わ
せ

て
約
三
二
0
名

＊
資
格
な
ど
1
1

資
格
、
受
付
期
間
、

試
験
日
、
学
歴
な
ど
は
職
種
に
よ

り
異
な
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
お

問
合
せ
を

＊
問
合
せ
先
1
1

東
京
消
防
庁
人
事
課

(
6
0
3
_
2
1
2
_
2
1
1
1
 

内
線
4
4
3
5
)に
お
願
い
し
ま
す
。

5

月
3
1日
ま
で
に

一
次

1
0月
1
9
日
（
日
）

二
次
1
1
月
下
旬

圏
警
察
官
試
験
警
察
官

A
.
B

・
資
格
昭
和
3
4
年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
4
4
年
4
月1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
も
の
(
1
8
1
2
7
歳
）

・
学
歴
A
は
大
学
卒
又
は
見
込
み

B

は
、
そ
れ
以
外

・
受
付
期
間
7
月
2
1
日18
月

2
9日

・
試
験
日
一
次
9
月
2
8
日
（
日
）

二
次

1
0月
下
旬

※
そ
の
他
、
詳
細
は
群
馬
県
人
事
委

員
会
(
6
0
2
7
2闘
1
1
1
1

内

線
3
9
5
5
)に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
は

・
試
験
日

納
め
ま
し
ょ
う

五
月
三
十
一
日
ま
で
が
、
自
動
車

税
の
納
期
で
す
。

自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
四
月
一

日
現
在
、
陸
運
支
局
に
登
録
さ
れ
て

い
る
車
の
持
ち
主
に
納
め
て
い
た
だ

く
県
税
で
す
。
ブ
ル
ー
色
の
納
税
通

知
書
が
届
い
た
ら
忘
れ
ず
納
め
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
自
動
車
税
に
は
、
身
体
な

ど
に
障
害
の
あ
る
方
に
減
免
措
置
が

あ
り
ま
す
の
で
、
五
月
二
十
四
日
ま

で
に
館
林
財
務
事
務
所
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
県
自
動
車
税
事
務
所
（

6
0
2
7
2
闘
4
3
4
3
)
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

郵
政
省
で
は
、
身
体
障
害
者
の
皆

さ
ん
に
、
毎
年
「
青
い
鳥
郵
便
ハ
ガ

キ
」
の
無
料
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

明
和
村
で
も
た
く
さ
ん
の
方
が
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぉ
気
軽
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
活
用
で
き
る
方
1
1

身
体
障
害
者
手

帳
（
一
級
又
は
二
級
）
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
で
、
満
六
歳
以
上

の
者

＊
受
付
期
間
1
1
6
1
年
5

月
3
0
日
ま
で

＊
枚
数

1
1

一
人
に
つ
き
2
0
枚

＊
申
込
み
1
1

川
俣
郵
便
局
・
江
黒
郵

便
局
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

「
簡
単
な
作
業
で
高
収
入
」
、

不
況
下
の
生
活
防
衛
—
—
新
し
い
現

金
収
入
の
道
」
、
「
副
業
に
。
ヒ
ッ
タ

リ
」
1

ー
こ
の
よ
う
な
内
職
者
を
募

る
広
告
宣
伝
が
数
多
く
み
ら
れ
ま
す

が
、
条
件
の
違
い
な
ど
か
ら
思
わ
ぬ

被
害
に
あ
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

づ¥
 

• 

「
青
い
鳥

郵
便
ハ
ガ
キ
」

活
用
し
よ
う

身
障
者
無
料
配
布

ィ
ン
チ
キ
内
職
に
ひ
っ
か
か
ら
な

い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

＊
対
象
業
種
（
企
業
）1
1

機
械
金
属

工
業
、
軽
工
業
、
繊
維
工
業
、
農

林
水
産
業
、
鉱
業

＊
貸
与
資
格
1
1

業
種
に
よ
り
異
な
り

ま
す
の
で
問
合
せ
を

玄
貸
与
損
料
1
1

年
率
5
%

＊
保
証
金
1
1
貸
与
額
の
1
0
%

＊
受
付
期
間
1
1
6
1
年
8

月
3
1
日
ま
で

※
そ
の
他
、
詳
し
く
は
、
役
場
商
工

係
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

サ
ー
ビ
ス
で
確
認

県
旅
券
室
で
は
、
四
月
か
ら
旅
券

申
請
手
続
き
案
内
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
を
始
め
て
い
ま
す
。

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
に
は
、
定
め
ら

れ
た
八
種
類
の
書
類
が
必
要
で
す
。

せ
っ
か
く
申
請
に
き
た
の
に
書
類
が

―
つ
足
り
な
い
た
め
に
手
続
き
で
き

な
い
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
こ
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
で
確
認
し
て
お
け
ば
効
率
的
に

手
続
き
が
済
み
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

圏
電
話
番
号
1
1
0
2
7
2
(
2
4
)
0

0
8
6
 

パ
ス
ポ
ー
ト
は
テ
レ
フ
ォ
ン

2
4時
間
利
用
で
き
ま
す

制
度
の
ご
利
用
を

中
小
企
業
設
備
貸
与
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軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

玄
開
催
期
日
1
1
6

月
か
ら

6
2年
3

月
ま
で
の
間

玄
回
数
1
1

日
曜
日
を
利
用
し
て
1
0

回
程
度
午
前

1
0時
ご
ろ
か
ら

玄
場
所
1
1

社
会
体
育
館
ほ
か

六
内
容
1
1
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど

玄
対
象
1
1

一
般
男
女

六
募
集
人
員
1
1
3
0
名

玄
参
加
費
1
1

有
料

玄
申
込
み
1
1
5

月

2
0日
ま
で
に
社

会
体
育
館
へ

野
球
大
会
（
軟
式
）

参
加
チ
ー
ム
募
集
”
~

＊
期
日

1
1
5

月

2
5日
6

月
1

日

＊
場
所
1
1
利
根
川
総
合
運
動
場

＊
対
象

1
1

村
民
一
般

＊
参
加
費
1
1
1
0
0
0円

＊
申
込
み
1
1
5

月

2
0日
ま
で
に
社

会
体
育
館
へ

＊
開
催
期
日
1
1
6
.
7

月
の
間

＊
回
数
1
1

夜
1
0回
程
度

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

：民スポーツ祭＼
オープニング大会

ゲートポール競技

予選会結果

＊
場
所
1
1

社
会
体
育
館

＊
対
象
1
1

一
般
男
女

＊
募
集
人
員
1
1
3
0
名

＊
参
加
費
1
1

有
料

＊
申
込
み
1
1
5

月

3
1日
ま
で
に
社
会

体
育
館
へ

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

＊
開
催
期
日
1
1
5
.
6

月
の
間

＊
回
数
1
1

日
曜
日
を
利
用
し
て
1
0回

程
度

＊
場
所
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

＊
対
象
1
1

一
般
男
女

＊
募
集
人
員
1
1
3
0
名

＊
参
加
費
1
1

有
料

＊
申
込
み
1
1
5

月

2
0日
ま
で
に
社
会

体
育
館
へ

＊
開
催
期
日
1
1
6
.
7

月
の
間

＊
回
数
1
1

週
2

回
合
わ
せ
て
7
回

程
度

玄
場
所
1
1
ゴ
ル
フ
練
習
場
ほ
か

＊
対
象
1
1

一
般
男
女

＊
募
集
人
員
1
1
3
0
名

＊
参
加
費
1
1

有
料

＊
申
込
み
1
1
5

月

2
0日
ま
で
に
社

会
体
育
館
へ

斗
合
田
寿
楽
会
認
1
1
0
大
佐
貫

大
佐
貫

1
9ー
1
0
矢
島
入
ヶ
谷

新
里

2
5
1
5
矢
島
入
ヶ
谷

新
里

1
6
1
8
斗
合
田
寿
楽
会

以
上
の
結
果
、
新
里
チ
ー
ム
が
2

勝

し
た
の
で
優
勝
な
ら
び
に
、5
月

1
8日

に
行
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
祭
の
出
場
権
を

獲
得
し
ま
し
た
。

さ
あ
／
．
今
年
度
も

体
力
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う

（
初
心
者
向
）

ゴ
ル
フ
教
室

＊
開
催
期
日
1
1
5
\
7

月
の
間

＊
回
数
1
1

日
曜
日
を
利
用
し
て
1
0

回
程
度

斉
場
所
1
1

明
中
校
庭

＊
対
象
1
1

小
学
生
女
子

＊
募
集
人
員
1
1
2
0
名

玄
参
加
費
1
1

有
料

＊
申
込
み
1
1
5

月

2
0日
ま
で
に
社

会
体
育
館
へ

少
女
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
教
室

村 の ろ
ノ

ご き

く 5

11 日

13 日

16 日

21 日

25 日

ク

26 日

月＞
中部地区ソフトボール大会

12 日｛心身障害児者療育父母の会
総会

社会福祉協議会評議委員会

14 日｛循環器検診（レントゲン）
27 日まで。村内各会場

村議会定例会

農業委員会

西部地区‘ノフトボール大会

村民野球大会

献血（保健センター）

A.M lO時～ PM 3 時まで

月＞
日本脳炎予防注射（幼稚園児）

むし歯予防教室

6

日
日

V

4

9

 
立
岡
正
夫

多
田
は
つ
江

坂
上
千
枝
子

明
和
歌

会

枯
草
の
根
方
に
春
の
草
萌
へ
て
亡
父
逝
き
し
冬
少
し
づ
つ
過
ぐ

虎
落
笛
は
げ
し
音
色
に
見
ざ
め
た
り
赤
城
面
は
狂
ほ
し
き
ま
ま

味
噌
漬
を
口
に
は
ふ
り
て
水
含
む
語
ら
ぬ
酒
に
笑
ひ
こ
け
た
り

枯
芝
を
貧
り
紙
め
ゆ
く
小
さ
き
火
の
大
き
く
描
く
過
去
図
未
来
図

猫
二
匹
戯
れ
ゐ
た
り
垣
恨
際
静
か
に
通
り
き
春
浅
き
朝
を

合
わ
す
手
に
秘
め
も
つ
祈
り
知
ら
ざ
れ
ど
細
き
う
な
じ
の
脂
粉
匂
ひ
し

改
正
さ
れ
し
年
金
制
度
想
ひ
つ
つ
変
ら
ず
出
勤
の
四
月
一
日

さ
庭
辺
の
木
の
葉
ほ
こ
り
を
ま
と
ひ
つ
も
息
吹
の
芽
立
ち
清
ら
に
し
む
る

か
ほ

そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
語
れ
り
靴
の
象
夜
の
電
車
に
乾
き
て
眠
れ
る

駅
ホ
ー
ム
待
合
室
の
む
ら
さ
き
に
虎
落
笛
聞
き
つ
出
で
か
た
く
を
り

誰
が
生
れ
し
家
か
傾
ぶ
く
州
先
に
黄
水
仙
輝
き
人
恋
ひ
し
か
り

幸
福
の
木
唯
そ
れ
だ
け
に
買
求
む
旬
日
に
し
て
芽
吹
き
初
め
た
り

一
年
生
馴
れ
ぬ
長
巨
離
今
朝
も
又
元
気
な
声
の
黄
の
ラ
ン
ド
セ
ル

柔
き
手
の
反
戦
の
士
な
り
し
か
に
居
ら
む
か
さ
か
さ
の
手
に
切
符
受
け
ゐ

て雑
草
は
幾
度
薬
か
け
た
れ
ど
忽
ち
穂
を
出
し
強
く
生
き
抜
く

う
ぐ
ひ
す
の
初
鳴
き
の
ニ
ュ
ー
ス
明
る
か
り
春
に
は
春
の
愁
ひ
あ
ら
む
に

田
芝
支
部

山
形
ト
メ

細
田
武
子

石
村
艶
子

始
沢
良
子

篠
木
よ
し

砂
賀
久
美
子

立
川
ツ
ヤ
子

立
川
ふ
さ

立
川
文
子

蓮
見
タ
カ

野
口

野
村

碩
川

タ
カ

初
枝

千
秋

ー
L

死
亡
ー
ー

氏
名
年
齢

木
村
と
み

8
3

中
村
巌
太
郎
8
3

更
3

栄
蔵

7
8

新
井
平
一
郎

7
8

北
烏
諒
治

8
2

福
島
清
太
郎
8
3

江
原
と
き

6
0

金
子
た
に

8
3

ー
ー
出

• • • 
退住
ヶ民

職課＾
功 あ

め
t
よ
｀

•,'‘ ょ
｀
§
‘
f
升

役
場
人
事
異
動(

5月
1

日
付
）

）
は
前
職

田
口
幸
子
（
税
務
課
）

池
田
久
子
(
4贔
恥
）

泉
田
光
代
（
遠
贖
嘆
隣
）

生
—

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
生
年
月
日

田
口
奈
緒
英
芙
二
女
大
輪

3

月
2
7日

梁
瀬
美
絵
雅
弘
長
女
斗
合
田

3
月

3
1
日

佐
藤
幸
江
勝
味
二
女
梅
原

4
月
3
日

野
本
明
孝
志
二
男
千
津
井

4
月
1
9日

斉
藤
真
理
＋
孝
夫
二
女
大
輪

4
月
1
7日

石
川
詩
織
長
女
矢
島

4
月
2
8日

世
帯
主
地
区
死
亡
月
日

信
雄
江
口

4

月
2

日

功
下
江
患

4
月
2

日

（
勝
土
須
賀

4

月
3

日

文
雄
斗
合
田
4

月
3

日

二
郎
田
既

4

月
7

日

甚
一
南
大
島

4

月
8

日

九
十
九
大
輪

4
月

1
2ロ

茂
男
入
ヶ
谷

4
月
1
9
日
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4 月の

゜/ 
/, ~ 

救急車出動回数
●交通事故 5 件
●急病 5 件
•その他 1 件
●計 11 件

ご
館林邑楽地区 館林地区 明邑楽千和代地板田倉区 確認てし 蛮更にな※ すで 耳科O鼻1こO 祝日産婦人科 耳鼻科 内 科外科

日
5 月 18 日

真中医院後藤（康）医院 寺内 胃 院 竹越医院
合 (72) 1 6 3 0 ff (72) 3 9 5 7 後藤（康）医院合（72) 3957 ft (72) 3 l 合 (84) 3 1 3 7 

曜
横田医院小倉医院 田内医院合 { 72 } 3855 永 喜 堂医院 井上医院5 月 25 日
合 (72) 0 2 5 5 合 (72) 0 6 0 6 ゆたか医院合 73 7308 合 ) 4 4 6 9 fl (82) 1 1 3 1 

当
浜野医院大神医院 館林記念病院云 げ2 } 3155 海宝医院 増田医院

6 月 1 日
番 合 (88) 5 6 7 8 ft (62) 2 2 0 0 大塚医院合 2 0176 合 (74) 0 8 1 1 合 (82) 2 2 5 5 

6 月 8 日
白沢医院川田（耳）医院 後藤野（愛医）医院院 て { 72 } 0134 津久井医院 石山医院

医 合（72) 1 6 0 0 合 (72) 3 3 1 4 上合72 3330 合 (72) 3 3 1 6 ff (82) 0 1 0 3 

6 月 15 日
落合医院後藤（康）医院 岡田医院 橋 8言 医院
ff (72) 3 1 6 0 ff (72) 3 9 5 7 後藤（康）医院云（72)3957 合 (72) 3 1 6 3 ff (1  1 5 0 
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小
学
校
へ
入
学
し
た
息
子
に
、
本
味
を
示
さ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
参
小
二
、
ニ
オ
の
息
子
達
が
、
私
の
〖

と
の
、
楽
し
い
出
合
い
を
と
、
加
の
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
話
に
耳
余
り
上
手
と
言
え
な
い
ま
で
も
、
》

よ
み
き
か
せ
の
会
に
入
っ
て
一
年
経
を
傾
け
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
一
生
懸
命
な
語
り
に
、
目
を
キ
ラ
『

ち
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
マ
ン
ガ
に
夢
中
今
で
は
、
す
っ
か
り
本
が
好
き
に
キ
ラ
さ
せ
、
じ
っ
と
聞
き
入
っ
た
》

の
息
子
は
、
「
テ
レ
ビ
の
方
が
、
ず
な
り
、
わ
が
家
で
は
、
寝
る
前
が
、
り
、
笑
い
こ
ろ
げ
た
り
し
て
い
ま
｀

っ
と
お
も
し
ろ
い
や
」
と
少
し
も
興
よ
み
き
か
せ
タ
イ
ム
と
な
り
、
小
四
す
。
ほ
ん
の
い
っ
と
き
で
す
が
、
一

読
み
聞
か
せ
を
楽
し
む
楽
し
い
親
子
の
心
の
ふ
れ
あ
い
の
『

◄

橋
本
文
江
さ
ん
親
子
場
が
も
て
幸
せ
で
す
。

i
、
滋
ょ
み
き
か
せ
の
会
で
は
、
簡
単
』

な
工
作
や
人
形
劇
も
行
な
い
ま
し
〖

た
。
人
形
劇
は
、
公
民
館
の
先
生
』

と
お
母
さ
ん
達
の
協
力
に
よ
り
、
[

全
部
手
作
り
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
》

子
供
達
に
も
大
変
喜
ば
れ
た
こ
と
ロ

は
、
感
激
そ
の
も
の
で
し
た
。
”

こ
れ
か
ら
も
、
素
朴
な
手
づ
く

り
の
、
よ
み
き
か
せ
の
会
で
、
楽
』

し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
〖

文・題字とも橋本さんです。

圏
坂
上
喜
太
郎
さ
ん
（
中
谷
）
は
、

亡
母
の
供
養
に
と
十
万
円
を

圏
須
藤
金
之
函
さ
ん
（
矢
島
）
は
、

亡
父
の
供
養
に
と
三
万
円
を

圏
金
子
茂
男
さ
ん
（
入
ヶ
谷
）
は
、

亡
母
の
供
養
に
と
二
十
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
、
社
会
福
祉
の
た
め
に

使
っ
て
く
だ
さ
い
と
明
和
村
社
会
福

祉
協
議
会
（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、

圏
坂
上
喜
太
郎
さ
ん
（
中
谷
）
は
、

亡
母
の
供
養
に
と
三
万
円
を
社
会

福
祉
基
金
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

明
和
村
・
板
倉
町
・
館
林
市
・
太

田
市
な
ど
が
加
盟
し
て
い
る
東
毛
広

メーソのつり場周辺

域
市
町
村
圏
振
興
組
合
で
、
谷
田
川

河
川
敷
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
利
用
し
、

整
備
を
進
め
て
い
た
「
群
馬
の
水
郷
」

が
完
成
し
、
五
月
一
日
に
板
倉
町
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
こ
は
釣
場
を
中
心
と
し
、
木
場
、

広
場
、
植
物
園
な
ど
、
自
然
の
美
し

さ
を
取
り
入
れ
た
総
合
レ
ジ
ャ
ー
施

設
で
す
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
十
分
楽
し
め
る

水
郷
公
園
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
行
楽

シ
ー
ズ
ン
た
け
な
わ
で
す
。
ぜ
ひ
、

一
度
お
出
か
け
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

圏
つ
り
料
1
1

三
0
0
円
（
小
人
一
五

0
円
）
入
園
は
無
料

圏
所
在
地
1
1

板
倉
町
大
字
岩
田
字
下

川
田

0
問
合
せ
1
1

明
和
村
役
場
企
画
開
発

課

(
6闘
3
1
1
1
)
又
は
、
東

毛
広
域
市
町
村
振
興
整
備
組
合
（

6
⑮
8
1
8
1
)
へ

野IC 群馬の水郷案内図

29 28 27 
日日日

東
部
児
童
館

明
和
村
役
場

明
和
農
協
第

今
月
の
納
め
は
、
固
定
資
産

税
一
期
、
自
動
車
税
、
水
道
料
、

国
民
年
金
で
す
。

今
月
の
納
め

自然を生かした 「群馬の水郷」

5 月 1 8板倉町にオープン

相
談
・
検
診
（
毎
月
実
施
）

＊
人
権
、
行
政
、
心
配
ご
と
相
談

0
日
時

5

月

1
5日
午
前

1
0

時
1

午
後
3

時
ま
で

0

場
所
役
場
会
議
室

＊
交
通
事
故
相
談

0

日
時

5

月

1
5日
午
前

1
0

時
1

午
後
3

時
ま
で

0

場
所
館
林
市
民
相
談
室

＊
年
金
相
談
（
各
種
）

0
日
時

6

月
5

日
午
前

1
0

時
1

午
後
3

時
ま
で

0

場
所
館
林
市
役
所
相
談
室

0

内
容
年
金
一
般

＊
健
康
相
談

0
日
時

5

月

1
5日
受
付
は

午
前
9

時
3
0分
1
1
0時
3
0分

6

月
3

日
受
付
は
午
後

1

時
1
2

時

0
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
乳
児
健
診
（
第
二
木
曜
日
）

＊
妊
婦
健
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後

1

時
1
2

時
ま
で
で
す
。

④ 6 月は「環境月間」です。 洲快適でうるおいのある環境をつくりましょうミ
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0
昭
和
六
十
一
事
業
年
度
明
和
村
土
地
開

上
程
さ
れ
た
議
案

第 2 回村議会定例会は、 5 月 1 6 日（会期 1 日

間）開かれ、報告案件を含む、村税条例一部改

正なと議案 1 2件について審議が行われました。

そこで可決承認された主な内容をお知らせいた

します。

村
営
住
宅

管
理
条
例

村
税
条
例
の
一
部
改
正

6
1年
予
算
3
8万
8

千
円

第
2

回
村
議
会
定
例
会

明
和
村
土
地
開
発
公
社

昭
和
六
十
一
事
業
年
度
の
明
和
村
土
地

開
発
公
社
の
予
算
総
額
は
、
収
入
、
支
出

と
も
三
八
万
八
千
円
と
決
ま
り
ま
し
た
。

予
算
総
額
、
事
業
内
容
と
も
前
年
度
と

ほ
ぼ
同
様
で
す
。

地
方
税
法
の
一
部
改
正
（
四
月
一
日
施

行
）
に
伴
い
、
明
和
村
税
条
例
の
一
部
が

次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

〇
主
な
改
正
内
容

・
個
人
住
民
税
均
等
割
の
非
課
税
基
準
の

基
礎
と
な
る
金
額
二
十
二
万
四
千
円
が
二

十
四
万
八
千
円
に

主
な
内
容

`1疇·

9,' →”ぶq咀，L !也'--_

モダンな村営住宅（上江黒）

・
個
人
住
民
税
所
得
割
の
非
課
税
限
度
額

二
十
九
万
円
が
三
十
一
万
円
に

・
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
事
業
所
得
に
係

る
所
得
割
課
税
の
特
例
措
置
の
適
用
期
間

が
五
年
延
長
さ
れ
昭
和
六
十
六
年
度
ま
で
に

•
た
ば
こ
消
費
税
の
従
量
割
税
率
千
本

に
つ
き
三
百
五
十
円
が
六
百
四
十
円
に

・
た
ば
こ
消
費
税
の
従
価
割
課
税
標
準
額

の
変
更
。
パ
イ
プ
た
ば
こ
・
葉
巻
た
ば
こ

が
、
千
本
ま
た
は
一
k
g
に
つ
き
千
円
、
き

改
正
な
ど
1
2議
案
を
可
決
承
認

農
業
共
済
損
害
評
価
委
員
に

ざ
み
た
ば
こ
等
が
一
k
g
に
つ
き
五
百
円
が

控
除
（
昭
和
6
1
年5
月
1

日
か
ら
昭
和
6
2

年
3

月

3
1日
の
間
に
限
る
）

・
個
人
住
民
税
に
お
け
る
み
な
し
法
人
所

得
に
対
す
る
税
率
等
の
特
例
措
置
の
適
用

期
間
が
一
年
延
長
さ
れ
昭
和
六
十
二
年
度

ま
で
に明

和
村
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
明
和

村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
が
次
の

よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

奎
主
な
改
正
内
容

•
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
三
十

五
万
円
が
三
十
七
万
円
に

•
平
等
割
·
均
等
割
の
一
0
分
の
六
を
軽

減
す
る
低
所
得
者
世
帯
の
所
得
限
度
額
二

十
六
万
円
が
二
十
七
万
円
に
(
6
1
年
度
分

に
限
り
）
な
り
ま
し
た
。

•
平
等
割
・
均
等
割
の
一
0
分
の
四
を
軽

減
す
る
低
所
得
者
世
帯
の
所
得
限
度
額
が

二
十
七
万
に
加
算
す
る
世
帯
主
以
外
の
被

険
者
数
に
乗
ず
る
額
十
九
万
五
千
円
が
二

十
万
円
に関

口
さ
ん
ら
9

名
委
嘱

去
る
、
三
月
三
十
一
日
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
次
の
人
が
明
和
村
農
業
共
済
損
害

評
価
会
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

▽
関
口
茂
三
郎
（
下
江
黒
）
▽
奈
良

過
去
三
十
年
間
に
わ
た
り
税
収
は
全
く

な
く
、
将
来
に
お
い
て
も
見
込
め
な
い
現

状
で
あ
る
た
め
木
材
引
取
税
が
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
一
方
、
政
令
で
定
め
ら
れ
て
い

る
地
方
税
の
納
期
限
の
特
例
が
適
用
さ
れ

る
日
に
、
毎
月
の
第
三
土
曜
日
(
6
1
年
8
\

（
木
材
引
取
税
廃
止
な
と
）

村
税
条
例
の
一
部
改
正

条
例
の
一
部
改
正

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基

準
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

明
和
村
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
国
の
改
正
基
準

に
あ
わ
せ
て
、
投
票
管
理
者
等
の
報
酬
額

が
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▽
投
票
管
理
者1
1
七
千
円
（
六
千
三
百

円
）
▽
開
票
管
理
者
1
1

七
千
円
（
六
千

三
百
円
）
▽
選
挙
長
1
1

七
千
円
（
六
千

三
百
円
）
▽
投
票
開
票
選
挙
立
会
人
1
1

五
千
七
百
円
（
五
千
百
円
）

〔
※
い
ず
れ
も
日
額
、
（
）
は
改
正
前
〕

報
酬
．
費
用
弁
償
に
関
す
る

俊
吉
（
千
津
井
）
▽
秋
山
吉
民
（
江
口
）

▽
森
尻
一
雄
（
南
大
島
）
▽
坂
上
茂
（

中
谷
）
▽
吉
永
明
博
（
梅
原
）
▽
村

田
清
吉
（
大
輪
）
▽
山
田
正
樹
（
矢
島
）

▽
鯉
沼
忠
男
（
大
佐
貫
）

（
敬
称
略
）



(3) 第297号 広 報 め い わ 昭和61年 6 月 10 日

住民基本台帳法が改正
6 月 1 日から

プ ライバシー保護

0住民票の記載内容変更

0代理人は、委任状必要

林
間
・
臨
海
学
校
が
_
­

r
_

利
用
で
き
ま
す

発
公
社
予
算

〇
専
決
処
分
の
承
認
（
村
税
条
例
の
一
部

改
正
）

〇
専
決
処
分
の
承
認
（
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
）

0

明
和
村
農
業
共
済
損
害
評
価
会
委
員
の

委
嘱

〇
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

0
村
税
条
例
の
一
部
改
正

0
村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正

0
村
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
の
一
部
改
正

0
村
商
業
設
備
近
代
化
資
金
融
資
促
進
条

例
の
一
部
改
正

0

村
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
融
資
促

進
条
例
の
一
部
改
正

0

村
中
小
企
業
労
働
福
祉
施
設
資
金
融
資

促
進
条
例
の
一
部
改
正

0

六
十
一
年
度
明
和
村
一
般
会
計
補
正
予
算

※
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

0
総
務
費
（
選
挙
費
1
1
参
議
院
議
員
選
挙

〔
歳
出
〕

※
主
な
補
正

〔
歳
入
〕

0

村
税
（
固
定
資
産
税

／
月
か
ら
）
、
年
末
の
十
二
月
二
十
九
日
か

ら
三
十
一
日
ま
で
の
間
が
加
え
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
銀
行
法
の
改
正
に
よ
り
金

融
機
関
が
週
休
二
日
制
の
拡
大
に
伴
い
、

毎
月
第
三
土
曜
日
も
休
日
に
な
る
た
め
等

に
よ
る
も
の
で
す
。

．
選
挙
費
閑
係
で
補
正
（
総
務
費
）

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
一
八
万
一
千
円
を
追
加
し
て
総
額
を

ニ
ニ
億
八
、
五
一
八
万
一
千
円
に
し
ま
し
た
。

：
一
八
万
一
千
円

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
な
ど
を
目

的
と
し
て
、
住
民
基
本
台
帳
法
が
一
部
改

正
と
な
り
、
六
月
一
日
か
ら
住
民
票
の
写

し
な
ど
の
請
求
手
続
き
が
次
の
よ
う
に
変

わ
り
ま
し
た
。

世
帯
主
・
続
柄
な
ど
記
載
省
略

新
し
い
住
民
票

0
住
民
票
の
内
容

従
来
は
、
住
民
票
に
は
、
世
帯
主
名
、

続
柄
、
本
籍
、
戸
籍
筆
頭
者
名
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
原
則
と

し
て
こ
れ
等
の
項
目
が
省
略
さ
れ
た
も
の

が
住
民
票
と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
1
8万
1

千
円

促
進
条
例
」
な
と

四
条
例
の
一
部
改
正

改
正
さ
れ
た
県
の
要
綱
に
関
連
し
て
の

条
例
改
正
で
、
い
ず
れ
も
商
工
業
振
興
を

一
層
促
進
す
る
た
め
融
資
対
象
範
囲
が
拡

大
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

「
明
和
村
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
」
、

「
明
和
村
中
小
企
業
労
働
福
祉
施
設
資
金

融
資
促
進
条
例
」
、
「
明
和
村
中
小
企
業
設

備
近
代
化
資
金
融
資
促
進
条
例
」
の
一
部

改
正
は
、
い
ず
れ
も
次
の
よ
う
な
内
容
で

す
。

『
資
本
の
額
又
は
、
出
資
の
総
額
が
一

億
円
（
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
一
千
万

し
か
し
、
使
用
目
的
に
よ
っ
て
は
、
世

帯
主
名
、
続
柄
、
本
籍
、
戸
籍
筆
頭
者
名

の
記
載
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
よ
う
な
時
は
、
請
求
理
由
（
目
的
）

を
明
記
し
て
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

住
民
票
の
交
付
に
は

必
ず
印
鑑
を
持
っ
て

〇
請
求
に
は
印
鑑
が
必
要

住
民
票
の
交
付
を
受
け
る
場
合
は
、
必

ず
請
求
者
の
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

代
理
人
に
依
頼
す
る
時
は
、
請
求
者
の
印

鑑
が
必
要
で
す
。
な
い
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。

「
明
和
村
小
口
資
金
融
資

明
和
村
長
選
挙
費
な
ど
）
1
1
-
八
万

千
円

一
部
改
正

円
、
卸
売
業
は
三
千
万
円
）
以
下
の
会
社

な
ら
び
に
常
時
使
用
従
業
員
の
数
が
三
百

人
（
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
五
十
人
、

卸
売
業
は
百
人
、
鉱
業
は
一
千
人
）
以
下

の
会
社
及
び
個
人
』
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
「
明
和
村
商
業
設
備
近
代
化
資

金
融
資
促
進
条
例
」
の
一
部
改
正
は
、
次

の
よ
う
な
内
容
で
す
。

『
資
本
の
額
又
は
、
出
資
の
総
額
が
一

千
万
円
（
卸
売
業
は
三
千
万
円
）
以
下
の

会
社
な
ら
び
に
常
時
使
用
従
業
員
の
数
が

五
十
人
（
卸
売
業
は
百
人
）
以
下
の
会
社

及
び
個
人
』
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

村
営
住
宅
管
理
条
例
の

公
営
住
宅
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
が
改
正

東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
で

は
、
東
毛
林
間
学
校
・
臨
海
学
校
を
広
く

有
効
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
「
一
般

貸
出
し
」
を
次
の
と
お
り
い
た
し
ま
す
。

＊
利
用
で
き
る
人
1
1
明
和
村
な
ど
東
毛
広

域
圏
内
に
居
住
す
る
人

食
料
金
（
一
泊
）
1
1
小
・
中
学
生
三
百

円
。
高
校
生
五
百
円
。
一
般
千
円
。

玄
食
事
料
金
1
1
四
百
円
＼
六
百
二
十
円
。

入居収入基準 (1 種）
月 100,000円を超え ( 月 87,000円を超え ) 

162,000円以下 141,000円以下

り (2 種） 月 100,000円以下 （月 87,000円以下）

収入超過者収入基準 (1 種） 月 162,000円 （月 153,000円）

,1 (2 種） 月 100,000円 （月 95,000円）

高額所得者明渡収入基準 月 269,000円 （月 226,000円）

控除額（雷］は畠P) 330,000円 ( 290,000円）

ケ （［巖 害 者） 250,000円 ( 230,000円）

ケ （老年者、寡婦、寡夫） 250,000円 ( 230,000円）

r 
( ）は改正前

さ
れ
入
居
基
準
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
ま
し

た
。

(
7月
1

日
か
ら
施
行
）

◎
主
な
改
正
内
容

玄
使
用
で
き
る
期
間

0
臨
海
学
校
1
1
8
月1
5日
1
2
0
臼
の
間
。

0
林
間
学
校
1
1
7
月
1
3
日
1
2
1
日
。
2
6
日

1
2
8
日
。8
月

1
.
2
.
3
.
8
.
9
.
1
0
.
1
5
.
1
6

1
7
日
、
1
9
日
1
2
8
日
。
9
月
2
7
1
3
0
日
。

※
変
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
電
話

等
で
確
認
の
う
え
申
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
東
毛
林
間
学
校
所
在
地
1
1
勢
多
郡
富
士

見
村
大
字
赤
城
山

＊
東
毛
臨
海
学
校
所
在
地
1
1
新
潟
県
三
島
・

郡
出
雲
崎

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
東
広
圏
事
務
局

(
6⑮
8
1
8
1
)
へ
。
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衆議院議員

参議院議員

最高裁判所裁判官国民審在

七
月
六
日
は
、
衆
議
院
議
員
・
参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
日
で

す
。
ま
た
、
同
時
に
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
も
行

わ
れ
ま
す
。
当
日
（
七
月
六
日
）
は
、
衆
院
選
と
最
高
裁
国
民
審

査
、
そ
し
て
、
参
院
選
の
選
挙
区
と
比
例
代
表
の
四
種
類
の
投
票
用

紙
が
交
付
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
記
載
し
て
投
票
し
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
有
権
者
の
皆
さ
ん
は
、
ま
ち
が
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

ざ
ぁ
／
．
投
票
、
明
る
い
二
十
＿
世
紀
の
国
政
を
…
…
“

投
票
所

1
1

七
ヵ
所

(
P
5別
表
1
1
)

投
票
時
間
1
1

午
前
7

時
砂
午
後
6

時
訳

開
票
所

1
1

一
ヵ
所
（
中
央
公
民
館
）

開
票
時
間
1
1

翌
日
、
午
前
8

時
か
ら

選
挙
人
名
簿
の
選
挙
時
登
録
1
1

登
録
基
準

日
は
、
参
院
選
6

月

1
7日
、
衆
院
選
6

月

2
0日
。
た
だ
し
年
齢
は
選
挙
の
期
日
に
よ

り
ま
す
。

投
票
が
で
き
る
人
1
1

次
の
登
録
資
格
を
有

す
る
人
で
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人

0

昭
和
4
1年
7

月
7

日
以
前
に
出
生
し

た
人
で
、
昭
和
6
1年
3

月

2
0日
以
前
（
3

月

2
0日
付
で
転
入
届
を
し
た
人
を
含
む
）

か
ら
、
明
和
村
内
に
引
き
続
き
住
所
を
有

し
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

投
票
所
入
場
券
1
1

各
地
区
の
区
長
を
通
じ

て
各
戸
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

も
し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
資

格
が
あ
る
の
に
入
場
券
が
届
か
な
い
人
は
、

早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
（
明
和
村
役
場

投
開
票

投
票
午
前
7

時
か
ら

入
口
↓
入
場
券
提
出
↓
投
票
用
紙

を
受
け
る
（
衆
院
選
•
最
高
裁
国
民
審
査
）

↓
記
載
台
で
記
入
↓
投
票
箱
へ
（
投

票
箱
は
別
々
）
↓
参
院
選
選
挙
区
の
投

票
用
紙
を
受
け
る
↓
記
載
台
で
記
入
↓

投
票
箱
へ
↓
参
院
選
比
例
代
表
の
投
票

用
紙
を
受
け
る
↓
記
載
台
で
記
入
↓

投
票
箱
へ
↓
出
口

0
投
票
用
紙
の
色
1
1

衆
院
選
…
水
色
。
国

民
審
査
…
銀
ね
ず
み
色
。
参
院
選
（
選

挙
区
）
…
薄
黄
色
。
参
院
選
（
比
例
代

表
）
・
・
・
白
色
。

投
票
順
序

内
）
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

投
票

1
1

投
票
所
に
入
り
、
入
場
券
を

受
付
係
に
提
出
し
ま
す
。
次
に
名
簿
対
照

が
す
み
ま
す
と
順
を
追
っ
て
四
種
類
の
投

票
用
紙
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
衆
院
選

は
個
人
名
を
、
最
高
裁
国
民
審
査
は
罷
免

さ
せ
た
い
裁
判
官
に
X

印
を
、
参
院
選
の

選
挙
区
選
挙
は
個
人
名
を
、
参
院
選
の
比

例
代
表
選
挙
は
政
党
の
名
称
又
は
、
略
称

を
記
載
し
て
投
票
箱
へ
。

◎各種教室（計画）

教室名 教室の内容 期間 対象者 人員 概要

スマイルボーリング、

1 軽スポーツ教室
グランドゴルフ、チェ

6 月～ 3 月 一般男女 3 0 
月 1 回

ックボール、エアロビ 8 回

教
クス体操等

鰐技術の習得から試 週 2 回
2 バドミントン教室

できる程度まで 6 月～ 7 月 一般男女 3 0 
10 回

コ円 3 
硬式テニス教室

基礎技術の習得から試
5 月～ 6 月 一般男女 2 0 

週 1 回
合のできる程度まで 5 回

委 4
PTA スポーツ

バレーボール等の競技 7 月～ 8 月 PTA会員 4 0 各 1 0 回教室

5 少年野球教室 基礎技術の習得 5 月～ 7 月 小学生男子 3 0 
週 1 回

員
各 10 回

少年、少女バレー
ケ 5 月～ 7 月 小学生男女 3 0 

週 2 回
6 ボール教室 各 20 回

会 7 少女 ,, 5 月～ 7 月 小学生女子 2 0 
週 1 回

ソフトボール教室 10 回

8 ゴルフ教室
初歩的な知識と技術の

6 月～ 7 月 一般男女 3 0 
週 2 回

習得 7 回程度

1 少年剣道教室 ,, 4 月～ 3 月
小中学生

3 0 
週 3 回

男子 年間
体

週 1 回
ギ円 2 少年サッカー教室 ,, 4 月～ 3 月 小学生男子 3 0 年間

協 3 バレーボール教室 基礎技術の習得から試
4 月～ 3 月 家庭婦人 2 0 

週 1 回

会
合のできる程度まで 年間

4 スキー教室 基礎技術の習得 2 月 一般男女 3 0 1 日間

7月 6 日 投票日

6 月 21 日公示（衆院選）

6 月 18 日公示（参院選）

さわやかな汗を

教養 を

昭和61 年度社会教育（体育）計画

昭
和
六
十
一
年
度
の
社
会
教
育
（
体
育
）

の
事
業
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。
「
健
康

は
ス
ポ
ー
ツ
の
実
践
か
ら
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
着
々
と
進
め
ら
れ
る
健
康
づ
く
り
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
拠
点
と
も
い
え
る
利

根
川
総
合
運
動
場
を
は
じ
め
、
社
会
体
育

館
、
中
央
公
民
館
、
各
学
校
の
校
庭
な
ど

週
末
と
も
な
る
と
、
家
族
連
れ
、
若
人
、

お
年
寄
り
な
ど
で
に
き
わ
い
村
民
の
ふ
れ

合
い
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
い
つ
で
も
ご
利
用

に
な
れ
ま
す
。
希
望
者
は
、
社
会
体
育
館

(
6闘
4
6
2
6
)、
に
申
込
み
く
だ
さ
い
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旦百七 /‘ 五 ; 投 ; 悲示区 ; 旦示区 <示華区 名

入 ill 贔 璽 新 上 ; ケ 俣 里 江
公ロ ヽ

の 島 黒 田

須 鳳 の 裏口
投

矢 カ只ロ

贔 ] ] 島 の 示菩

塁 梅 黒; 原 江 の
の 口 贔 区

鳳の 田

贔 島
域

の

鳳

; , > : 商 爪 ] 工 投

< 畠 i 
黒

墨 進 ; > 票研
寺 修

胃 所

投
票
日
の
当
日
、
投
票
区
の
区
域
外
で

仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
、

や
む
を
得
な
い
用
務
や
事
故
の
た
め
、
投

票
区
の
区
域
外
に
で
か
け
て
不
在
に
な
る

予
定
、
病
気
や
出
産
な
ど
で
自
分
で
投
票

玄郵便による投票が出来る人（表ー 1)

◎各種体育大会

広 報 め

身
体
が
不
自
由
で
あ
っ
た
り
し
て
、
自

分
で
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

投
票
所
に
行
っ
て
係
員
に
申
し
出
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
代
理
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

\ 両下肢、体幹、移 心臓、 じん臓、呼

吸器、ぼうこう、
動機能の障害 直腸の機能の障害

身体障害者福祉法
1 級または 2 級 1 級または3 級

による身体障害者

戦傷病者特別援護 特別項症から第 2 特別項症から第 3

法による戦傷病者 項症まで 項症まで

予定期日 大 会 名 主催 場 所

4 月 2 0 日 第 6 回春季バレーボール大会 協会 社会体育館

4 • 1 0 月 東・中・西地区ゲートボール大会 協会 利根川総合運動場他

4 月～ 10 月 第 2 回協会旗争奪ソフトボールリーグ 協会 小中学校ナイター

5 月 2 5 日
第 2 9 回村民野球大会 体協 利根川総合運動場

6 月 1 日

6 月～ 11 月 第 2 回協会杯争奪野球リーク 協会 利根川総合運動場

6 日 第 10回パパ・ママさんソフトボール大会 協会 利根川総合運動場

7 月 13 日 第 3 回ファミリーソフトボール大会 教委 利根川総合運動場

27 日 第30回ママさんバレーボール大会 協会 社会体育館

8 月 1 0 日 第 1 回村民テニス大会 体協 利根川総合運動場

, 8 月 2 4 日 第 6 回事業所対抗ソフトポール大会 協会 利根川総合運動場

7 日 第 12回村民庭球大会 体協 利根川総合運動場

9 月
7.148 第 8 回村民‘ノフトボール大会 体協 利根川総合運動場

い

投

亘
示

投

票

わ

不
在
者

代

理

投
票
は
投
票
日
に
有
権
者
が
投
票
所
に

行
っ
て
自
分
で
候
補
者
の
氏
名
等
を
書
い

て
投
票
す
る
の
が
原
則
で
す
。

し
か
し
、
や
む
を
得
な
い
特
別
の
事
情

に
よ
っ
て
投
票
日
に
自
分
で
投
票
で
き
な

い
人
な
ど
の
た
め
に
次
の
よ
う
な
制
度
が

あ
り
ま
す
。

昭和61年 6 月 10 日

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
は
、
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

郵
便
投
票
が
で
き
る
人
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
る
人
、
ま
た
は
、

戦
傷
病
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
人
で
、

そ
の
障
害
の
程
度
が
一
定
の
基
準
に
あ
て

は
ま
る
人
に
限
り
ま
す
。
（
表
1

参
照
）

郵
便
で
投
票
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
選
挙
管
理
委
い
会
に
申
請
し
て
り
郵
便

投
票
証
明
書
＂
の
交
付
を
受
け
て
お
き
、

そ
の
証
明
書
を
添
え
て
投
票
用
紙
を
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
す
る
期
間
も
考
慮

し
て
お
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

投

票

制
度

い
ろ
い
ろ
な

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
予
想
さ
れ
る

場
合
に
は
、
不
在
者
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
不
在
者
投
票
が
出
来
る
期
間
等

は
次
の
と
お
り
で
す
。

＊
期
間
1
1

参
院
選
…
6

月

1
8日＼
7

月
5

日
・
衆
院
選
：
•
6

月

2
1日
＼

7

月
5

日

•
最
高
裁
国
民
審
査
：•
6

月

2
8日
1
7

月
5

日
ま
で
の
間
。

＊
投
票
場
所
1
1

明
和
村
役
場
の
特
設
不
在

者
投
票
所

＊
携
行
品

1
1

投
票
所
入
場
券
•
印
鑑

郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票

予定期日 大 会 名 主催 場 所

14 日 第 30回村民バレーボール大会 体協 社会体育館

18 H 第 5 回村民ゲートボール大会 体協 利根川総合運動場
9 月

21 日 第 2 回村民バトミントン大会 体協 社会体育館

28 日 第 6 回壮年ソフトポール大会 体協 利根川総合運動場

10 月 19 日 第 3 1 回村民体育祭 村 明和中学校

11 月 9 日 第 7 回秋季バレーボール大会 協会 社会体育館

12 月 7 日 第 2 7 回村民卓球大会 体協 社会体育館

1 月 1 8 日 第 8 回村民マラ‘ノン大会 体協 明中マラソンコース

2 月～ 3 月 第 2 回協会杯争奪バレーボールリーグ 協会 社会体育館

3 月 2 1 日 第 1 4 回剣道大会 体協 社会体育館

合教委＝教育委員会。体協＝体育協会。協会＝各競技団体

＊雨天等により期日が変更になる場合があリます。
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ワ月 1 日～

7 月 1 5 日

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

み
ん
な
で
築
こ
う

群
馬
の
交
通
安
全

不
名
巻
は

9
9
,
'
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

一
こ
の
ほ
ど
、
県
警
交
通
部
か
ら
発
｛

ー
表
さ
れ
た
交
通
違
反
状
況
に
よ
り
ま
｛

ー
す
と
、
明
和
村
が
人
口
＿
万
人
当
り
｛

i
に
す
る
と
飲
酒
運
転
違
反
で
ワ
ー
ス
i

~
ト
一
位
と
い
う
不
名
誉
な
状
況
に
な
｛

~
っ
て
い
ま
す
。
実
際
二
十
二
人
(
1月
一

-
1
2
月
累
計
）
が
飲
酒
運
転
で
検
挙
~

｛
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
不
名
誉
は
~

i
＿
刻
も
早
く
逗
上
し
ま
し
ょ
う
。
i

9
9
9
9
9
9
9
,
'
’
,
'

ヽ

9
9
9
9
,
‘
,
'
‘
,
'
‘
,
.

「
交
通
戦
争
」
と
い
う
言
葉
を
皆
さ
ん

ご
存
知
で
す
か
。
昭
和
三
十
年
代
か
ら
目

覚
ま
し
い
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達

と
と
も
に
急
増
し
た
交
通
事
故
死
。
ピ
ー

ク
時
と
い
わ
れ
る
昭
和
四
十
五
年
に
は
一

万
七
0
0
0
人
近
く
、
一
時
間
に
約
二
人

が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

当
時
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
、

油
断
は
禁
物

過
伯
・
廿
え

通
戦
争
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。
以
来
、
国
民
の
悲
願
と
も
い
え
る

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
、
国
を
あ
げ

て
交
通
安
全
対
策
に
取
り
組
み
、
関
係
機

関
等
官
民
一
体
と
な
っ
て
諸
施
策
を
講
じ

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
時
よ
り
は
滅
少
し
て
い
る

も
の
の
依
然
と
し
て
高
い
死
亡
者
を
数
え

て
い
ま
す
。

六
十
年
中
、
全
国
で
九
、
二
六
一
人
、

一
日
平
均
二
十
五
人
以
上
の
人
が
尊
い
命

を
失
っ
て
い
る
の
で
す
。

一
方
、
群
馬
県
の
場
合
で
す
と
、
六
十

年
中
に
一
七
六
人
、
約
二
日
に
一
人
が
亡

く
な
ら
れ
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
等
の
誘
因
と
な
る
交
通
違
反
件
数

は
二
四
万
五
、
七
七
六
件

(
6
0
年
1
1

群
馬

県
）
で
、
中
で
も
悪
質
違
反
ワ
ー
ス
ト
三

と
い
わ
れ
る
、
飲
酒
、
ス
ピ
ー
ド
、
無
免

許
が
合
わ
せ
て
一
0
万
七
0
九
九
件
、
4
4

％
を
占
め
、
大
き
な
事
故
（
死
亡
・
重
傷
）

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

県
警
交
通
部
の
調
べ
に
よ
り
ま
す
と
、
＼

刻
も
早
く
返
上

明
和
が
飲
酒
運
転
違
反
〔
[
ぃ
ミ

「
交

◎麦 作 業

作 業種 目 単位 標準額

耕 起（トラクター） 10 アール当り 7,500円

施肥播種（ドリル播）
4,500円,,, 

（耕起・肥料・種子代は別）

覆 土（トラクター） ク 2,800円

刈り取り（コンバイン） 1, 15,000円

セッ 卜
25,000円ケ

（刈り取りから乾燥・調整）

◎水稲作業

作業種目

育 苗（種子代等含む）

耕 起 （トラクター）

代かき （トラクター）

機 械（苗持ち）

田植え 1 機 械（苗別）
刈り取り （コンバイン）

セット

（刈り取り・脱穀・乾燥・モミすり）

脱穀

乾燥、調整のみ

単位

l 箱

10 アール当り
,, 

ヶ

ヶ 27,000円

〇農繁期労賃 1 日当り•……

〇農繁期以外労賃 ヶ .......... 
5,500円

4,500円

標準額

500円

5,000円

6,000円

15,000円

6,500円

16,000円

1 俵当; (60kg)胃：：口言

五
月
二
十
一
日
、
開
か
れ
た
村
農
業
委

員
会
で
今
年
の
「
農
作
業
標
準
賃
金
」
と

農
休
日
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

◎
農
休
日

7

月

1
2日
・
認
日
・
1
4日

昭
和
6
1年

「
農
作
業
賃
金
」
決
ま
る
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◎事故発生件数（60年）

全国 55万2,227件
県 1 万 1, 125件
村 34件

0上記のうち死亡事故件数（60年）
全国 8,826件
県 173件

村 1 件
◎死亡者数（60年）

全国
県
村

◎死亡事故原因別上位
〇速度違反

全国
県

村
〇飲酒運転

全国

県
村

0 いねむり運転

全国
県
村

◎交通違反件数
全国
県

9,261 人
176人

1 人
(60年）

2,131 件
49件

11牛

738件
19件

01牛

4541牛
101牛
01牛

(60年）

1,368万4,112件
24万5,776件

0上記のうち速度違反
全国 486万6,843件
県 8万9,364件
村 (25km以上のみ） 51 件

゜，，，，のうち飲酒運転
全国 37万0, 171 件

県 1 万3,013件
村 62件

゜，，，，のうち無免許
全国 21 万5,451 件
県 4,722件

村 24件
◎自動車台数（軽を含む） （60年）

全国 4,786万 1,691 台

県 105万3,402台

村 5,155台
◎免許人口 (60年）

全国 5,236万 1, 194人
県 96万7,696人

村 5,388人

／
そ
の
三
悪
の
一
っ
、
飲
酒
運
転
違
反
で

明
和
村
が
人
ロ
一
万
人
当
た
り
に
換
算
す

る
と
県
下
中
ワ
ー
ス
ト
一
位

(
6
1年1
月

\
2

月
の
累
計
）
と
い
う
不
名
誉
な
事
態

が
生
じ
て
い
ま
す
。
以
下
、
同
様
に
交
通

違
反
1
1
1

位
、
無
免
許1
1
2

位
。
つ
ま
り
、

死
亡
す
る
危
険
が
県
下
で
一
番
高
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
村
の
交
通
対
策
協
議
会
で
は

対
策
の
一
っ
と
し
て
、
各
家
庭
の
運
転
免

許
を
持
っ
て
い
る
全
員
に
、
「
わ
が
家
か

ら
飲
酒
・
暴
走
運
転
等
交
通
違
反
者
は
出

し
ま
せ
ん
」
と
い
う
内
容
の
誓
約
書
を
出

し
て
い
た
だ
い
て
、
家
族
ぐ
る
み
で
違
反

撲
滅
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
を
展
開
中
で
す
。

●
自
分
だ
け
は
飲
ん
で
も
事
故
は
起
こ
さ

な
い
と
の
過
信

●
少
し
ぐ
ら
い
は
飲
ん
で
も
い
い
だ
ろ
う

と
い
う
甘
え
●
人
に
勧
め
ら
れ
て
こ
と

わ
り
切
れ
な
い
意
志
の
弱
い
人
。
こ

う
い
う
人
は
要
注
意
と
い
う
統
計
結
果
も

出
て
い
る
よ
う
で
す
。

油
断
・
甘
え
・
過
信
は
禁
物
で
す
。
ほ

ん
の
一
滴
が
、
命
と
り
、
家
庭
の
破
戒
に

つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
り
飲
ん
だ
ら
乗

る
な
、
乗
る
な
ら
飲
む
な
＂
の
標
語
ど
お

り
、
一
人
ひ
と
り
が
強
い
意
志
（
自
主
性
）

を
持
ち
、
早
く
不
名
誉
な
ワ
ー
ス
ト
一
位

を
返
上
し
た
い
も
の
で
す
。

31 事故発生件数
• 29 
ヽ ,. 
‘、,’‘, I 

‘・’I

25 \、 ~l 20 20 ___ ;二
_— 

I ,-•- ---ー・---—→--- 22 
I,  

‘’’ 
‘·’ 
15 

\ 51 52 
死亡事故

34f'I 
◄

明
和
村
の
交
通
事
故
発
生
件
数

死
亡
事
故
件
数
推
移

53 54 55 56 57 

l.  1 f'I 
．—-上
I I I 

58 59 60年

►

明
和
村
の
過
去
5

年
間
の
飲
酒
運
転

違
反
者
数
推
移

66f牛

56 57 58 59 60年

（
矢
島
）
再

（
梅
原
）
再

（
上
江
黒
）
新

〔
敬
称
略
〕

社
会
教
育
指
導
員
は
次
の
三
人
で
す
。

社
会
教
育
全
般
に
わ
た
り
活
躍
い
た
だ
き

ま
す
。

0

秋
野
公
江

0
江
森
ユ
キ
子

0

野
木
村
節 指

導

青
少
年
育
成

員

補
導
推
進
員

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に
、
ご
活

躍
い
た
だ
く
明
和
村
青
少
年
育
成
補
導
推

進
員
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

▽
梁
瀬
忠
興
（
斗
合
田
）
▽
中
村

功
（
下
江
黒
）
▽
江
森
絞
（
上
江
黒

▽
立
岡
正
夫
（
千
津
井
）
▽
玉
井
一
次

（
江
口
）
▽
都
築
登
（
田
島
）
▽

小
池
清
（
南
大
島
）
▽
島
田
晋
（

南
大
島
）
▽
小
平
弘
（
新
里
）
▽

山
田
盛
一
（
新
里
）
▽
坂
上
茂
（
中

谷
）
▽
桜
井
武
（
梅
原
）
▽
黒
沢

幸
雄
（
梅
原
）
▽
石
崎
弘
二
（
川
俣
）

▽
森
田
敏
雄
（
須
賀
）
▽
佐
藤
政
治
（

大
輪
）
▽
原
口
真
（
大
輪
）
▽
金

子
竹
雄
（
入
ケ
谷
）
▽
大
野
雄
吉
（
矢

島
）
▽
篠
木
芳
男
（
大
佐
貫
）

※
明
和
村
青
少
年
育
成
補
導
推
進
員
協

議
会
長
1
1

金
子
竹
雄
副
会
長

1
1

小
池
清

・
中
村
功
〔
敬
称
略
）

社
会
教
育
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上位入賞をかけて力が入る綱引き▲
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,
.
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
り
り
＂
り
り
り
り
り

N
,
'
,
‘
’
い
＂
い
い
い
け
い
い
＂
り
り
＂
＂
り
，
―

—_-— —_-— 

—_ -— -— 

：
参
加
。
こ

—_-— 

二
明
和
村
か
ら
も
七
十
一
人
が
参
ご

—_-— —_-— 
ニ

O

し
、
央
青
の
下
で
さ
わ
や
か
な
ご

：
力
J

_
n
1

—_-— —_-— 

—_ 

二
千
を
荒
し
ま
し
た
。
こ

、
ヽ
{
‘
、
J
'
-
『

—_ —_—_ —_-— 

こ
成
績
・
参
加
者
は
次
の
と
お
り
こ

—_-— —_-— 

こ
で
す
。
こ

-——_ —_-— —_-— -——_ — 

_

_

 

— 

—_—_ —_—_ 

村
の
部
総
合

・眉

県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
大
会

県
下
7
0市
町
村
の
県
民
が
集
い

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
第
3

回
県
民

ス
ポ
ー
ツ
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
大
会

が
、
五
月
十
八
日
前
橋
敷
島
公
園

県
営
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し

こ
。t
 観

客
も
含
め
て
一
万
五
千
人
が

位

►

リ
レ
ー
競
技
で
力
走
す
る

本
村
勢

総
合
2

位
を
喜
こ
ぶ
選
手

◄

団
長
の
恩
田
義
雄
さ
ん

ロ
‘
(

し
、
、

0
明
和
村
選
手
団

団
長
1
1
恩
田
義
雄
旗
手
1
1
小
平
弘

役
員
1
1
石
川
温
也
、
市
村
正
男
、
蓮
見
行

男
、
谷
津
好
一

0
成
績
（
村
の
部
）
1
1
-
総
合
2

位
】

◎
―
二
0
0
ば
リ
レ
ー
1
1
予
選
2

位
・

決
勝
5
位
▽
選
手
等
1
1
新
井
恒
夫
（
監

督
）
、
田
口
英
昭
、
野
口
美
奈
、
久
保
口

喜
代
美
、
奥
沢
一
三
、
石
田
太
亮
、
島
田

公
乃
、
笠
井
康
史
、
黒
沢
み
ゆ
き
、
川
島

睦
夫
、
小
平
弘
、
瀬
下
嘉
彦
、
今
成
富
恵
、

高
橋
豊
、
野
口
澄
世

お疲れさまでした。

◎
綱
引
き
1
1
5
位
（
準
々
決
勝
）
▽

選
手
等
1
1
始
沢
重
信
（
監
督
）
、
高
沢
道

夫
、
立
木
留
吉
、
磯
野
茂
、
野
口
登
、
吉

永
欣
司
、
小
松
原
林
持
、
本
沢
久
雄
、
森

尻
忠
、
岡
安
和
男
、
岡
安
今
朝
雄
、
高
橋

一
弘
、
阿
部
繁
美
、
島
田
幸
保
、
上
野
正

博
、
今
井
政
夫
、
石
崎
薫
、
橋
本
隆
、
石

川
正
信
、
真
下
秀
男
、
田
口
博
重
、
片
岡

タ
カ
、
黒
沢
千
枝
子
、
石
丸
和
子
、
吉
永

栄
子
、
加
藤
百
合
子
、
大
塚
光
枝
、
島
田

信
子
、
本
橋
雅
江
、
森
尻
く
に
子
、
島
田

勝
子
、
森
原
恵
子
、
牛
久
保
征
子
、
増
田
英

子
、
原
島
ケ
イ
子
、
多
田
勝
枝
、
樽
見
賀

津
江
、
清
水
文
子
、
秋
野
幸
子
、
金
子
敏

子
、
秋
野
公
江

◎
年
代
混
合
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
1
1
5
位
（

準
々
決
勝
）
選
手
等
1
1
竹
迫
佐
吉
（
監

督
）
、
岡
安
勇
（
審
判
員
）
、
栗
原
道
之

助
、
金
子
勇
、
江
森
正
則
、
山
田
喜
一
、

栗
原
利
典
、
鈴
木
三
芳
、
細
田
金
次
郎

（
敬
称
略
）

”
f
津
井
の
渡
し
“

▲対岸の羽生市から明和へ

明
和
村
の
シ
ン
ボ
ル
、
”
千
津
井
の
渡

し
＂
今
年
も
、
板
倉
雷
電
神
社
例
祭
な
ど

の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
五
月
、
た
く
さ
ん

の
利
用
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
大
利
根

六
百
い
い
を
挟
ん
で
対
岸
の
羽
生
市
を
結
ぶ

今
で
は
珍
し
い
水
上
交
通
機
関
。
か
つ
て

は
、
行
商
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
た
”
渡
し
＂

も
今
で
は
、
利
用
客
一
日
平
均
十
人
前
後

と
時
代
の
変
せ
ん
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

そ
ん
な
千
津
井
の
渡
し
で
す
が
、
こ
の

時
期
ば
か
り
は
、
昔
の
活
気
を
取
り
戻
し

た
よ
う
な
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
、
今
日
も
、

こ
の
道
六
十
年
の
ベ
テ
ラ
ン
船
頭
、
阿
部

栄
作
さ
ん
（
斗
合
田
）
の
カ
ジ
取
り
は
軽

快
に
水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
の
活
気
で

に
ぎ
わ
う
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部落差別

ぉ

の

こ
『
）

f, 

交
通
安
全
教
室

ーーニ

、 左右は良く確認して
--------------

学
校
生
活
は
、
事
故
無
し
で
、
楽
し
く
、

元
気
に
1

と
、
西
小
で
五
月
八
日
、
同
校

の
校
庭
を
使
っ
て
交
通
安
全
教
室
が
開
か

れ
ま
し
た
。

入
学
し
た
ば
か
り
の
新
入
生
か
ら
六
年

生
ま
で
の
全
校
生
徒
六
百
人
が
学
年
ご
と

に
一
授
業
時
間
ず
つ
交
通
安
全
の
イ
ロ
ハ

を
勉
強
。

ま
ず
、
校
庭
に
仮
設
さ
れ
た
信
号
機
付

き
交
差
点
、
ふ
み
切
り
な
ど
を
使
っ
て
一

年
生
が
、
道
路
歩
行
・
横
断
の
仕
方
を
実

施
訓
練
。
う
い
う
い
し
い
動
作
で
汗
を
流

し
ま
し
た
。
ま
た
、
四
年
生
以
上
は
自
転

車
を
使
っ
て
、
正
し
い
姿
勢
、
交
差
点
の

通
行
、
ふ
み
切
り
の
横
断
の
仕
方
な
ど
一

人
ひ
と
り
が
実
演
。

村
の
交
通
指
導
員
の
皆
さ
ん
か
ら
て
い

ね
い
に
指
導
を
受
け
、
和
や
か
な
中
に
も

真
剣
な
表
情
で
安
全
教
室
に
取
り
組
み
、

事
故
の
恐
し
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

部
落
差
別
は
、
封
建
時
代
の
支
配
者
が
、

自
分
た
ち
の
利
益
と
地
位
の
安
定
を
図
る

た
め
、
政
治
的
意
図
的
に
人
々
の
身
分
、

職
業
、
居
住
地
等
を
固
定
し
た
こ
と
に
始

ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
最

も
卑
し
い
身
分
と
し
て
規
定
さ
れ
、
社
会

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
厳
し
い
差
別
を
受

け
て
き
た
の
が
部
落
の
人
々
で
あ
っ
た
わ

け
で
す
。

そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
遠
い
昔
に
起

源
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、
現
在
の

部
落
差
別
に
最
も
直
接
的
に
結
び
つ
く
の

は
、
江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
制
度
化
さ
れ
て

い
っ
た
「
士
農
工
商
・
エ
タ
・
非
人
」
の

身
分
制
度
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

支
配
す
る
者
と
、
さ
れ
る
者
と
い
う
立

場
に
た
て
ば
、
士
を
除
い
た
す
べ
て
の
身

分
は
支
配
さ
る
れ
側
で
あ
り
同
一
の
は
ず

で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
あ
え
て
バ
ラ
バ

ラ
に
し
た
の
は
、
民
衆
を
上
下
の
身
分
に

わ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
互
い
に
差
別

さ
せ
、
支
配
さ
れ
る
者
に
と
っ
て
の
本
当

の
敵
が
、
支
配
者
で
あ
る
武
士
と
い
う
こ

と
を
わ
か
ら
な
く
し
た
わ
け
で
す
。
こ
の

ょ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
部
落
差
別
は
、
長

い
間
に
日
本
独
特
の
因
習
や
慣
習
と
も
深

「ゴミは持ち婦りましょう」 と

西
小
学
校
で

ドライバーに呼びかけ

＝村と村衛生協力会＝

心
な
き
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
空
き
缶
な

ど
の
投
げ
捨
て
に
よ
り
、
環
境
（
道
路
な

ど
）
汚
染
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
村
と
明
和
村
衛
生
協
力
会
の

く
結
び
つ
い
て
、
民
主
国
家
と
な
っ
た
今

日
に
お
い
て
も
、
な
お
解
消
さ
れ
ず
に
残

っ
て
い
る
の
で
す
。

し
か
し
、
一
方
で
は
こ
の
部
落
差
別
の

お
こ
り
に
つ
い
て
、
差
別
さ
れ
る
の
は
人

種
や
職
業
や
宗
教
が
違
っ
た
か
ら
で
は
な

い
か
と
言
う
こ
と
で
、
人
種
起
源
説
、
職

業
起
源
説
、
宗
教
起
源
説
と
か
言
わ
れ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
考
え
方

は
、
す
で
に
学
問
的
に
も
ほ
と
ん
ど
根
拠

の
な
い
も
の
と
し
て
、
そ
の
誤
り
が
解
明

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
必
ず
し
も
正
し
い
理

解
、
認
識
が
広
が
っ
て
い
る
と
は
言
え
ま

皆
さ
ん
は
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
た
け
な
わ
の

五
月
九
日
、
国
道
―
二
二
号
（
大
佐
貫
地

内
）
な
ど
三
カ
所
の
主
要
道
交
差
点
で
合

わ
せ
て
二
十
人
以
上
が
街
頭
に
出
て
環
境

浄
化
「
缶
バ
ッ
ク
ホ
ー
ム
運
動
を
展
開
」

「
空
き
缶
は
捨
て
な
い
で
持
ち
帰
り
ま

し
よ
う
」
と
印
刷
さ
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
と

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
千
個
を
行
楽
帰

り
の
マ
イ
カ
ー
を
対
象
に
、
午
後
四
時
か

ら
二
時
間
か
け
て
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
、
一

人
に
手
渡
し
、
環
境
美
化
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

者
ー
こ
の
運
動
は
、
県
の
推
進
事
業
の
一
っ

係
一

関
ー
で
明
和
村
が
郡
内
ト
ソ
。
フ
を
切
っ
て
実
施

す
一渡ー

し
た
も
の
で
す
。
今
後
も
、
こ
の
運
動
を

手
―
を
一
機
会
あ
る
ご
と
に
展
開
し
て
、
環
境
美
化

ミ
ー
を
訴
え
た
い
と
関
係
者
は
話
し
て
い
ま
す
。

袋
一

ゴ
ー

せ
ん
。

し
か
し
、
部
落
差
別
は
時
の
支
配
者

に
よ
っ
て
意
図
的
に
つ
く
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
と
ら
え
方
は
、
同
和
問

題
解
決
へ
む
け
て
の
基
本
認
識
の
第
一

歩
で
す
。
つ
ま
り
、
人
間
に
よ
っ
て
故

意
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
当

然
私
た
ち
自
身
の
力
に
よ
っ
て
改
め
ら

れ
る
は
ず
で
あ
る
と
い
う
、
部
落
差
別

解
消
へ
の
展
望
に
つ
な
が
る
も
の
で
、

部
落
差
別
は
い
つ
ま
で
も
残
る
と
い
う

誤
解
を
断
つ
重
要
な
要
素
と
な
る
か
ら

で
す
。
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止
む
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
国
民
年
金

の
保
険
料
を
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
制
度
に
は
、
「
法
定
免
除
」
．

「
申
請
免
除
」
と
が
あ
り
ま
す
。

衡
法
定
免
除
1
1
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
、

厚
生
年
金
・
共
済
年
金
な
ど
か
ら
障
害
年

金
を
受
け
て
い
る
人
や
生
活
保
護
法
の
生

活
扶
助
な
ど
を
受
け
て
い
る
人

〇
申
請
免
除
1
1
所
得
が
な
い
人
や
世
帯
員

が
生
活
保
護
法
の
医
療
扶
助
を
受
け
て
い

る
こ
と
な
ど
、
納
め
る
こ
と
が
著
し
く
困

該
当
者
は
申
請
を

こ
の
届
け
出
は
、
奥
さ
ん
が
厚
生
年
金
、

ま
た
は
、
共
済
組
合
の
加
入
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
、
記
録

し
て
お
く
た
め
の
も
の
で
す
。
そ
う
す
る

こ
と
に
よ
り
、
奥
さ
ん
は
国
民
年
金
の
加

入
者
と
な
り
、
万
一
の
事
故
や
病
気
で
障

害
者
と
な
っ
た
と
き
、
ま
た
、
高
齢
に
な

っ
た
と
き
に
奥
さ
ん
自
身
の
名
義
の
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
る
の
で
す
。

奥
さ
ん
の
基
礎
年
金
を
支
給
す
る
の
に

必
要
な
費
用
は
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済

組
合
が
制
度
と
し
て
ま
と
め
て
禎
担
し
ま

す
か
ら
、
扶
養
さ
れ
て
い
て
収
入
の
な
い

奥
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
を
納
付
す

る
必
要
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
届
け
出
を
し
な
い
と
国
民
年
金
の

「
大
利
根
学
園
」

生
徒
募
集

加
入
者
と
し
て
記
録
さ
れ
な
い
の
で
、
将

来
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
必
ず
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

児
童
手
当
受
給
者
の
皆
さ
ん

児
童
手
当
又
は
、
児
童
手
当
の
特
別
給

付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
「
現
況
届
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
期
限
は
、
今

月
三
十
日
で
す
。

現
況
届
は
、
手
当
が
受
げ
ら
れ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。

提
出
し
ま
せ
ん
と
、
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
該
当
者
に
は
、
役
場
か
ら
通
知

す
る
予
定
で
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
役
場
住
民
課
ヘ

高
齢
者
向
け
の
老
人
大
学
「
大
利
恨
学

園
」
が
開
校
さ
れ
ま
す
。

玄
資
格
1
1
県
内
居
住
の
満6
0歳
以
上
の
人

玄
期
間
1
1
9
月4
日

1

認
月
2

日
の
間
で

1
5回

＊
費
用
1
1
無
料

玄
募
集
人
員
1
1
2
0
人
（
明
和
村
の
定
員
）

食
内
容
1
1
講
話
、
見
学
、
各
種
教
室
な
ど

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
7
月1
9日
ま
で
に

役
場
住
民
課

(
6闘
3
1
1
1
)
へ

6

月
3
0日
ま
で
に
現
況
届
を

9
澤
容
f
信
幸
一
女
梅
原

5

月

1
9日

荒
木
信
人
文
夫
三
男
矢
島

5

月

1
8日

池
田
翔
行
正
長
男
須
賀

5

月

1
7
n

新
井
康
司
克
介
：
男
ヒ
江
用

5

月
8

日

大
野
博
正
正
彰
一
勇
矢
烏

5

月
3

日

関
1

亜
矢
正
章
長
女
梅
原

5

月

2
1日

吉
本
祐
＋
太
美
也
長
女
須
賀

5

月

2
4日

関
口
靖
之
富
夫
二
男
新
甲

4

月

2
8
R

小
島
伸
枝
美
喜
男
長
女
新
甲

4

月

2
3日

福
島
隆
弘
義
雄
長
男
南
大
島

4

月

2
2日

氏
名

保
護
者
続
柄
地
区
生
年
月
日

1
1

出

生
1
1

あ
め
t
ふ
｀
[

袋
｀
ぷ
‘
f
升

森
況
亨

杉
田
信
好

市
り
口
た
っ

中
・
・
（

国
民
年
金
保
険
料
免
除

県
老
人
大
学

用

「

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
、
国
民
年
金

の
届
け
出
は
も
う
お
済
み
で
す
か
。

奥
さ
ん
が
届
け
出
を
す
る
と
、
ご
主
人

の
給
料
か
ら
奥
さ
ん
の
分
の
保
険
料
が
ひ

か
れ
て
し
ま
う
と
い
う
誤
っ
た
認
識
を
も

っ
た
人
が
い
ま
す
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

吉
永
は
な

氏
名

29 

茂
南
大
島

5

月

2
0
1
1

75 

緊
紺
梅
原

5

月

1
2日

81 

男

―
ー

2
1

ハ
ー

5

月
ー
ー

68 

ー

矢
ー

枝
南
大
島

5

月

6
1
1

95 

年
雄
梅
原

5

月
5
1
1

年
齢
世
帯

‘
E

地
区
死
亡
月
日

1
1

死

亡
I
I

届
け
出
を
し
な
い
と

年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
よ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
／
．

難
な
人
（
た
だ
し
、
昭
和
6
1年
4

月
以
降

の
免
除
期
間
の
追
納
に
つ
い
て
は
、
三
年

を
経
過
す
る
と
当
時
の
保
険
料
よ
り
も
割

増
し
と
な
っ
た
額
に
な
り
ま
す
。
）

こ
の
よ
う
な
条
件
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
人
は
、
役
場
住
民
課
に
問
合
せ
く
だ

、
T
O

さ
し

『----·：：：一•~...;.マー;•=•=•7
. 村のっしき ! 
l ! 
l 

I 6 月 I
i l1 日 例月出納検査 ! 

I ヶ 村民文化大学運営委員会 ! 
i ク ゴルフ教室（開講式） l 

i 16 日 特設人権相談 ! 
I 17 日 循環器精検（18 日まで） I 
l l I 20 日 体育施設利用団体協議会 i 
i 23 日 むし歯予防教室123❖ 農業委員会 1 

i 26 日 夏の交通安全運動推進連絡会 ! 
l i義！
I 

I 2 7日月レントケン精検 I 
I I 
し．ー•ー•一•---•一•一•一•一•一•一•一•一•一•」
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ロ；こ口｀トホール大会ロ

対 象（チーム編成）＝区父親（30歳以上）、 母親

（既婚者）、子ども（小学生 4 • 5 • 6 年までの

女）の三組を 1 チームとする 0 [>メシバーは父

親、母親、子どもまでの合計36人以内とする。

父親の年齢基準は、昭和31 年 3 月 31 日以前に出

生した人であること。

期日＝ 7 月 13 日（日）

会場＝利根川総合運動場

参加費＝3080 円

申込み＝7月 5 日までに社会体育館へ

パパ・ママさんソフトボール大会

／参加チーム募集 : 
対 象＝村内在住の既婚者で編成するチーム

期日＝ 7 月 6 日（日）

会場＝利根川総合運動場

参加費＝3000 円

申込み＝ 6 月 28 日までに社会体育館へ

:
 

ママさんバレーボール大会

参加チーム募集 □ 
対 象＝村内在住の既婚者で編成するチーム

期日＝ 7 月 27 日（日）

会場＝社会体育館

参加費＝ 1000 円

申込み＝ 7 月 15 日までに社会体育館へ

事業所統計調査

L ワ月 1 日現在で

実施します

調査にご協力を……。

（
毎
月
実
施
）
匡

『
個
厨

゜ ゜場 日 位
所 時 ヽ

役 I 6 は
場午月 ヽ

会後 16 慮議 3 日
室時 し

ま午 と
で前

贋10 
時

゜ ゜場 日

所 時
年

館林午＼ 月7 金
市後 3

; 

時3 日 相

でま 午前
談

10 
時

゜ ゜場 日 交
所 時 通

昇 I 6 事午月
市後 19

故相民 3 日

談室時でま 午前 相
1 0 三o火火
時

特
設
人
権
相
談
が
開
か
れ
ま
す
。

＊
日
時

1
1
6
月

1
6日
午
前

1
0時
1

午

後
3

時

＊
場
所
1
1

明
和
村
役
場
会
議
室

＊
相
談
者
1
1

法
務
局
の
専
門
担
当
官
及
び

人
権
擁
護
員

※
く
わ
し
く
は
役
場
住
民
課
ヘ

保
健

．
衛
生

乳幼児健康診査／

対象者

期
受

場

日
付

所

携行品

乳幼児をもつ

母親

6 月 27 日

午後1 時00分～

午後2時00分

保健センター

母子手帳

婦人科、乳腺、
甲状腺、検診／／

対象者

期

受

場

日

付

所

30歳以上女性

6 月 20 • 24 • 

25 日。 7 月 7 日

午後12時45分～

午後 2 時00分

保健センター

村
教
育
委
員
会
は
、
今
年
も
小
・
中
．
学

生
を
対
象
に
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
思
い
出
を
つ
く
る
の
に
、
ま
た
と

な
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

＊
対
象
1
1

小
学
生
嵩
学
年
・
中
学
生

玄
期
日
1
1
8
月

1
9
.
2
0
日

＊
場
所
1
1

茨
城
県
久
慈
郡
里
美
村
キ
ャ
ン

。
フ
場
（
バ
ン
ガ
ロ
ウ
使
用
）

群
馬
県
は
、
日
中
青
年
親
善
交
流
事
業

の
一
環
と
し
て
、
中
国
に
派
遣
す
る
勤
労

青
年
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

玄
派
遣
日
程
1
1
6
1
年
1
0
月
3
0
日

1
1
1
月8

日
ま
で
の
1
0日
間
。
航
空
機
使
用
。

＊
訪
問
国
1
1

中
華
人
民
共
和
国

食
費
用
1
1

個
人
負
担
約
十
三
万
円
。
村
負

担
一
人
に
つ
き
十
万
円

食
資
格
I
I

▽
日
本
国
籍
を
有
し
県
内
居
住

▽
昭
和
3
0年
4
月
2

日

1

昭
和
4
1
年
4月

1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
女
▽
心
身
と

も
に
健
康
で
あ
る
こ
と
な
ど

▽
募
集
人
員
1
1
7
5
人
（
明
和
村
定
員
一
人
）

▽
応
募
期
限
1
1

昭
和
6
1年
6

月

3
0日

※
申
込
み
・
問
合
せ
1
1

村
教
育
委
員
会
へ

おやつ教室／

対象者

期
受

場

日
付

所

携行品

口□町

2歳児を持つ

母親

6 月 23 日

午後 1 時00分～

午後1 時30分

中央公民館

エプロンなど

中
国
青
年
と
交
流

し
て
み
ま
せ
ん
か

思
い
出
を
つ
く
ろ
う

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て

玄
定
員
1
1
5
0
人
（
定
具
に
な
り
次
第
締
切
り
）

玄
参
加
費
1
1

三
、
五
0
0
円

玄
申
込
み
1
1

村
教
育
委
員
会
（
闘
4
4

9
1
)
へ

専
門
官
が

ご
相
談
に

応
じ
ま
す

健康柑談（月例） I

6 月 19 日・ 7 月 1

日。受付＝午前 9

時30分～午前10時
30分まで

場所保健センター

乳児健診（第 2 木曜日）
妊婦健診（第 3木曜日）

いずれも保健センター

で行われ、受付は当日の

午後 1 時～ 2 時まで

日時
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：村の人口：
、、

: 6 月 1 日現在 i 
；世帯数 2,531戸；
.` ：人口総数 10,231 人：
賣ヽ
：男 5,122人：

：女 5,109人！
= (5 月中の動き） : 
：出生10人死亡 5人i
ヽ
；転入13人転出17人：
:、
’‘‘’‘’’’’99-’’·‘ 

地区 館林邑楽地区 館林地区 巳｀＝コ己［代篇倉
月日 科月ll 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明 地区

日

6 月 15 日
落合医院後藤（康）医院 岡田医院 橋本医院
合 (72) 3 1 6 0 合 (72) 3 9 5 7 後藤（康）医院合 (72)3957 合 (72) 3 1 6 3 合 (82) 1 1 5 0 

曜

6 月 22 日
根岸医院原医院 森下医院合(73) 7776 宇沢病院 竹越医院
合 (72) 3 2 6 2 合 (72) 1 9 3 6 清河堂医院ぢ（72)3070 合 (74) 8 7 6 1 合 (84) 3 1 3 7 

当

6 月 29 日
古屋（恒）医院川田医院 安楽岡医院合 (72) 0572 最上医院 井上医院
fl (63) 6 1 6 1 合 (72) 3 7 2 4 大島診療所合（77) 1503 合（74) 3 7 6 3 合 (82) 1 1 3 1 

番

7 月 6 日
佐々木医院小倉医院 医 館林医院 増田医院

話ヽ甘で で; 合 (62) 2 6 2 3 合 (72) 0 6 0 6 大石 院合 (74)2362 合 (72) 2 1 1 2 合 (82) 2 2 5 5 
医

7 月］ 3 日
真中医院大神医院 増田医院合 (72) 1387 寺内医院 小西医院

合 (72) 1 6 3 0 合 (62) 2 2 0 0 飼久津医院合（72)3315 合 (72) 3 0 3 1 合 (86) 2 2 6 1 

5 月の

0 
-r責ク己～一

救急車出動回数
•交通事故 4 件
●急病 7 件

•その他 2 件
●計 13 件

娩＆粒ぎt粍 930行
文 題字とも奈良さんです。

奎
福
島
甚
一
さ
ん
（
南
大
島
）
は
、
亡
父

の
供
養
に
と
五
万
円
を

＊
石
村
一
雄
さ
ん
（
大
佐
貫
）
は
、
亡
妻

の
供
養
に
と
十
万
円
を

0
宮
崎
敬
次
さ
ん
（
南
大
島
）
は
、
三
万

円
を

そ
れ
ぞ
れ
、
社
会
福
祉
の
た
め
に
使
っ

て
く
だ
さ
い
と
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉

仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

旧

h
‘
‘
、
臼
ヽ
｀
｀
日
＂
｀
后
枷
ヽ
｀
｀
ー
“
‘
、
日
崎
｀
｀
日
肘
‘
`
`
‘
`
`
‘
じ
ヽ
ヽ
ヽ
t
圃
｀
｀
‘
6
`

i

1
1
!
‘
`
`
‘
`
`
`
6
員
ヽ
ヽ
ヽ
｀
＂
｀
｀
｀
グ
員
日
｀
‘
｀
`
‘
‘
`
`
‘
‘
·
h
‘
`
`
‘
`
`
`
`
`
‘
‘
‘
·
`
`
‘
‘
‘
‘
‘
、
"
`
‘
、
.
9

新
緑
が
目
に
ま
ぶ
し
い
季
節
に
な
り
ま
緑
色
で
う
ま
っ
て
し
ま
い
、
ま
と
ま
り
が
風
景
に
な
っ
た
り
す
る
事
が
良
く
あ
り

し
た
。
一
面
が
緑
色
に
染
ま
っ
た
美
し
い
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
よ
く
、
ま
す
。
私
も
絵
画
教
室
で
絵
を
描
く
様

風
景
も
、
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
こ
う
と
す
ろ
絵
の
様
に
美
し
い
風
景
と
言
い
ま
す
が
そ
に
な
っ
て
か
ら
‘
―
つ
の
物
に
対
し
て

と
、
思
っ
た
以
上
に
難
し
い
も
の
で
す
。
れ
を
描
こ
う
と
す
る
と
、
大
変
悩
ま
さ
れ
色
々
な
物
の
見
方
を
す
る
よ
う
に
な
っ

木
々
の
緑
や
、
麦
畑
、
雑
草
の
緑
も
す
べ
ま
す
。
反
対
に
な
ん
だ
こ
ん
な
所
が
と
思
て
き
ま
し
た
。
こ
の
絵
画
教
室
も
今
年

て
同
じ
様
に
見
え
て
、
キ
ャ
ン
バ
ス
が
、
う
様
な
所
が
、
絵
に
す
る
と
す
ば
ら
し
い
で
四
年
目
に
入
り
ま
す
。
そ
し
て
、
今

年
か
ら
は
小
学
生
も
参
加
で
き
る
様
に

な
り
教
室
も
大
変
に
菩
や
か
に
な
り
ま

し
た
。
子
供
達
の
純
真
な
心
で
自
由
に

表
現
す
る
絵
を
見
せ
ら
れ
る
と
大
人
の

私
達
は
「
は
っ
」
と
院
き
、
そ
し
て
反

省
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
色
や
形
に
こ
だ
わ

ら
ず
に
自
分
な
り
に
楽
し
み
な
が
ら
描

い
て
い
る
絵
は
、
す
ば
ら
し
く
豊
か
に

見
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
絵
画
教
室
で
老

若
男
女
、
い
つ
ま
で
も
楽
し
く
つ
づ
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

-9 

`~‘` )` k̀
ｷ 

ー
／

r
`ゞ

ヽ

修

◄

ア
ト
リ
エ
で
油
絵
を
楽
し
む

奈
良

さ
ん

田
島
） がん具でもキケン

：：：：エアソフトガンミは警察へ

届
け
出
が
必
要
な

エ
ア
ソ
フ
ト
ガ
ン

が
ん
具
と
し
て
の
エ
ア
ソ
フ
ト
ガ
ン
は

青
少
年
層
の
間
に
人
気
が
あ
り
、
各
種
の

メ
ー
カ
ー
で
売
り
出
し
て
い
ま
す
。
構
造

上
大
変
危
険
な
も
の
も
出
回
っ
て
い
ま
す
。

次
の
エ
ア
ソ
フ
ト
ガ
ン
（
拳
銃
型
）
は
、

人
畜
を
殺
傷
す
る
機
能
が
あ
る
た
め
法
律

で
所
持
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
「
銃
」
に
該
当

し
、
警
察
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
同
種
の
エ
ア
ソ
フ
ト
ガ
ン
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
一
日
も
早
く
警
察
署
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。
理
由
な
く
届
け
出
が
遅

れ
た
場
合
は
法
令
に
よ
り
処
罰
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

※
文
・
題
字
と
も
奈
良
さ
ん
で
す
。

小

5

月
3
1日
付

暮
操
（
総
務
課

役
場
人
事

（
退
職
） 泉
田
政
子

◎
所
持
が
禁
止
と
な
っ
た
エ
ア
ソ
フ
ト
ガ

ン
I
I
M
2
9
4
4パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
マ
グ
ナ
ム
工

ア
ー
ソ
フ
テ
ィ
ガ
ン
◎
製
造
・
販
売
元1
1

国
際
産
業
卸
（
東
京
都
大
田
区
）
◎
特
長

1
1

撃
針
な
ど
は
鉄
製
、
本
体
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
。

銃
身
6
な
、
8

な
が
あ
り
9
5
0
0

円
＼

9
8
0
0

円
で
市
販
。
銃
身
に
「
ス
ミ
ス
ア

ン
ド
・
ウ
エ
ッ
ソ
ン
•
4
4マグ
ナ
ム
」
と
刻
印

ー
こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

r

,

'

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

一
遠
富
士
支
部

文
芸
欄
一

野
本
み
ね
子

訪
ね
た
る
家
は
留
守
な
り
軒
下
の
花
に
一

言
云
ひ
て
帰
れ
り

原
口
美
津
子

ピ
カ
ピ
カ
の
赤
い
ネ
ク
タ
イ
ラ
ン
ド
セ
ル

晴
着
の
ま
ま
の
四
月
八
日
は

奈
良
照
子

京
都
駅
久
久
踏
み
し
め
ホ
ー
ム
の
ベ
ン
チ

に
近
鉄
特
急
の
座
席
待
ち
お
り原

口
文
江

夫
と
子
と
逃
げ
惑
ひ
つ
つ
豆
撒
き
も
野
太

き
声
に
定
り
ゆ
く
ら
し

福
田
初
江

節
々
の
体
の
だ
る
さ
で
眼
ざ
め
け
り
娘
の

入
試
昨
日
終
れ
り

山
岸
澄
枝

一
握
の
数
に
満
た
な
い
過
去
を
紙
枡
も
て

る
孫
に
写
し
見
る

忙
し
き
生
活
に
過
ぎ
し
熟
年
を
危
は
ら
ひ

て
清
き
眺
む
三
山
を
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0今月の話題・同和問題理解のために…… 6

0 お知らせ•寄付ありがとう・・・・・・・・・・・・・・・・.. 8 

:’.~ • ̂  r ．ご

「良くなったね」と、ほめられ

ニコニコ顔の受講生
ブームを反映して………

村教育委員会

まず．／基本からと素振りに汗を流す、受講生 30人

発
編
印

行
集
刷

明和村役場

総務課広報係

（株）イシカワデザイン

学科・実技の指導に

あたる飯塚正弘先生

打
ち
込
み
。
ボ
ー
ル
は
、
ま
っ
す
ぐ
飛
ん
だ
か
な
。
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ー

9
9
9
9
9
9
1
9
9
1
1
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'

ヽ

•
も
う
す
ぐ
楽
し
い
夏
休
み
。
海
に
、
山
に
子
供
た
ち
の
一

．
歓
声
が
あ
ふ
れ
る
季
節
で
す
。
で
も
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
一

ー
く
だ
さ
い
。
ち
ょ
っ
と
の
油
断
、
気
の
ゆ
る
み
か
ら
、
水
一

ー
の
事
故
、
交
通
事
故
、
花
火
の
事
故
な
ど
が
待
ち
受
け
て
一

—
い
ま
す
。
ま
た
、
非
行
が
芽
ば
え
る
の
も
こ
の
時
期
な
の
一

—
で
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
大
人
た
ち
が
、
家
族
・
＿

ー
地
域
ぐ
る
み
で
明
る
い
環
境
、
適
切
な
助
言
を
ほ
ど
こ
す
一

ー
こ
と
が
大
切
な
時
期
な
の
で
す
。

9

9

9

9

,

 

l
]
1
9
1
9
9
9
9
9

ー

9
9
9
9
9
,

わ
た
く
し
た
ち
が
水
と
親
し
く
な
る
ほ

ど
、
水
難
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。
事
故

の
大
半
は
六
月
1

八
月
の
間
に
集
中
し
て

い
る
の
で
す
。
水
の
犠
牲
者
の
四
割
近
く

は
中
学
生
以
下
の
子
供
な
の
で
す
。

六
月
か
ら
八
月
ま
で
に
水
死
し
た
り
、

行
方
不
明
に
な
っ
た
子
供
（
中
学
生
以
下
）

は
、
全
国
で
こ
こ
数
年
三
五
0
1
四
0
0

人
と
高
い
数
字
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
こ

の
数
字
は
、
六
月
1

八
月
の
三
カ
月
に
限

る
と
交
通
事
故
死
を
上
回
っ
て
い
る
の
で

す
。こ

の
う
ち
、
子
供
だ
け
で
事
故
に
遭
っ

た
と
い
う
の
が
七
割
、
残
り
の
三
割
は
、

保
護
者
が
近
く
に
い
な
が
ら
水
の
犠
牲
と

一事
故
は
起
こ
る

思
わ
ぬ
と
き
に

〇
泳
ぐ
と
き
は
、
か
な
ら
ず
準
備
運
動
を

し
て
か
ら
水
に
は
い
る
よ
う
に
す
る
こ
と

（
少
な
く
と
も
五
分
は
か
け
て
、
手
足
の

筋
肉
や
関
節
を
柔
ら
か
く
す
る
。
ま
た
、

小
学
生
の
場
合
、
一
回
の
泳
ぐ
時
間
は
十

五
ー
ニ
十
分
間
が
限
度
で
す
）

0

子
供
た
ち
だ
け
で
は
泳
が
せ
な
い
こ
と

〇
危
険
な
場
所
で
水
泳
や
水
遊
び
を
し
て

い
る
子
供
を
見
か
け
た
ら
、
注
意
し
て
や

る
こ
と
。

0

近
所
の
池
や
貯
水
槽
な
ど
、
子
供
が
転

落
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
、
十

分
な
防
護
設
備
を
す
る
こ
と
。

子
供
を
守
る
た
め
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
子
供
の
水
難
事
故

は
思
わ
ぬ
と
き
、
思
わ
ぬ
場
所
で
起
こ
り

ま
す
。
子
供
の
こ
と
を
心
に
し
っ
か
り
と

つ
な
ぎ
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

水
の
事
故
か
ら

水
難
・
交
通
・
花
火
・
非
行
防
止
で

楽
し
く
過
ご
す
夏
休
み

長
い
休
み
の
解
放
感
か
ら
気
持
ち
が
ゆ

る
み
、
ふ
だ
ん
身
に
つ
け
て
い
た
交
通
安

全
の
ル
ー
ル
を
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

子
供
は
、
大
人
が
考
え
つ
か
な
い
よ
う

な
行
動
を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
と
く

に
幼
児
の
行
動
特
性
を
次
に
挙
げ
て
み
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
子
供
た

ち
と
交
通
安
全
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
話
し

あ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

0

ひ
と
つ
の
も
の
に
関
心
が
向
く
と
周
囲

の
も
の
が
目
に
入
ら
な
く
な
る

0

手
を
挙
げ
れ
ば
、
自
動
車
は
止
ま
っ
て

く
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
る

0

「
危
な
い
よ
」
と
い
う
よ
う
な
抽
象
的

な
言
葉
だ
け
で
は
、
ほ
ん
と
う
の
危
険

が
わ
か
ら
な
い

0

い
つ
も
通
る
道
路
で
は
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
れ
て
も
、
初
め
て
通
る
道
路
で
は

守
れ
な
い

〇
物
か
げ
で
遊
ぶ
の
が
好
き

こ
う
し
た
特
性
を
心
に
と
め
て
、
お
母

さ
ん
が
具
体
的
に
手
本
を
示
し
て
指
導
す

る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

交
通
事
故

キ
ケ
ン
が
い
っ
ぱ
い

oz□ 
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(?月は青少年を非行から守る全国強調月間 こ
あなたの家庭ではだいじょうぶですか

＝推

●非行防止の啓発活動（少年の日・家庭の日普及促進）

●環境の浄化活動

●教育相談会の実施

進 目 標＝

犯
罪
・
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
こ
う

---------------------------------------------------------

: 社会を明るくする運動 { 

め ぃ

原
料
は
火
槃

お
も
ち
ゃ
花
火
も

夏
の
風
物
詩
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
庭
先
な
ど
で
興
じ
る
花
火
は
、
夏
の

夜
な
ら
で
は
の
も
の
で
す
。
し
か
し
、
小

— 

さ
な
”
お
も
ち
ゃ
花
火
“
と
あ
な
ど
っ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

飛
ん
だ
花
火
で
と
ん
だ
事
故
を
ひ
き
起

こ
さ
な
い
よ
う
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

0

安
全
な
場
所
を
選
ぽ
う
1
1
周
囲
に
紙
＜

ず
や
枯
れ
草
な
ど
の
燃
え
や
す
い
も
の
、

灯
油
な
ど
の
危
険
物
の
な
い
所
、
人
家
な

ど
の
建
物
か
ら
離
れ
た
場
所
を
選
ぶ

0

気
象
状
況
を
考
え
よ
う
1
1

風
が
強
い
と

き
や
異
常
乾
燥
注
意
報
が
出
さ
れ
て
い
る

と
き
は
、
絶
対
に
や
め
る
。

0

子
供
だ
け
で
遊
は
せ
な
い
よ
う
に
し
よ

う

1
1

子
供
た
ち
だ
け
で
花
火
を
し
て
い
た

七
月
は
、
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る
全

国
強
調
月
間
で
す
。
少
年
の
非
行
や
家
出

な
ど
の
問
題
行
動
が
多
く
な
る
夏
休
み
を

控
え
て
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
少
年
非
行
は
、
戦
後
第

三
の
ピ
ー
ク
と
言
わ
れ
て
久
し
く
、
こ
こ

数
年
、
高
い
状
態
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
「
い
じ
め
」
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
新
た
な
社
会
問
題
を
も
生

み
出
し
て
、
深
刻
さ
を
増
す
ば
か
り
で
す
。

次
代
を
担
う
青
少
年
の
非
行
を
防
ぎ
、

健
全
に
育
成
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
人

の
願
い
で
あ
り
、
私
た
ち
大
人
の
社
会
的

責
任
で
も
あ
り
ま
す
。
非
行
を
防
ぐ
健
全

な
社
会
環
境
を
作
る
た
め
、
こ
の
機
会
に

一
人
ひ
と
り
が
子
供
の
模
範
と
な
る
行
動

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
更
に
、
非
行
を
誘

発
し
た
り
、
助
長
す
る
よ
う
な
有
害
環
境

を
、
み
ん
な
で
浄
化
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

た
め
に
、
適
切
な
処
置
が
と
れ
ず
に
火
事

に
な
っ
た
り
、
や
け
ど
す
る
場
合
が
多
い

0

注
意
書
き
を
良
く
読
み
、
花
火
を
ほ
ぐ

七
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
一
カ

月
間
、
全
国
一
斉
に
”
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
“
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

し
た
り
、
数
本
ま
と
め
て
点
火
し
た
り
し

な
い
こ
と
。

0

水
の
入
づ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る1
1
マ

ッ
チ
や
花
火
の
燃
え
が
ら
は
、
必
ず
バ
ケ

ツ
に
捨
て
て
、
完
全
に
消
す
こ
と

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
運
動
で
す
。

家
庭
や
街
か
ら
犯

罪
者
や
非
行
少
年
を

出
さ
な
い
た
め
に
も

地
域
ぐ
る
み
で
一
人

ひ
と
り
が
意
識
を
高

め
”
社
会
を
明
る
＜

す
る
運
動
り
に
積
極

的
に
参
加
・
協
力
し

ま
し
ょ
う
。

◎
重
点
目
標

「
地
域
活
動
の
推

進
に
よ
る

少
年
の
非
行
防

止
と
更
生
の
援

助
」

明るい家庭に

非行なし

五
つ
の

I
lケ
ジ
メ
“

非
行
に
走
る
か
、
走
ら
な
い
か
は
、
夏

休
み
の
家
庭
生
活
を
ど
う
過
ご
し
た
か
に

よ
っ
て
、
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
休
み
中

欲
望
や
誘
惑
に
負
け
な
い
強
い
子
供
に
す

る
た
め
に
次
の
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
親
子

で
心
が
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

0

約
束
し
た
時
間
を
守
ら
せ
ま
し
ょ
う1
1

休
み
に
入
っ
た
安
心
感
か
ら
遊
び
な
ど
に

行
っ
て
も
帰
宅
が
遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

門
限
を
決
め
て
キ
チ
ン
と
守
ら
せ
ま
し
ょ

゜

二
つ0

「
ノ
ー
」
と
言
え
る
強
さ
を11
子
供
に

は
、
イ
ヤ
な
こ
と
や
悪
い
こ
と
に
ハ
ッ
キ

リ
「
ノ
ー
」
と
言
え
る
強
さ
を
持
た
せ
た

い
も
の
で
す
。
悪
い
こ
と
を
許
し
合
っ
た

り
、
い
つ
で
も
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
が

本
当
の
友
達
づ
き
あ
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

0

夏
休
み
な
ら
で
は
の
目
標
を11
夏
休
み

な
ら
で
は
の
目
標
を
持
た
せ
、
子
供
が
最

後
ま
で
や
り
遂
げ
る
よ
う
応
援
し
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

0

お
金
は
、
計
画
的
な
使
い
方
を
1
1

無
駄

遣
い
の
習
慣
が
身
に
つ
か
な
い
よ
う
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う

0

タ
バ
コ
、
飲
酒
、
シ
ン
ナ
ー
遊
び
な
ど

は
1
1
青
少
年
の
健
康
な
心
身
を
確
実
に
む

し
ば
み
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
健
康
の
大
切

さ
を
話
し
聞
か
せ
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
興

味
を
持
た
せ
ま
し
ょ
う
。

疇
非
行
を
防
ぐ
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融資制度利用状況（推移）

m
 
oo 

400 

勾0

設
備
近
代
化

労
慟
福
祉

商
業
設
備

小
口
資
金

設
備
近
代
化

労
慟
福
祉

商
業
設
備

小
口
資
金

ー
商
工
業
経
営
に
お
い
て
、

ー
規
模
を
拡
大
し
た
り
、
経
営

ー
改
善
を
図
る
際
に
は
資
金
が

ー
必
要
で
す
。
村
に
は
、
そ
の

ー
商
工
業
者
の
み
な
さ
ん
の
た

ー
め
に
融
資
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ー
そ
の
目
的
に
応
じ
て
用
意

ー
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活

ー
用
く
だ
さ
い
。
申
請
さ
れ
る

ー
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
役
場

小口資金

60年

゜
万円

商業設備 ゜ ゜ 700 620 ゜

労慟福祉 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

設備近代化 600 ゜ 1 8 6 1,200 500 

経
済
課
又
は
明
和
村
商
工
会
一

で
相
談
さ
れ
て
か
ら
申
請
し
一

て
い
た
だ
く
こ
と
が
賢
明
で
一

す
。
も
ち
ろ
ん
、
事
前
着
エ
ー

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
一

申
請
し
て
か
ら
通
常
の
場
一

合
、
一
カ
月
前
後
で
認
定
に
一

な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
役
場
経
済
ー

課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
一

［村の実施している制度資金〕
制度名 融資対象 資金使途 融資限度額 融資期間 利 率 I 申込時期 取扱金融期間

小口資金

①小売業・サービス業

資本金 1,000万円以下、従業員

50人以下の会社・個人

②卸売業

資本金 3,000万円以下、従業員

100人以下の会社・個人

③その他の業種

資本金 1 億円以下、従業員 300

人以会の会社・個人

④中小企業団体

運転資金
設備資金｝にも使える 500万円以内

運転

設備

3 年以内

5 年以内
年 7.3％以内 I 年間随時

銀行

相互銀行

信用金庫
信用組合

商工中金

中小企業設備

近代化資金

商業設備

近代化資金

中小企業労慟

福祉施設資金

①村内で同一業種を 3 年間以上営 ①店舗の増改築、店内施設の新設

む者 ・改善のための資金

②資本金 1 億円（小売業・サービ ②企業の近代化・合理化に必要な

ス業 1,000万円、卸売業 3,000 機機設備資金

万円）以下、従業員 300人（小 ③公害防止の設備資金

売業・サービス業50人、卸売業

100人）以下の会社・個人

①小売業・サービス業

資本金 1,000万円以下、従業員

50人以下の会社・個人

②卸売業
資本金 3,000万円以下、従業員

100人以下の会社・個人

①小売業・サービス業

資本金 1,000万円以下、従業員

50人以下の会社・個人

②卸売業

資本金 3,000万円以下、従業員

100人以下の会社・個人

③その他の業種

資本金 1 億円以下、従業員 300

人以下の会社・個人

①店舗の増改築、駐車場設置

②店内外施設の改造・増設（ウイ

ンドウ、ショーケース、飾棚、

看板、冷凍機等）

500万円以内

2,000万円以内

①労働福祉施設（従業員宿舎、食

堂、休憩室、娯楽室、更衣室、
幼児ハウス等）の設置、改善 1 ①②は 1,500万

②①の設置に直接必要な土地の購 円以内
入

③①の施設に省エネルギー工事を

行う場合

③は 500万円以
内

5 年以内

（内据置 1 年以内）

7 年以内

（内据置 1 年以内）

7 年以内

（内据置 1 年以内）

年 5.9％以内 I 年間随時

年 5.9％以内 I 年間随時

年 5.9％以内 4 月 1 日～

12 月 28 日

銀行

相互銀行

信用金庫

信用組合

商工中金

銀行

相互銀行

信用金庫

信用組合

商工中金

銀行

相互銀行

信用金庫

信用組合

商工中金
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勝
さ
ん

千
津
井
．
の
二
女

智
映
子
さ
ん

(
1歳
6

カ
月
）

な
か
じ
／
ま
ち
は
る

中
島
千
晴
ち
ゃ
ん

「末っ子なのでちょっぴり甘えん坊な

んです。でも、意思表示がはっきりして

いて、たのもしい面もあるんですよ。将

来は、ひまわりのように陽に向かって、

素直な明るい子になってほしいですね」

とお母さん。

① 

お年寄りのみなさん

ニセ集金人にご注意

各地区で被害続出

第
2
2回
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

大
会
軟
式
野
球
交
流
大
会
邑
楽
郡
大

会
予
選
会
が
、
六
月
七
日
、
八
日
の

両
日
、
明
和
村
の
利
根
川
総
合
運
動

場
で
各
町
村
代
表
の
八
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

明
和
村
か
ら
は
「
明
和
東
チ
ー
ム
」

が
参
加
。
準
決
勝
で
優
勝
し
た
「
吉

田
東
イ
ー
グ
ル
ス
」1
1
大
泉
町
」
と

対
戦
し
、
途
中
ま
で
リ
ー
ド
す
る
な

ど
善
戦
し
ま
し
た
が
、
終
盤
に
一
瞬

の
ミ
ス
を
つ
か
れ
、
大
量
得
点
を
許

し
て
し
ま
い
、
そ
の
ま
ま
ゲ
ー
ム
セ

ッ
ト
。
ム
ー
ド
的
に
は
優
勢
だ
っ
た

だ
け
に
残
念
な
試
合
で
し
た
。
次
に

期
待
し
ま
し
ょ
う
。

が
ん
ば
れ
／
．
「
明
和
東
チ
ー
ム
」
。

利
恨
川
総
合
運
動
場
で
、
妬
・
阿
日
、
第2
9回
村
民

野
球
大
会
が
行
わ
れ
、
十
チ
ー
ム
の
間
で
熟
戦
が
く
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
覇
者
に
廂
い
た
の
は
チ
ー
ム

編
成
以
来
、
八
年
連
続
し
て
出
場
し
た
明
和
ス
ワ
ロ
ー

ズ
（
監
督
1
1
原
口
晃
）
チ
ー
ム
で
し
た
。

こ
の
チ
ー
ム
は
、
突
出
し
た
ス
ー
パ
ー
選
手
は
い
な

い
も
の
の
、
一
載
一
戦
を
大
事
に
し
、
各
試
合
ご
と
に

力
を
つ
け
て
勝
ち
進
む
ム
ー
ド
派
の
チ
ー
ム
。
こ
の
大

会
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
と
、
チ
ャ
ン
ス
を
確
実
に

も
の
に
す
る
試
合
展
開
で
優
勝
の
座
に
。
み
な
さ
ん
、

八
年
目
に
し
て
手
中
に
し
た
優
勝
旗
を
前
に
、
喜
び
を

か
み
し
め
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。最

近
、
「
役
場
か
ら
来
ま
し
た
。
0
0

の
集
金
に
う
か
が
い
ま
し
た
。
」
な
ど
と

市
町
村
職
員
の
集
金
人
を
装
っ
て
お
年
寄

り
か
ら
金
を
ま
き
あ
げ
る
悪
質
な
詐
欺
事

件
が
各
地
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

明
和
村
で
も
二
、
三
の
家
で
被
害
に
あ

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
被
害
に
あ
っ
た
人

の
話
に
よ
り
ま
す
と
「
こ
の
書
類
に
押
印

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
百
万
円
還

付
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
今
日
、

十
万
円
を
納
め
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
そ
の
集
金
に
き
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
先
日
の
会
議
（
説
明
会
）
で

ご
主
人
も
承
知
し
て
い
る
は
ず
で
す
」

な
ど
と
話
し
か
け
る
手
口
で
す
。

そ
し
て
、
主
に
、
お
年
寄
り
な
ど
に
ね

明
和
ス
ワ
ロ
ー
ズ
が
優
勝

村民野球

ら
い
を
つ
け
て
い
る
悪
質
き
わ
ま
る
詐
欺

行
為
で
す
。
年
齢
三0
歳
か
ら
四
0
歳
前

後
、
中
肉
、
小
柄
で
浅
黒
、
男
性
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は

役
場
関
係
で
は
、
現
金
の
集
金
は
、
ほ
と

ん
ど
な
く
、
振
替
納
付
を
原
則
と
し
て
お

り
、
も
し
、
あ
る
場
合
で
も
、
あ
ら
か
じ

め
ハ
ガ
キ
等
で
連
絡
し
て
お
く
方
法
を
と

る
な
ど
し
て
、
突
然
訪
問
し
集
金
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

更
に
は
、
職
員
は
胸
に
名
札
を
つ
け
、

求
め
ら
れ
れ
ば
役
場
発
行
の
身
分
証
明
証

を
提
示
し
ま
す
。

ニ
セ
集
金
人
の
巧
み
な
言
葉
に
引
っ
か

か
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

スポーツ少年団・軟式野球大会

郡予選大会「明和東チーム」三位

八
年
目
に
し
て

健
闘
し
た
明
和
東
チ
ー
ム

.
‘
l
l

、
/
.

> 
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1
0種
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
汗
を
流
す

お父さんといっしょに

遊ぶっ て楽 しいな

もっと親子のふれ合いを深めようと、中央幼稚園では

6 月 15 日の日曜日を使って、小運動会を開催。 この日は

主に父親が参加。ふだん仕事などで忙しく、子どもたち

と遊ぶ機会が少ない父親が、綱引き、 かけっこ、風船割

りなど、 10種目のレクリエーションに奮闘しました。

園児たちも、終始ニコニコ顔で、ぱしゃぎ回り、親子

のきずなを一層深め、楽しい半日を過ごしました。

丹精こめて仕立てた出来ばえを見ていただこうと 5 月

30 日から 6 月 5 日まで、

き展」

色鮮やかな花びらに魅r

村文化協会

が開かれました。

「さつき展」

明和村商工会館を会場に「さつ

この「さつき展」は、村文化協会園芸部が催したもの

です。会場には、色とりどりの見事な鉢物 150 点以上が

展示。花の部、仕立ての部など部門ごとに入賞作品も決

められ、いずれも色鮮やかな花びらで訪ずれた観客を魅

了させました。

［今月の話題
ヽ
ノ

東京電力仕籾館林営業所では、

老人宅、

このほど明和村内の独居

6 家庭を巡回訪問し、電灯！配線、などの無料点検

サービスを行いました。

これは毎年、当社の社内旬間「ありがとうございます」

の一環として実施したものそ‘、

づくりに協力を．／”

これで安心、

“電気を通して豊かな街

と地域に密着したサービス向上に努

めたものです。老人宅では「これで安心して過ごせます」

と感謝していました。

電灯配線

東電で独居宅を無料点検

村役場の若い職員でつくっている青年部

英雄）は、 このほど、勤務終了後、

奉仕活動を行いました。一班 2 ~ 3 人で、

モップと水入りポリタンクを手に、村内 281 ~ヶ所のカー

ブミラーをくまなく清掃。職務を通して住民サービスに

努めている部員も、

役場

花
に
見
入
る
観
客

••9 

¥. 

（部長＝奈良

カーブミラー清掃の

8 班に分かれ、

この日は職務を離れ，て一住民として

ふだんと違った気分で奉仕活動に汗を流しました。

「青年部」 の職員

カーブミラー清婦に汗を流す
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一県民としての

同 和 問 題

同
和
問
題
と
は
、
前
近
代
社
会
（
江
戸

時
代
）
の
身
分
制
度
が
も
と
に
な
っ
て
、

民
主
主
義
を
原
則
と
す
る
近
代
社
会
と
な

っ
た
今
日
、
な
お
部
落
差
別
と
し
て
、
特

定
の
地
域
に
生
ま
れ
た
人
々
が
集
団
的
に

差
別
さ
れ
て
い
る
問
題
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

前
近
代
的
な
社
会
で
は
、
権
力
者
が
そ

の
支
配
体
制
強
化
の
手
段
と
し
て
厳
し
い

身
分
制
度
を
し
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
生
き

る
人
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
身
分
に
よ
り
職

業
、
居
住
地
な
ど
が
決
ま
り
、
そ
れ
を
越

え
て
生
き
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

寿・婦人学級生 70 人が

村長を囲んで懇談

好評を博している村長と語り合う

これは、寿・婦

人学級生が活動の一つとして開いたもので、今回で 6 回

目。村のトップを招いて村t青勢を勉強しようと始められ

6 月 19 日、中央公民館で行われました。

たものです。 「農村青年の姿について」

つ
ま
り
、
人
間
の
一
生
を
決
定
す
る
も

の
は
、
自
分
自
身
の
「
意
思
」
や
「
能
力
」

で
は
な
く
、
「
身
分
」
、
「
家
柄
」
で
し
た
。

個
人
の
自
由
は
許
さ
れ
な
い
身
分
社
会
で

あ
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
近
代
の
社
会

は
、
人
間
の
権
利
と
自
由
を
最
大
限
に
尊

重
し
、
個
人
の
自
由
な
意
思
に
基
づ
く
契

約
関
係
を
基
調
と
す
る
自
由
競
争
の
社
会

に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
「
身
分
」

「
家
柄
」
に
代
わ
っ
て
、
個
人
の
「
意
思
」

や
「
能
力
」
を
重
要
な
要
素
と
す
る
新
し

い
社
会
に
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。

こ
。t
 

この日も

度なものから、

「村長を囲んで」が、

など高

エピソード・思い出などを交えたものま

で話題は盛だくさん。終始和やかに進められ、予定時間

を 50分もオーバーするほどでした。

［今月の話題］
明和村で 5 月 28 日、東毛地区麦検見競技会が本村矢島

地区で行われました。 この競技会には、邑楽・館林をは

じめ、太田市など東毛地区各市町村から 5 ~11人の代表

こ
の
よ
う
に
、
近
代
社
会
と
な
っ
た
今

日
、
な
お
「
身
分
」
「
家
柄
」
的
な
感
覚

に
よ
っ
て
人
を
評
価
し
よ
う
と
す
る
前
近

代
的
な
考
え
方
が
、
ま
だ
ま
だ
私
た
ち
の

中
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
表

れ
が
同
和
問
題
で
あ
り
、
い
わ
ば
「
生
ま

れ
に
ま
つ
わ
る
差
別
」
の
問
題
と
み
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

真
に
社
会
の
近
代
化
を
は
か
る
こ
と
は
、

前
近
代
的
な
「
生
ま
れ
」
を
重
視
す
る
身

分
社
会
を
一
掃
し
て
、
個
人
の
尊
重
に
徹

し
た
社
会
を
建
設
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
真
に
近
代
化
を
は
か
る
方
途
の
中
に
、

評価員、職員等合わせて 100 人近くが参加。共済事業

の基本でもある適正評価の向上を図るため、毎年、会場

を持ち回りで実施しています。本村からも評価員 3 人、

職員 3 人が参加し、設定した矢島地内の麦畑の作柄を真

剣な表情で見入っていました。

明和村で東毛地区

検見競技会行われる

同
和
問
題
の
解
決
を
位
置
づ
け
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同
和
問
題
の
解
決
を
は
か
ろ
と
い
う

こ
と
は
、
私
た
ち
の
身
近
な
生
活
の
中

の
不
合
理
性
や
古
い
間
違
っ
た
意
識
を

正
し
「
人
間
尊
重
」
の
精
神
を
一
歩
ず

つ
生
か
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
そ
し

て
、
そ
の
中
で
初
め
て
、
同
和
問
題
が

私
た
ち
自
身
の
生
活
と
か
か
わ
っ
た
問

題
と
し
て
理
解
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

作
柄
に
目
を
凝
ら
す
評
価
員
た
ち

゜
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明
和
村
役
場
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
度

採
用
の
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
い
た
し

ま
す
。

＊
応
募
資
格
及
び
要
件

昭
和
三
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四

十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
（

昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
現
在
で
、
満
十

八
歳
か
ら
二
十
三
歳
）
で
、
高
卒
以
上
の

学
歴
の
あ
る
者

＊
申
込
み
期
間
1
1

昭
和
六
十
一
年
八
月
一

日
か
ら
同
年
九
月
十
日
ま
で

62 年度

昭和61年 7 月 10 日

＊
申
込
み
先
1
1

明
和
村
役
場
総
務
課

玄
採
用
予
定
人
員
1
1

若
干
名

玄
試
験
1
1

県
の
統
一
試
験
（
第
一
次
）

0

試
験
日
…
1
0月
5

日
⑪

0

場
所
…
県
立
前
橋
商
業
高
校

※
申
込
み
用
紙
等
は
、
役
場
総
務
課
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
総
務
課
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

職
員
募
集

明
和
村
役
場

田

' 

C 心
ヘリコプターによる空中散布
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＊
実
施
時
間
1
1
毎
回
お
お
む
ね
午
前

5

時
ー
9

時
3
0
分
ま
で
の
予
定

＊
実
施
区
域

1
1
出
入
耕
作
の
関
係
で

他
市
町
村
に
ま
た
が
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

※
実
施
日
時
は
、
気
象
条
件
等
に
よ
り

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

実施予定 区 域 散布対象
其月 日

7 月 2 8 日 千江田農協管内 水田 ・畦けいは畔ん

7 月 2 9 日 明和農協管内 ケ

8 月 2 3 日 村 全 域 ,,,, 

9 月 2 日 明和農協管内 ケ

9 月 3 日 千江田農協管内 ケ

〇
実
施
計
画

7 月 28 日が初日

ご協力ください

(8) 

今
年
も
水
稲
の

病
害
虫
防
除
の
た

め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
に
よ
る
農
薬
空

中
散
布
が
次
の
と

お
り
行
わ
れ
ま
す

み
な
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
生
年
月
日

坂
上
亮
太
敏
博
二
男
中
谷

小
松
原
雅
也
晃

島
山
綾
野
純

1
1

出

長
男
南
大
島

長
女
梅
原

生
1
1

6

月
6

日

5

月
2
1日

5

月

2
7日

吉
永
セ
ッ

石
村
ま
つ

雄
大
佐
貫
6
月
1
3日

政
男
梅
原

6

月

2
8日

原
口
千
代

新
井
か
つ

77 73 81 59 

弘
大
輪

6
月
7

日

茂
江
口

6

月

1
0日

多
田
な
か

6
月
5

日

氏
名

年
齢
世
帯
主
地
区
死
亡
月
日

7
4
淳
上
江
黒

ぞ
ふ
5
〖

ど
t
v
：
升

1
1

死

亡
I
I

小
山
田
茉
莉
子

柏
木
優
香
里
忠
夫

6

月

1
9日

6

月

2
0日

今
月
の
納
め
は
、
固
定
資
産
税

二
期
、
農
業
共
済
（
陸
稲
）
、
国
民

年
金
、
水
道
料
で
す
。

2
8
日
東
部
児
童
館

2
9日
明
和
村
役
場

3
0
日
明
和
農
協
第
一

幸
長
女
南
大
島

長
女
上
江
黒

今

月
の
納
税

柴
崎
仁
美

南
瀬
純
一
博

男

二
女
下
江
黒

長
男
南
大
島

6

月
1
2日

6
月

1
6日

一

役島

田
場

厚
人

子

事
教育 6 

委会員 3付月日o ^ — 退職
‘-’ 

| L 

村 の ＿
つ

ご き

月
日71
3
 

ヶ
‘

17 日

20 日

21 日

22 日

23 日

25 日

27 日

ヶ

28 日

ケ

29 日

危険物収集（金属）

邑楽郡夏期ソフトボール大会

青少年健全育成連絡会議

危険物収集（ガラス類）

巡回健康教室（東部児童館・斗合田集落センター）

農業委員会

循環器精検結果説明会

巡回健康教室（保健センター・江口集落センター）

ママさんバレーボール大会

子ども会少年野球・少女ソフトボ

ール大会 (28 日まで）

血献

巡回健康教室（大佐貫公民館・須賀公民館）

ふるさと見学会

8 月
4 • 6 日 レントゲンニ次



(9) 第298号 広 報 め い わ

身
体
障
害
者

＊
日

＊
会

個
別
柑
談
会

近
ご
ろ
障
害
の
程
度
が
重
く
な
っ
た
人

身
障
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
い
人
な
ど

身
体
の
障
害
に
つ
い
て
の
相
談
会
が
次
の

と
お
り
開
か
れ
ま
す
。

時
1
1
7

月

2
1日

時
ま
で

場
1
1

明
和
村
保
健
セ
ン
タ
ー

※
く
わ
し
く
は
役
場
住
民
課
ヘ

午
後
1

時
＼
3

直→
星
鹿厨

L==コ

L_ff (B4)46季

硬式テニス大会

参加者募集（ダブルス）

対 象＝村内在住・在勤

期日＝ 8 月 10 日（日）

会場＝利根川総合運動場

参加費＝ 1, 0 0 0 円

申込み＝ 7 月 26 日までに社会体育館へ。

事業所対抗‘Jフトボール大会

参加チーム募集

対

期

会

象＝村内事業所単独で編成したチーム

日＝ 8 月 24 日（日）

場＝利根川総合運動場

参加費＝ 3, 0 0 0 円

申込み＝ 8 月 16 日までに社会体育館へ

゜ ゜場 日交

所 時通

[ 後午I 1月77 事故
3 日

談室時でま 午前 相
10=恥A 
時

保
健
．

゜ °日 権人場

所時7 品、-'-

役場会議室 午後3I 1月日5 配心• ‘ 
時ま 午前 しと
で ］時。 相圭叫R 

休 8 
み 月 年さ の
せ 悶て

金し‘ は
た ヽ

だ 胃 相き
ま に
す よ

゜ り ＝5火人
お

昭和61年 7 月 10 日

夏休み子ども映画会

みんな集まれ．／

◎期日 8 月 10 日（日）午前 9 時30分

◎会場明和村中央公民館

◎入場料無 料

◎上 映 『トンデモネズミ大活躍』 ・ 『か

わいいマーニー大空へはばたけ』の 2 本立

◎主 催村子ども会育成団体連絡協議会

※くわしくは、中央公民館云(84)4 4 9 1 へ

前
橋
営
林
署
と
大
間
々
営
林
署
で
は
、

国
有
林
の
緑
の
オ
ー
ナ
ー
（
分
収
育
林
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
植

林
後
二
0
1
三
0
年
経
過
し
た
、
ス
ギ
や

ヒ
ノ
キ
の
森
林
に
対
し
て
、
一
口
以
上
（

一
ロ
5
0万
円
）
を
出
資
し
、
後
に
、
伐
採

し
た
際
の
収
益
を
出
資
に
応
じ
て
配
分
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

＊
分
収
育
林
対
象
所
在
地

0

前
橋
営
林
署
（
6
0
2
7
2
⑫
0
0
8

8
)
1
1北
群
馬
郡
小
野
上
村
大
字
小
野

子
「
子
持
山
国
有
林
」

0

大
間
々
営
林
署
（
6
0
2
7
7
⑬
2
1

2
7
)
1
1桐
生
市
梅
田
三
丁
目
「
高
畑

国
有
林
」

玄
申
込
み
期
限
1
1
7

月

3
1日
ま
で

＊
申
込
み
方
法
な
ど
は
、
各
営
林
署
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

村
で
は
、
九
月
に
老
人
福
祉
大
会
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
席
上
で
金
婚
者

顕
彰
を
行
い
ま
す
の
で
該
当
者
は
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

今
年
該
当
す
る
人
は
、
昭
和
十
一
年
一

月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
の
間
に
結

婚
さ
れ
た
人
で
す
。

該
当
者
は
、
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
役

場
住
民
課
に
届
出
く
だ
さ
い
。

゜

あ
な
た
も

I
I緑
“
の
オ
ー
ナ
ー
に

分
収
育
林
を
募
集

…… 

゜ ゜ ゜ ゜健康相談（月例）

期
日
1
1
7

月

1
7日

受
付
1
1

午
前
9

時
3
0分
ー
1
0時

3
0分

期
日
1
1
8

月
5

日
g

受
付
1
1

午
後
1

時
i
2

時

場
所
1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

乳
児
健
診

7

月

1
0日
困

8

月

1
2日
⑳

妊
婦
健
診

7

月

1
7日
困

い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
受
付
は
午
後
1

時
i

2

時
ま
で

衛
生

昭
和
1
1年
結
婚
者

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る

人
は
届
出
を



第298号 広 報 め い わ 昭和61年 7 月 10 日 (10) 

村の人口

7 月 1 日現在

世帯数 2,531戸

人口総数 10,231人

男 5,124人

女 5,107人

(6 月中の動き）

出生 7人死亡 5人

転入13人転出15人

地区 館林邑楽地区 館林地区

：：石板倉日
月日 科別 産婦人科耳鼻科 内 科外科 明 地田区

7 月 13 日
真中医院大神医院 増田医院ft(72)1387 岡田医院 石山医院

曜 ff (72) 1630 ff (62) 2200 阿久津医院 ft (72) 3315 ft (72} 3163 ff(82)0103 

7 月 20 日
横田医院川田国医院 田内医院ff(72)3855 礫川堂医院 橋本医院

当 云（72)0255 ff (72) 33i 4 須田医院ff(72) 0862 ff (74) 0184 云（82)1150 

7 月 27 日
浜野医院原医院 多々良診療所 云（72)3060 永寿堂医院 竹越医院

番
ff (88)5678 云（62)1936 大塚医院ff(72) 0176 ff (72) 4469 云 (84)3137 

8 月 3 日
白沢医院川田（翔医院 後藤陵医院ff (72)0134 海宝医院 井上医院

医
ft (72) 1600 ft (72) 3314 ゆたか医院 'ff (73)7308 云（72)3155 云 (82)1131 

落合医院後藤陳医院 津久井医院 増田医院
8 月 10 日

云（72)3160 云（72)3975 後藤傾医院 ff. (72) 3975 云（72)3316 云 (82)2255 

麟ェを語る3噌

◎
文
・
題
字
と
も
北
堀
さ
ん
で
す

圏
多
田
淳
一
さ
ん
（
上
江
黒
）
は
、
亡
妻

の
供
養
に
と
五
万
円
を

圏
三
田
智
枝
さ
ん
（
南
大
島
）
は
、
亡
夫

の
供
養
に
と
五
万
円
を

圏
岩
田
利
江
さ
ん
（
梅
原
）
は
、
三
万
円

をそ
れ
ぞ
れ
、
社
会
福
祉
の
た
め
に
使
っ

て
く
だ
さ
い
と
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉

仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
デ
パ
ー
ト
な
ど
で
、
目
に
と
ま
る

籐
細
工
の
手
芸
品
。
鉢
物
の
入
っ
た
「
か

ご
」
気
品
を
漂
わ
せ
る
「
く
ず
か
ご
」
、
大

き
な
物
で
は
、
家
具
ま
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。

作
る
人
の
熟
意
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
籐

細
工
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
私
は
興
味
を
持

ち
ま
し
た
。
時
々
デ
パ
ー
ト
に
行
っ
て
、

イ
ン
テ
リ
ア
用
に
購
入
し
て
き
ま
す
。

あ
る
日
、
村
の
公
民
館
で
、
そ
の
籐
細

エ
教
室
が
開
か
れ
る
と
知
り
申
込
み
ま
し

た
。
教
室
で
は
、
さ
っ
そ
く
、
か
ご
作
り

の
実
践
で
す
。
水
に
浸
し
た
籐
を
、
底
か

広
報
係
で
は
、
あ

6
．
閥3
1
1
1

へ

) 

ら
編
み
は
じ
め
る
の
で
す
。
講
師
に
手

ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
、
中
心
部
分
か

ら
編
み
込
み
ま
す
が
、
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
な
り
ま
せ
ん
。
籐
が
乾
か
な
い

よ
う
に
霧
吹
き
で
水
け
を
保
ち
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。

編
み
方
に
よ
っ
て
は
、
膨
ら
ん
だ
り

く
ぼ
ん
だ
り
す
る
の
で
、
個
性
的
な
作

品
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
丹
精
込
め
て

作
り
上
げ
た
作
品
は
、
み
な
愛
着
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
バ
ザ
ー
に
も
出
品
し
て

み
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、

小
物
し
か
出
来
ま
せ
ん
が
大
作
に
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
か
と
も
考
え
て

い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
家
庭
で
出
来
る
籐
細

工
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◄

籐
細
工
を
楽
し
む

北
堀
里
子
さ
ん
（
中
谷
）

つ
（
ど
ぎ
く

一
年
い
し
が
れ
と
も
か
わ

い
し
か
わ
と
も
ひ
ろ
く
ん
（
川
俣
）
の
作
品

（
公
民
館
ま
つ
り
展
示
品
）

務付も‘ 7 
寸,..., 

けへ月
ール 5 へろ
とメ日 ルう
なッカ~ メ
り卜らヽ ツ
ま着

卜し用ミ
たが二 着
゜必バ 用
要イ
ー、ク
義に

筍
飯

ふ
ん
だ
ん
に
炊
き
も
て
な
せ
り

神
谷
登
志

平
安
の武

士
の
名
似
た
り
花
菖
蒲

石
村
よ
っ

春
陽
さ
す一

葉
の
風
に
踊
り
お
り

小
原
俊
子

つ
つ
じ
燃
ゆ

「
難
民
救
へ
」
と
声
高
に

安
見
あ
つ
子

山
下
ふ
で

筍
や

何
か
淋
し
い
御
堂
う
ら

藤
房
の揺

る
る
か
た
え
に
乳
母
車

深
沢
歌
子

吉
田
和
城

咽¢ 6 月の

疇寄霊
救急車出動回数

●交通事故

●急病

•その他

●計

1 件

6 件

1 件

8 件

飯
塚
美
紀
ち
ゃ
ん
の
作
品

「
お
母
さ
ん
の
顔
」
1
1

千
津
井

が
ま
礫
死

同
日
選
挙
掲
示
待
ち

美術館

な
た
の
作
品
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
出
品
く
だ
さ
い
。

新
井
雅
彦
く
ん
（
斗
合
田
）
の
作
品

（
公
民
館
ま
つ
り
腰
示
品
）
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ー

厳粛に手際よく進められる開票

第
十
四
回
参
議
院
通
常
選
挙
単
独
か
、

そ
れ
と
も
定
数
是
正
、
違
憲
状
態
脱
却
を

背
景
と
し
て
、
第
三
十
八
回
衆
議
院
も
含

め
た
ダ
ブ
ル
選
挙
か
で
気
を
も
ま
せ
た
今

回
の
選
挙
。
結
局
、
昭
和
五
十
五
年
に
続

い
て
国
政
史
上
二
度
目
の
衆
・
参
同
日
選

挙
と
な
り
、
七
月
六
日
、
全
国
一
斉
に
投

票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

朝
の
う
ち
は
、
小
雨
模
様
だ
っ
た
天
気

も
、
前
日
の
予
報
に
反
し
て
徐
々
に
回
復

し
、
ま
ず
ま
ず
の
投
票
日
和
。
心
配
さ
れ

た
投
票
率
も
昭
和
五
十
五
年
の
ダ
ブ
ル
選

挙
時
の
九
一
・
九
七
％
は
、
若
干
下
回
っ

た
も
の
の
九
0
•
四
二
％
と
昭
和
五
十
八

年
の
八
八
•
五
一
％
を
上
回
る
好
成
績
で

し
た
。
（
文
中
の
投
票
率
は
、
い
ず
れ
も

衆
院
選
で
す
1
1

明
和
村
。
）

一
方
、
開
票
は
翌
日
の
七
日
、
中
央
公

民
館
で
午
前
八
時
か
ら
進
め
ら
れ
、
午
前

中
で
大
半
が
判
明
。
そ
の
結
果
、
衆
院
選

（
二
区
）
で
は
、
中
島
源
太
郎
氏
、
笹
川

尭
氏
、
谷
津
義
男
氏
が
当
選
。
参
院
選
（

群
馬
県
選
挙
区
）
で
は
、
中
曽
根
弘
文
氏
、

' 

明
和
村
の
投
票
結
果

圏
衆
院
選

・
当
日
有
権
者
数
七
、
二
0
0
人

•
投
票
者
総
数
六
、
五
―
一
人

（
有
効
票
六
、
三
四
四
票
）

（
無
効
票
一
六
七
票
）

（
不
受
理
）

．
棄
権
者
数
六
八
九
人

•
投
票
率
九

0
•
四
三
％

圏
参
院
選
（
選
挙
区
）

・
当
日
有
権
者
数
七
、
二

0
0
人

•
投
票
者
総
数
六
、
五
―
一
人

（
有
効
票
六
、
二
三
六
票
）

（
無
効
票
二
七
五
票
）

（
不
受
理
）

．
棄
権
者
数
六
八
九
人

•
投
票
率
九

0
•
四
三
％

董
参
院
選
（
比
例
代
表
）

※
次
ペ
ー
ジ
の
上
段
へ
続
く

福
田
宏
一
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

票
率
9
0. 
4
3
0
名
好
成
績
闘

H
選
挙
終
わ
る

小菅政男さん
61 歳•田島

今
回
の
衆
・
参
同
日
選
挙
を
終
え
て
、

＝
一
人
の
有
権
者
に
感
想
を
う
か
が
っ
て
み

ま
し
た
。

七
月
六
日
は
、
私
に
と
っ
て
初
め
て
の

選
挙
で
し
た
。
し
か
も
衆
·
参
同
日
の
国

政
選
挙
。
初
め
て
手
に
し
た
投
票
用
紙
、

希
望
と
不
安
と
感
激
を
胸
に
清
き
一
票
を

投
じ
ま
し
た
。
選
挙
と
い
え
ば
、
夏
休
み

の
宿
題
に
か
な
ら
ず
出
た
明
る
い
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
づ
く
り
。
そ
の
く
ら
い
の
事

し
か
選
挙
認
識
が
う
す
か
っ
た
私
。
こ
れ

か
ら
は
一
層
、
政
治
、
経
済
に
関
心
を
持

ち
一
票
の
重
み
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ク
＿
5
 t

色

公
選
法
違
反
等
で
紙
上
を
に
ぎ
わ
し
た

前
回
と
ち
が
っ
て
今
回
は
、
公
正
選
挙
が

推
進
さ
れ
評
価
を
得
た
選
挙
だ
っ
た
よ
う

園田博子さん

20歳・大佐貫

ダ
ブ
ル
選
挙
を

終
え
て
：
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衆・参院選地区別投票調（明和村分）

地区別 有権者 投票者 棄権者 投票率 順位

斗合田
人 人 人 % 位

282 259 23 91.84 6 

下江黒 260 247 13 95 00 2 

上江黒 391 353 38 90 28 12 

千津井 427 390 37 91 33 , 
江口 451 406 45 90.02 13 

田島 407 375 32 92.14 5 

南大島 891 810 81 90.91 11 

新里 703 625 78 88.90 15 

中谷 466 378 88 81.12 16 

梅原 627 560 67 89.31 14 

川俣 295 272 23 92.20 4 

須賀 355 328 27 92.39 3 

大輪 644 588 56 91 30 10 

入ヶ谷 93 90 3 96.77 1 

矢島 492 450 42 91.46 7 

大佐貫 416 380 36 91 35 8 

計 7,200 6,511 689 90.43 

⑮
笹
川

〇
当
日
有
権
者
数

0

投
票
者
総
数

（
有
効
票

（
無
効
票

（
不
受
理

〇
棄
権
者
数
六
八
九
人

0
投
票
率
九

0
•
四
三
％

圏
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

・
当
日
有
権
者
数
七
、
二

0
0
人

•
投
票
者
総
数
六
、
四
八
四
人
）

（
有
効
票
六
、
二

0
一
票
）

（
無
効
票
二
八
一
票
）

（
持
ち
帰
り
二
票
）

．
棄
権
者
数
七
一
六
人

•
投
票
率
九

0
·
O
六
％

衆
院
選
（
群
馬
二
区
）

圏
候
補
者
別
得
票
数

⑮
中
島
源
太
郎
（
自
）
八
四
、
六
一
八
票

（
全
体
の
二
七
・
九
％
）

尭
（
自
）
七
六
、
六
七
一
票

七
、
二
0
0
人

六
、
五
―
一
人

五
、
九
二
五
票

五
八
六
票

小
菅

須
永

⑮
谷
津

（
全
体
の
二
五
・
三
％
）

義
男
（
自
）
七
四
、
二
七
五
票

（
全
体
の
二
四
・
五
％
）

徹
（
社
）
六
0
、
三
二
六
票

（
全
体
の
一
九
・
九
％
）

啓
司
（
共
）
七
、
ニ
―
五
票

（
全
体
の
ニ
・
四
％
）

〔
敬
称
略
〕

参
院
選
（
群
馬
県
選
挙
区
）

〇
候
補
者
別
得
票
数

⑮
中
曽
根
弘
文
（
自
）
三
六
四‘
1
0三
粟

（
全
体
の
三
四
•
四
％
）

⑮
福
田
宏
一
（
自
）
三
五
四
、
九
六
四
票

（
全
体
の
三
三
・
五
％
）

角
田
義
一
（
社
）
三
0
二
、
一
五
九
票

（
全
体
の
二
八
・
六
％
）

吉
村
金
之
助
（
共
）
三
七
、
0
六
五
票

（
全
体
の
三
・
五
％
）

〔
敬
称
略
〕※衆・参（選挙区、比例代表）とも同じ

参院選比例代表

上位15 （明和村分）

た兄 名 得票数

自由民主党 2,963 

日本社会党 1,048 

公 明 た兄に， 729 

民 社 凸兄今 232 

税 金 メ兄 220 

日本共産党 192 

サラリーマン新党 131 

新自由クラブ 125 

第二院クラブ 79 

福 祉 た兄 64 

年 金 た兄 32 

教 コ円 メ兄 23 

M p D 16 平和と民主運動

社会主義労働者党 13 

老人福祉党 12 

邑楽郡内投票結果（衆院選）

江 小菅啓司 須永徹 笹川虎 中島篠太郎 谷津義男 計 投票率

明和村 81票 888票 577 票 776票 4,022票 6,344票 90.43% 

板倉町 90 684 987 683 8,127 10,571 92.04 

千代田町 126 1,066 1,030 1,380 3,590 7,192 91.03 

大泉町 421 5,208 2,223 6,307 4', 809 18,968 79 90 

邑楽町 255 2,590 1,095 3,551 6,581 14,072 88.13 

計 973 10,436 5,912 12,697 27,129 57,147 86.42 

2 区合計 7,215 60,326 76,671 84,618 74,275 303,105 82.78 

邑楽郡内投票結果（参院選群馬県選挙区）

こ 角田義一 中曽根弘文 吉村金之助 福田宏一 計 投票率

明和村 1,277票 2,960票 130票 1,869票 6,236票 90.43 % 

板倉町 1,252 4,492 163 4,381 10,288 92.0~ 

千代田町 1,672 2,668 202 2,462 7,004 91.02 

大泉町 6,420 6,018 544 5,605 18,587 79.91 

邑楽町 3,942 4,760 390 4,586 13,678 88.11 

計 14,563 20,898 1,429 18,903 55,793 86.41 

群馬県選挙区 302,159 364,103 37,065 354,964 1,058,291 80.34 ※投票率 90.43%

最高裁国民審査（明和村分）

裁判官氏名 罷す免る投を票可数と 罷な免い投を票可数と し

高島益郎 511 5,690 

香川保一 478 5,723 

大内恒夫 476 5,725 

島谷六郎 463 5,738 

矢口洪一 477 5,724 

藤島昭 450 5,751 

林藤之輔 449 5,752 

佐藤哲郎 434 5,767 

長島敦 421 5,780 

坂上器夫 405 5,796 

計 4,564 57,446 

※投票率 90.06% 

今
回
の
衆
・
参
同
日
選
挙
は
、
僕
に
と

っ
て
初
め
て
の
選
挙
で
し
た
。
「
投
票
で

き
る
」
権
利
と
共
に
、
「
良
心
に
従
い
投

票
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
義
務

の
重
大
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
投
票
会
場

は
、
実
に
静
粛
で
重
要
な
選
挙
が
正
し
く

行
え
る
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
与
え
ら
れ
た
権
利
、
義

務
を
念
頭
に
責
任
の
あ
る
一
票
を
投
じ
る

よ
う
心
が
け
、
社
会
の
た
め
に
貢
献
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

) 
青山義徳さん

20歳・下江黒

清き一票を投じる有権者
--------------------------------・·-

に
思
い
ま
す
。
地
元
か
ら
代
議
士
を
誕
生
さ

せ
た
こ
と
も
大
き
い
意
義
が
あ
り
ま
し
た
。

安
定
多
数
を
獲
得
し
た
自
民
党
は
大
勝

に
お
ご
ら
ず
謙
虚
な
姿
勢
で
政
治
に
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
一
方
、
野
党
は
、

こ
の
敗
北
を
機
に
国
民
が
安
心
し
て
政
権

を
任
せ
ら
れ
る
政
党
に
脱
皮
す
る
よ
う
最

善
の
努
力
を
期
待
し
ま
す
。
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’’ 松本 松男さん 渡辺

観
光
資
源
の
検
討

村
長
工
業
団
地
の
計
画
場
所
は
、
大
輪

入
ケ
谷
地
内
の
広
域
晨
道
の
北
側
で
新
堀

川
の
西
か
ら
千
代
田
町
境
ま
で
の
お
よ
そ

認
言
ル
に
な
り
ま
す
。
地
権
者
か
ら
の
要

望
も
あ
り
ま
す
の
で
、
県
に
申
請
中
で
す
。

具
体
的
に
は
県
の
企
業
局
が
用
地
を
買

収
・
造
成
し
、
開
発
す
る
方
式
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
り
っ
ぱ
な
工
業
団
地
を
つ
く

り
村
の
活
性
化
を
促
進
し
て
行
き
た
い
と

5
2
h
a
の
工
業
団
地
計
画

総
合
的
に
検
討
し
た
い

排
水
路
の
整
備
を

正 ニさん

,------------------------------------------------------------------------------

! 「今、村ではどんなことが課題になってい : 
: るのか？」 と、寿・婦人学級生が合同で、：
: 行政の責任者である村長を招いて村の状勢を : 
; 問いました。これは公民館事業の学級活動の : 

! 一つとして行ったものです。この日も、 70人i
: の婦人、老人が日ごろ感じている意見、要望：
] 等を交えて熱気いっぱいに語り合い、有意義：
! な半日を過ごしました。 (6 月 19 日、中央公］
; 民館）その概要は次のとおりです。
------------------------------------------------------------------------------' 

工
業
団
地
の

渡
辺
正
二
•
松
本
松
男

工
業
団
地
造
成
の
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

ま
た
、
本
村
を
観
光
地
に
す
る
考
え
は
あ

り
ま
す
か
。 造

成
計
画
は

こ
ん
な

集
落
内
の

考
え
て
い
ま
す
。

次
に
観
光
地
の
件
で
す
が
、
残
念
な
が

ら
明
和
に
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
観
光
資
源

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
農
業
を
含
め
た
観

光
農
業
的
な
も
の
を
検
討
し
、
進
め
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

柿
沼
け
さ
子

集
落
内
の
水
路
の
こ
と
で
す
が
、
冬
季

に
な
る
と
水
量
が
少
な
く
な
り
、
雑
排
水

が
た
ま
り
、
そ
の
悪
臭
等
で
困
っ
て
い
ま

す
。
解
決
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
の
で
す
が
。

村
長
明
和
村
は
、
昭
和
三
十
年
に
土
地

改
良
を
実
施
し
た
き
り
で
す
の
で
、
か
な

り
年
数
が
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
時

風
間
金
二

農
村
青
年
の
結
婚
問
題
は
切
実
で
す
。

農
村
青
年
と
外
国
婦
人
と
の
結
婚
に
つ
い

て
、
行
政
が
仲
介
し
て
い
る
旨
の
こ
と
が

新
聞
、
テ
レ
ビ
等
で
毅
道
さ
れ
ま
し
た
が

結
婚
問
題

農
村
青
年
の

は
用
排
水
兼
用
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た

で
す
。
加
え
て
、
明
和
村
は
標
高
差

ま
り
な
い
地
形
な
の
で
す
。
特
に
東

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら

に
（
南
か
ら
北
へ
）
流
す
し
か
な
い
わ
し

で
す
。

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
ど
う
し
て
も

た
ま
り
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
の
が
実
態

で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
可
能
な
限
り
、

測
量
を
行
い
再
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

き
た

ベ
-— 
J
 一

村
長
に
集
飼

一 紐ク，、

村
長
賛
否
両
論
が
あ
る
と
思
う
の
で
す

が
、
行
政
が
そ
こ
ま
で
乗
り
出
す
と
農
村

の
イ
メ
ー
ジ
を
ま
す
ま
す
暗
く
し
て
し
ま

う
と
思
う
の
で
す
。

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
先
決

賛
否
両
論
あ
る
が

ど
う
考
え
ま
す
か
。

始
ま
る
前
の

リ
ラ
ッ
ク
ス
体
そ
う
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ヽ
ヽ、

? 

エピソードを交えて質疑応答は、はずみます。

柿沼 けさ子さん

国
際
結
婚
ど
な
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
課

題
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
的
な
こ
と
、
言
葉
、

子
ど
も
、
親
せ
き
と
の
関
係
、
生
活
様
式

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
の

が
現
実
の
よ
う
で
す
。

で
す
か
ら
、
国
際
結
婚
は
、
そ
れ
は
そ

れ
な
り
に
結
構
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

以
前
に
、
農
村
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

る
こ
と
の
ほ
う
が
先
決
だ
と
考
え
る
の
で

す
。つ

ま
り
、
農
村
の
生
活
様
式
を
近
代
的

都
会
的
に
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
家
庭
の
よ
う
に
、
週
に
一
度
は
必

ず
休
日
と
す
る
。

そ
し
て
、
そ
の
休
日
を
社
交
用
に
活
用

す
る
。
も
っ
と
具
体
的
に
い
え
ば
遊
び
に

あ
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
海
・
山
に
行

っ
た
り
、
ス
キ
ー
に
行
っ
た
り
、
あ
る
い

は
、
デ
ィ
ス
コ
に
行
く
の
も
良
い
で
し
ょ

゜

二
つ

も
っ
と
家
か
ら
出
て
社
交
性
を
持
つ
こ

と
が
、
や
が
て
は
い
い
人
に
め
ぐ
り
会
え

る
キ
ッ
カ
ケ
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
う
い
う
キ
ッ
カ
ケ
を
つ
く
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

風間 金 ニさん

村
長
結
婚
相
談
所
（
所
長
1
1

関
口
浅
次

助
役
）
は
、
昭
和
五
十
四
年
六
月
に
設
立

し
、
現
在
二
十
三
名
の
結
婚
相
談
員
に
ご

活
躍
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
以
前
、
隣

接
町
村
の
関
係
機
関
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、

合
同
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
が
、
な
か
な

か
実
績
が
上
が
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

し
か
し
、
根
気
強
く
続
け
て
い
た
だ
き

成
果
が
上
が
る
よ
う
一
層
ご
尽
力
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
ヘ
続
く
）

村
長
各
地
区
と
も
、
神
社
、
仏
閣
の
空

地
を
利
用
し
て
遊
ん
で
い
る
の
が
現
状
で

す
。
大
局
的
に
は
、
明
和
村
第
三
次
総
合

計
画
の
中
で
、
児
童
公
園
を
ニ
ヵ
所
（
新

里
・
中
谷
地
内
で
い
ず
れ
も
3
0
刈
程
度
）
、

近
隣
公
園
一
ヵ
所
を
建
設
す
る
計
画
で
す
。

近
隣
公
園
は
、
簡
単
な
ス
ポ
ー
ツ
広
場
を

備
え
た
公
園
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
（
約

3

言
ル
で
区
画
整
理
事
業
に
合
わ
せ
て
造

る
）更

に
、
ふ
れ
合
い
道
路
と
し
て
緑
道
も

つ
く
り
ま
す
。
中
央
幹
線
（
田
島
地
内
）

か
ら
東
小
ま
で
四
k
m、
ま
た
、
川
俣
駅
の

北
へ
陸
橋
を
か
け
て
中
部
・
西
部
地
区
に

接
続
し
、
村
の
中
央
を
東
西
に
一
本
の
道

路
で
横
断
で
き
る
、
い
わ
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ

大
局
的
に
整
備
充
実

根
気
強
い
活
動
を
継
続

総
合
計
画
に
そ
っ
て

江
森
ほ
の
子

結
婚
相
談
員
の
活
動
に
つ
い
て
。

活
動
状
況
は

子
供
の
遊
び
場
を

関
な
か

南
大
島
に
住
む
者
で
す
が
、
子
供
の
遊

び
場
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
が
。

結
婚
相
談
員
の

つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

江森 ほの子さん

関 な かさん
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篠原ちいさん 荒井雄一さん

こーズにこたえて

説明にも熱が入ります。

冨塚清子さん

今
年
度
中
に
完
成

約
一
億
八
f
万
円
か
け
て

新井正行さん

/6) 

テ
ィ
ー
道
路
を
建
設
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
社
会
資

本
の
充
実
を
は
か
り
子
供
た
ち
の
遊
び
場

不
足
等
の
解
消
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
井
正
行
・
冨
塚
清
子
・
荒
井
雄
一

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
概
要
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
い
つ
完
成
す
る

の
で
す
か
。

村
長
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
、
村
で
も

六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
総
人
口
の

―
ニ
・
五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
分
福
セ

ン
タ
ー
（
館
林
市
）
が
、
経
営
方
針
の
変

更
で
規
模
を
縮
少
（
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
方
式
に
）

し
た
た
め
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し

て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
高
ま
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

そ
こ
で
村
で
は
、
本
格
的
に
昨
年
か
ら

建
設
す
る
方
向
で
検
討
し
、
今
年
度
の
予

算
に
計
上
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

幸
い
に
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し

て
、
建
設
予
定
地
も
確
保
で
き
、
こ
の
た

び
建
設
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。
（
黒
板
に
図
示
し
て

説
明
を
す
る
）
な
お
、
完
成
は
今
年
度
中

(
6
2年3
月
）
の
予
定
で
す
。

〇
建
設
場
所
1
1
保
健
セ
ン
タ
ー
の
東
側

〇
敷
地
面
積
1
1

約
一
千
七
百
平
方
メ
ー
ト
ル

0
本
体
建
物
面
積
1
1

六
百
平
方
メ
ー
ト
ル

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い

ンターを建設

0
事
業
費
1
1

一
億
七
千
五
百
万
円
（
内
訳

1
1

国
・
県
補
助
金
四
千
七
百
万
円
村

債
七
千
三
百
万
円
一
般
財
源
五
キ
五

百
万
円
）

湧
室
数
な
ど
1
1

▽
集
会
室
（
兼
、
運
動
場
・

指
導
室
）
・
ス
テ
ー
ジ
付
▽
図
書
室

▽
教
養
娯
楽
室
▽
ロ
ビ
ー
▽
売
店
▽
事

務
室
▽
健
康
相
談
室
▽
機
能
回
復
訓
練

室
▽
生
活
相
談
室
▽
台
所
▽
ト
イ
レ
（

男
女
・
身
障
者
）
▽
浴
室
、
浴
槽
、
脱

衣
室
（
男
・
女
）

※
事
業
費
、
建
物
面
積
、
室
数
な
ど
は

い
ず
れ
も
予
定
（
計
画
）
の
も
の
で
す
。

道
路
の
改
良
舗
装
を

お
願
い
し
た
い

篠
原
ち
い

須
賀
地
内
の
菅
原
神
社
付
近
の
村
道
を

舗
装
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が1

。

ご
参
拝
に
行
く
際
、
水
た
ま
り
等
が
あ

り
と
て
も
困
っ
て
い
ま
す
。

村
長
現
在
、
村
で
は
道
路
舗
装
す
る
場

合
、
幅
員
四
•
五
ぃ
ぃ
以
上
の
道
路
を
基
本

方
針
と
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
ご
質
問

の
道
路
は
、
四
•
五
い
い
ま
で
ご
協
力
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

今
後
、
区
長
さ
ん
と
も
良
く
協
議
し
な

が
ら
検
討
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
俣
ー
羽
生
間
を

複
線
化
に
（
東
武
線
）横

塚
純
江

川
俣
—
羽
生
間
を
複
線
化
に
し
て
本
数

道
路
舗
装
は

幅
員
い
2
ぃ
以
上
が
原
則

村
長
こ
の
問
題
は
、
以
前
か
ら
い
わ
れ

て
い
る
こ
と
で
再
三
、
会
社
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
会
社
側
に
し
ま
す
と
、
川
俣

ー
羽
生
間
を
複
線
に
し
て
も
、
浅
草
、
北

千
住
が
現
在
過
密
ダ
イ
ヤ
の
た
め
そ
の
沿

線
周
辺
を
拡
張
し
な
い
限
り
効
果
が
な
い

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
川

俣
ー
羽
生
間
を
単
純
に
複
線
に
し
た
だ
け

で
は
本
数
は
増
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
一
方
、
東
武
伊
勢
崎
線
を
両
毛

線
に
乗
り
入
れ
て
前
橋
ま
で
直
通
に
す
る

計
画
も
昭
和
五
十
五
年
か
ら
関
係
市
町
村

で
促
進
協
議
会
を
組
織
し
て
運
動
を
展
開

中
で
す
。
そ
れ
等
の
問
題
と
も
併
せ
て
複

線
化
が
実
現
し
、
本
数
が
増
え
、
し

か
も
、
準
急
が
止
ま
る
よ
う
根

気
強
く
要
望
を
重
ね
努
力
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。

会
社
に
根
気
強
く

お
願
い
す
る

を
増
や
す
よ
う
、
近
隣
市
町
村
と
も
協
調

し
て
会
社
へ
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
。
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中村フユさん 横塚純江さん 島田喜代子さん

村
長

関
係
者
と
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
努

h

要
望
の
道
路
は
、
お
寺
の
東
の
南

生
活
道
路
の

整
備
充
実
を 島

田
喜
代
子

国
道
1
2
2
烏
線
の
昭
和
橋
付
近
の
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
に
防
音
壁
を
取
付
け
て
ほ
し
い
の

で
す
が
。

要
望
し
ま
す

村
長
高
速
道
路
で
は
、
困
っ
て
い
る
と

こ
ろ
は
管
理
事
務
所
に
お
願
い
す
れ
ば
取

付
け
て
も
ら
え
ま
す
。
千
津
井
地
区
で
も

取
付
け
た
と
こ
ろ
が
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
、
国
道
の
場
合
の
防
音
壁
と
い

う
の
は
現
在
の
と
こ
ろ
例
が
な
い
の
で
、

す
ぐ
に
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
関
係
機
関
に
要
望
だ
け
は
申

し
上
げ
て
お
き
ま
す
。

横
塚
純
江

村
道
は
、
地
域
の
生
活
道
路
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
が
、
反

面
未
整
備
の
道
路
も
あ
り
ま
す
の
で
早
く

整
備
し
て
ほ
し
い
の
で
す
が
。
（
千
津
井

地
内
） 関

係
機
関
に

防
音
壁
の
取
付
け
を

国
道
1
2
2
号
線
に

北
の
道
路
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
道
路
ば

利
恨
川
堤
防
拡
張
で
移
転
し
た
人
達
の
住

居
が
あ
り
ま
す
の
で
早
急
に
と
考
え
て
い

た
わ
け
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
地
権
者
と

の
問
題
等
も
あ
り
ま
す
の
で
、
区
長
さ
ん

と
連
絡
を
密
に
し
て
ご
閲
力
い
た
だ
き
な

が
ら
で
き
る
限
り
早
く
改
修
で
き
る
よ
う

努
力
し
た
い
と
考
え
ま
す
。中

村
フ
ユ

わ
た
く
し
宅
の
近
く
の
斗
合
田
と
下
江

黒
の
区
界
の
道
路
は
、
幅
が
狭
く
て
、
し

か
も
凹
凸
な
の
で
困
っ
て
い
ま
す
。
自
動

車
も
入
っ
て
い
け
な
い
状
態
な
の
で
、
私

道
を
つ
く
っ
た
り
し
て
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

な
ん
と
か
拡
幅
し
て
ほ
し
い
の
で
す
が
。

区
長
さ
ん
等
と
協
議

最
善
を
尽
く
す

村
長
当
地
は
、
な
か
な
か
ご
理
解
、
ご

協
力
が
得
ら
れ
ず
困
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

関
係
地
区
の
区
長
さ
ん
か
ら
も
南
北
の
道

拡
幅
を

道
路
が
狭
い
の
で

路
だ
け
で
も
改
良
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

も
あ
り
ま
す
の
で
、
下
江
黒
·
斗
合
田
の

両
区
長
さ
ん
等
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
早

急
に
整
備
で
き
る
よ
う
最
善
を
尽
く
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

篠
木
は
つ

う
ち
の
田
ん
ぼ
（
中
谷
三
二
0
番
地
）

の
前
で
三
面
改
良
が
ス
ト
ソ
。
フ
し
て
い
る

の
で
す
が
、
そ
の
後
の
計
画
は
あ
る
の
で

す
か
。早

急
に改

修
し
た
い

村
長
そ
こ
は
正
直
な
と
こ
ろ
工
事
貨
の

関
係
で
残
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
の
で

近
い
う
ち
に
何
ん
と
か
接
続
す
る
よ
う
に

い
た
し
ま
す
。

老
人
ホ
ー
ム
の
近
況

を
教
ス
て
く
だ
さ
い

荒
井
雄
一

老
人
ホ
ー
ム
の
有
・
無
、
概
要
を
教

農
業
排
水
路
の

工
事
継
続
を

福
祉
施
設
は

年

村
長
県
内
に
は
、
老
人
福
祉
施
設
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
、
四
十
以
上
の

施
設
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
社
会
椙

祉
法
人
な
ど
の
公
的
施
設
で
す
。
近
い
と

こ
ろ
で
す
と
「
館
林
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」

「
東
毛
光
生
園
」1
1

（
い
ず
れ
も
館
林
市

内
）
、
「
高
原
園
」
（
太
田
市
内
）
な
ど
が
あ

り
明
和
か
ら
現
在
七
人
が
入
居
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
東
毛
広
域
圏
で
は
、
ポ
ケ
老
人

の
収
容
養
護
施
設
の
建
設
を
県
に
要
望
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
高
齢
化
社
会
を
迎

え
る
中
で
、
老
人
ホ
ー
ム
的
な
福
祉
施
設

は
、
近
年
特
に
、
要
望
が
増
大
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
一
層
建
設
促
進
が
は
か

ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
人
に

つ
い
て
は
、
役
場
に
申
し
出
て
い
た
だ
け

れ
ば
適
切
な
施
設
を
紹
介
し
、
入
届
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
良
策
か
と
思
い
ま
す
。

て
く
だ
さ
い
。

々

充
実
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う
っ
と
お
し
い
梅
雨
も
、
雷
と
共
に
空
け
た
七
月
、
八
月
、

明
和
で
は
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
夏
祭
り
の
お
は
や
し
が
響
き
わ

ご
こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

｀
た
っ
て
い
ま
す
。
五
穀
豊
穣
を
願
い
、
天
下
泰
平
、
家
内
安
全

を
祈
っ
た
夏
祭
り
も
、
今
で
は
、
地
域
の
人
々
の
ふ
れ
合
い
の

場
に
、
あ
る
い
は
帰
省
客
の
憩
い
の
場
に
。
み
こ
し
、

獅
子
舞
を
舞
う
顔
は
、
と
れ
も
イ
キ
イ
キ
と
輝
い
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
楽
し
い
、
各
地
区
の
夏
祭
り
の
ひ
と
と
き
を
追
っ
て

み
ま
し
た
。

｀乞 ·ヽ`9．し入·，ーァロご心Z竺ミ這嘉。コ込星デl」..ビ‘·｀噴鴫彎信賃

子
供
み
こ
し
が
新
調
さ
れ
、
例
年
に

な
く
盛
り
上
が
っ
た
祭
り
で
し
た
。
子

供
た
ち
も
豆
絞
り
の
は
ち
巻
を
キ
リ
リ

と
締
め
て
う
れ
し
そ
う
。
大
人
も
子
洪

も
一
体
と
な
っ
て
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
の

第
一
声
に
歓
声
。
感
激
で
胸
が
黙
く
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
、
地
域
づ
く
り
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
に
積
極
的
に
参

加
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

私
の
地
区
で
は
、
今
年
、
区
民
の
温

か
い
寄
付
金
で
子
供
み
こ
し
を
新
調
し

ま
し
た
。
み
こ
し
を
か
つ
ぐ
子
供
た
ち

の
目
は
、
み
な
生
き
生
き
と
暉
い
て
い

ま
す
。

夜
に
は
、
境
内
に
設
置
さ
れ
た
舞
台

か
ら
、
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
家
の
自
慢
の
声

が
夜
空
に
響
き
わ
た
る
な
ど
区
を
上
げ

て
の
夏
祭
り
を
満
喫
し
ま
し
た
。

の

大人も、子供も「ワッショイ、ワッショイ…」
(7 /26梅原）

夏
祭
り

橋本信昭さ ん 坂上源次さ ん
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主
な
要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ま
た

必
ず
「
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
」
発

行
の
＂
無
事
故
無
違
反
証
明
書
り
を
添
え

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

地
区
表
彰
（
銅
章
）
1
1
8
月
2
0
日
締
切
り

＊
自
動
二
輪
車
以
上
の
運
転
免
許
を
有
し

五
年
以
上
運
転
に
従
事
し
交
通
事
故
‘
違

反
の
な
い
こ
と

県
表
彰
（
銀
章
）
1
1
8月
2
0
日
締
切
り

＊
自
動
二
輪
車
以
上
の
運
転
免
許
を
有
し
、

十
年
以
上
運
転
に
従
事
し
交
通
事
故
‘
違

反
の
な
い
こ
と

0

地
区
表
彰
を
受
賞
済
の
こ
と

県
表
彰
（
金
章
）
1
1
8
月
2
0
日
締
切
り

＊
自
動
二
輪
車
以
上
の
運
転
免
許
を
有
し
、

十
五
年
以
上
運
転
に
従
事
し
交
通
事
故
‘

違
反
の
な
い
こ
と
。

＊
警
察
署
長
ま
た
は
、
地
区
交
通
安
全
協

会
長
の
推
せ
ん
を
受
け
て
申
請
す
る
こ
と

＊
県
表
彰
（
銀
章
）
を
受
賞
済
で
あ
る
こ
と

圏
い
ず
れ
も
交
通
安
全
協
会
員
の
こ
と

圏
い
ず
れ
も
過
去
に
同
等
種
類
の
表
彰
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

〇
申
請
先
1
1
館
林
交
通
安
全
協
会
へ

圏
無
事
故
無
違
反
証
明
書
の
と
り
方
1
1
自

動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
元

総
社
町
3
9
5
)
へ
直
接
又
は
郵
便
振
替
用

紙
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。
発
行
ま
で
の

梅
原
地
区
で

交
通
安
全

祈
願
祭

..},... .. ｷ....... 

._: -,,.、
• •：・

所
要
日
数
は
十
五
日
間
ぐ
ら
い
で
す
。

※
詳
細
は
館
林
安
全
協
会
(
6⑫
5
0
3

0
)
に
お
問
合
せ
を
。

祭
り
は
、
子
供
、
大
人
に
限
ら
ず
楽

し
い
で
す
ね
。
地
域
の
連
帯
感
、
ふ
れ

合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
ど
れ
も
現

代
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

祭
り
を
通
じ
て
、
そ
れ
等
が
養
わ
れ

明
る
い
村
づ
く
り
の
一
役
に
、
ま
た
、

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
夢
を
与
え
ら

れ
る
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

梅
原
地
区
で
は
、
子
供
み
こ
し
を
新
調

し
た
こ
と
や
、
明
和
村
が
交
通
違
反
、
特

に
、
交
通
二
悪
と
い
わ
れ
る
飲
酒
、
ス
ピ

ー
ド
、
無
免
許
違
反
が
、
常
に
県
下
ワ
ー

ス
ト
上
位
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
ん
な
不

名
誉
は
一
刻
も
早
く
返
上
‘
交
通
安
全
に

努
め
よ
う
と
地
区
を
上
げ
て
違
反
撲

滅
活
動
に
取
り
組
み
、
そ
の
一
っ
と
し
て

こ
の
ほ
ど
、
地
区
内
の
三
島
神
社
で
交
通

安
全
祈
願
祭
を
行
い
、
区
民
の
安
全
を
祈

り
ま
し
た
。

区
民
二
百
人
近
く
が
出
席
し
、
交
通
安

全
に
身
を
引
き
締
め
ま
し
た
。 ＇／ゲ

:、·配

阿久戸昌之さ ん（も）
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昭
和
六
十
年
度
、
村
税
完
納
表
彰
式
が

七
月
二
十
六
日
、
中
央
公
民
館
で
村
内
十

六
地
区
の
納
税
組
合
長
、
館
林
税
務
署
長
、

館
林
財
務
事
務
所
長
、
明
和
村
議
会
議
長

な
ど
二
十
人
以
上
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
村
か
ら
は
、
村
長
、
助
役
、
収
入

役
、
税
務
課
職
員
ら
が
出
席
。

席
上
、
村
長
は
「
日
ご
ろ
、
納
税
意
識

の
高
揚
な
ど
、
税
行
政
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
六
十
年

度
も
立
派
な
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
も
ご
列
席
の
皆
様
を
は
じ
め
、
村
民

各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
た
ま
も
の
で

す
」
と
あ
い
さ
つ
、
一
納
税
組
合
を
除
き

全
納
税
組
合
に
表
彰
状
と
金
一
封
を
贈
り

梅
原
地
区

？管

(10) 

行きずりの子供たちに

ききました。

（大きくなったら……？）

昭和60年度組合別税額及び完納回数

ご
収入済 額 連 続

組合員 税 額 完納回数

斗合田 84人 22,265,100 円 23 回

下江黒 81 22,347,530 22 

上江黒 133 25,108,130 14 

千津井 138 28,044,410 15 

江 口 145 30,332,400 16 

田 島 136 25,130,330 26 

南大島 303 51,167,130 , 
新 里 268 43,821,000 4 

中 谷 186 27,731,250 10 

梅 原 219 36,072,460 30 

/I I 俣 110 16,585,330 19 

須 カ貝ロ 113 19,435,480 14 

大 輪 215 32,657,560 

入ヶ谷 32 7,641,530 27 

矢 島 163 30,875,300 19 

大佐貫 156 21,563,160 8 

計 2,482 440,778,100 \ 
0対象とした税

1 0 村（県）民税〇軽自動車税

i 0 国民健康保険税〇固定資産税

台
風
が
、
地
震
や
雷
と
い
ち
ば
ん
違
う

と
こ
ろ
は
、
他
の
災
害
が
突
発
的
に
発
生

す
る
の
に
対
し
、
台
風
は
規
模
や
進
路
な

ど
を
あ
る
程
度
予
測
で
き
る
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

言
い
換
え
れ
ば
、
正
し
い
情
報
を
よ
り

早
く
知
り
、
備
え
が
で
き
れ
ば
、
台
風
の

正
し
い
情
報
を
よ
り
早
く

9

月
1

日
1
1

「
防
災
の
日
」

感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

次
い
で
、
来
賓
祝
辞
、
受
賞
組
合
を
代

表
し
て
、
恩
田
義
雄
梅
原
組
合
長
の
謝
辞

連
続
完
納
果
た
す

税
に
理
解
、3
0年

三
な
ど
が
行
わ
れ
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
梅
原
地
区
が
、
連
続
三
十
年
完

納
を
果
た
し
た
の
を
は
じ
め
、
入
ヶ
谷
I
I

二
十
七
年
、
田
島
1
1

二
十
六
年
、
斗
合
田

1
1

二
十
三
年
、
下
江
黒
1
1

二
十
二
年
（
以

下
別
表
参
照
）
と
続
い
て
い
ま
す
。

一
方
、
二
十
七
年
連
続
完
納
を
遂
げ
て

い
た
村
県
民
税
は
、
一
部
未
納
が
あ
っ
た

た
め
、
二
十
八
年
連
続
は
成
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

8 月 30 日～ 9 月 5 日は防災週間

豊かな水に恵まれ、四季の変化の美しい日

本。しかし、その一方で台風の通り道に当た

りミ泣き所ミを抱えていることも忘れてはな

りません。 9 月 1 日は「防災の日」。 8 月 30 日

から 9 月 5 日までは「防災週間」です。この

機会に台風に対する日ごろの備えをもう一度

見直してみましょう。

もりじりのりちか

くん
（南大島）

しざわ

（梅

まみ

ちゃん

原）

こばやし みえこ
ちゃん

（南大島）

こくぼ たかし
くん

（南大島）

「
し
ょ
う
ぼ
う
じ
ど
う
し
ゃ
の
う

ん
て
ん
し
ゅ
に
な
り
た
い
で
す
。
か

ひ

じ
の
と
き
火
を
け
し
て
、
か
っ
こ
い

い
か
ら
。
」

「
き
れ
い
な
、
お
よ
め
さ
ん
に
な

り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
い
え
の
ひ

と
や
、
し
ん
せ
き
の
ひ
と
た
ち
に
み

せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。
」

「
パ
ン
や
さ
ん
に
な
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
か
た
ち
の
パ
ン
を
つ
く
っ
て
、

い
え
の
ひ
と
や
、
お
と
も
だ
ち
に
た

べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。
」

「
し
ん
か
ん
せ
ん
の
う
ん
て
ん
し

ゅ
に
な
っ
て
、
ほ
っ
か
い
ど
う
や
、

き
ゅ
う
し
ゅ
う
に
い
っ
て
み
た
い
で

す
。
」

被
害
は
最
小
限
に
く
い
止
め
ら
れ
る
、
と

い
え
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
台
風
の
進
路
予
報
図
の
表

示
方
法
が
、
今
年
の
六
月
か
ら
次
の
よ
う

に
新
し
く
変
わ
り
ま
し
た
。
い
ざ
、
台
風

が
近
づ
い
て
か
ら
あ
わ
て
ふ
た
め
い
た
り

し
な
い
よ
う
、
前
も
っ
て
正
し
い
見
方
を

覚
え
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。
防
災
の
第

一
歩
は
、
日
ご
ろ
の
備
え
と
正
し
い
情
報

の
入
手
に
あ
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。

6

月
か
ら
変
わ
っ
た

台
風
の
進
路
予
報

新
し
い
表
示
方
法
（
図
ー
A
)
は
、
こ

れ
ま
で
の
予
報
円
の
表
示
の
ほ
か
に
、
暴

風
域
と
暴
風
警
戒
域
を
実
線
付
で
付
け
加

像画

え
た
も
の
で
す
。
暴
風
域
と
は
、
平
均
ヘ

生衛の号4
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順優 ロ： : 
tさ二奈i
贄 ：央ぉ : 

・ 母叫刈 仄月実み・
.] やち ] 
崩 「小学生の兄と姉にもまれ、なんでも ん : 
[ いっしょにやろうとしたり、結構おしゃ
;> まなんですよ。末っ子なので甘やかさな ; 

崩 いように育てたいですね……。将来は、 9 
[ 健康で明る＜伸び伸びと育ってほしいと 象: 思います」とお母さん。 / 
こ芦舜芦芦芦芦芦亨亨亨冠崎亨冠亨歪舜醗舜舜·知．詞＇’.

きれいな河川を

子々孫々に伝えよう．／
全国には、川を愛し、きれいにし、美しい本来の

姿を取り戻そうという市民組織が続々と生まれ、積

極的な活動が展開されています。私たちも、もう一

度河川について見直してみましょう。少なくとも川

に空カンなどのゴミは絶対捨てないように必がけた

いものです。

表
彰
を
受
け
る
恩
田
組
合
長
（
右
）

J
の
た
び
三
十
年
連
続
し
て
村
税
完
納

9
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9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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｛
村
税
連
続
完
納
3
0
-

｛
年
を
果
た
し
た
、
梅
｛

~
原
納
税
組
合
長
の
恩
~

~
田
義
雄
さ
ん
に
抱
鎖
~

｛
を
語
っ
て
い
た
だ
き
~

｛
ま
し
た
。

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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梅
原
納
税
組
合
長
恩
田
義
雄

3
0年
連
続

村
税
完
納

表
彰
を
受
け
て

と
い
う
輝
か
し
い
偉
業
を
の
こ
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
事
は
ひ
と
え
に
納
税
組
合
員

の
み
な
さ
ん
の
税
に
対
す
る
深
い
理
解
と

高
い
認
識
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
ま
す
。

古
き
諺
に
も
「
言
う
は
易
く
行
う
は
難

し
」
の
た
と
え
の
よ
う
に
一
朝
一
夕
に
し

て
成
し
得
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

常
日
頃
組
合
の
み
な
さ
ん
に
は
、
税
の

み
な
ら
ず
何
か
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
伝
統
あ
る
灯
を
消
さ
ぬ
よ
う
三
十
年

を
―
つ
の
節
目
と
し
て
更
に
心
を
新
た
に

し
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

終
り
に
こ
れ
に
た
ず
さ
わ
る
関
係
機
関
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
税
務
職
員
の
ご
労
苦
に

対
し
て
も
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

／
風
速
毎
秒
二
十
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
暴

風
が
実
際
に
吹
い
て
い
る
範
囲
。
暴
風
警

戒
域
と
は
、
予
想
時
刻
に
暴
風
域
に
な
る

恐
れ
の
あ
る
範
囲
で
す
。
台
風
の
中
心
や

暴
風
域
が
、
予
報
円
、
暴
風
警
戒
域
の
円

内
に
入
る
確
率
は
、
と
も
に
六
0
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
暴
風
域
の
外
側
に
は
、

五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
強
い
風
が
吹
く
「
強

風
域
」
が
必
ず
あ
り
ま
す
。

暴
風
警
戒
域
の
外
側
だ
か
ら
と
い
っ
て

決
し
て
気
を
緩
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

風
速
十

□
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真
剣
に
見
入
る
子
供
た
ち
~

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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夏休みを利用して

ふるさと見学

夏休みにもっと郷土を知ってもらおう＿と、中央公

民館では、小学生を対象に「ふるさと見学会」を行いました。

21名の一行は役場のマイクロバスで朝 9 時公民館前を出

発。矢島地内の「富士見洪養塔」を皮切りに名所・旧跡

・工場団地など 9 カ所を村内めぐり、子供たちは同行し

た金子利ーさんから昔のいい伝えや、水害などの話を真

剣な表情でメモをとりながら、聞き入り有意義な一日を

過ごしました。

街頭で明るい社会建設を呼びかけ

更生保護婦人会 。

(12) 

「犯罪のない明るい社会を築きましょう」と社会を明

るくする運動が 7 月 1 日から1 カ月間全国一斉に展開さ

れました。村でも、官民の関係団体で組織している社会

を明るくする運動実施委員会が開かれ、実施項目を決定

し活動を展開。その構成団体の一つである、更生保護婦

人会は、期間中の初日、村内 3 カ所の街頭で道行く人に

手づくりの紙花やチラシを配布し、明るい社会建設をう

ったえました。

（今月の話題）

一連の動作で、ポンプ操法のスピードと正確さを競い

合う、明和消防団ポンプ操法競技会が、 7 月 6 日、日東

製器（掬（矢島地内）駐車場で、百人近くの団員が参加し

て本番さながらに行われました。優勝は次のとおりでし

た。自動車ポンプの部・団体＝第 1 分団 1 班。指揮者＝

斎藤徳男、 1 番員＝蓮見和宏、 2 番員＝大木久史、 3 番

員＝小林一雄、 4 番員＝町田良雄。小型ポンプの部・団

体＝第 3 分団 2 班。指揮者＝荒井和彦、 1 番員＝栗原精

2 番員＝金子功、 3 番員＝柴崎正成（文中敬称略）

ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
を
く
ば
る

更
生
保
護
婦
人
会
の
皆
さ
ん
一

スピードと正確さを追求
ポンプ操法競技大会

本
番
さ
な
が
ら
の
団
員

南大島の本沢寿治さん宅に、このほ．どサボテンの一種

で、高さ 50cmほどの「月下美人」が開花し近所の人たち

を楽しませています。花は一輪でこぶし大の白色。この

花は夜開花し、 4 時間位しか咲いていないことから愛好

家の間では珍花と絶賛されています。 「 6 年前に知人か

らいただいたもので特別手を加えたこともなかったのに

…」と本沢さん。夕食後、近所の人たちと珍しい花に見

とれ団らんのひとときを楽しみました。

本沢寿治さん宅に

珍花「月下美人」 が咲く

見
事
に
開
い
た
サ
ボ
テ
ン
の
花
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心の持ち方だけで

解決するだろうか

「
わ
た
し
は
差
別
な
ん
か
し
て
い
ま
せ

ん
。
だ
れ
と
で
も
仲
よ
く
公
平
に
つ
き
あ

っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
人
が
多
く
い
ま
す
。

そ
れ
自
体
は
大
切
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
が
「
差
別

は
心
の
持
ち
方
だ
け
で
解
決
す
る
の
で
は
」

と
か
「
だ
れ
と
で
も
仲
よ
く
し
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
だ
け
で
す
べ
て
が
解
決
す
る

と
考
え
て
い
る
と
し
た
ら
、
必
ず
し
も
喜

べ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
こ
う
い
う
意
見
の

な
か
に
は
、
「
差
別
は
い
け
な
い
こ
と
だ
」

と
い
う
よ
う
な
り
た
て
ま
え
り
だ
け
が
先

に
走
っ
た
り
、
差
別
を
う
わ
べ
だ
け
で
と

おじいちゃん、おばあちゃんありがとう

ほくたち、とっても楽しかったです

「おじいちゃんから孫たちへ 」と 7 月 4 日、東幼

稚園児42人と寿学級生のお年寄り 30人が、七夕飾りづく

りに汗を流しました。 「昔はこうやって作ったんだよ」

と語りかけながら手づくりの良さを伝授。

あって園児たちは、 目を輝やかせて、

めずらしいと

おじいちゃん、

つ
く
る
喜
び
を
味
わ
う
子
供
た
ち

ら
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。

そ
の
結
果
か
ら
、
こ
れ
は
前
回
で
も
ふ

れ
ま
し
た
が
「
ど
ん
な
こ
と
が
差
別
に
な
る

の
だ
ろ
う
」
と
か
「
ど
う
し
た
ら
差
別
を

な
く
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
」
な
ど

と
、
自
分
自
身
で
反
問
し
た
り
、
み
ん
な

で
考
え
直
し
た
り
す
る
努
力
が
不
足
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
職
業
に
”
貴
い
"
”
卑
（

い
や
）
し
い
＂
は
な
い
と
い
い
な
が
ら
、

現
実
に
は
職
業
に
よ
っ
て
人
の
価
値
を
き

め
て
し
ま
う
よ
う
な
傾
向
が
ま
だ
一
部
に

あ
っ
た
り
、
ま
た
、
男
女
平
等
の
は
ず
が
、

ばあちゃんから手ほどきを受け、マコモ馬、

お

3m ほどの

竹に短冊を付けた飾りもの 2 本をつくり上げ歓声をあげ

ました。

今月の話題

梅雨の合間をぬって、 第 5 回明和村老人クラブゲート

ボール大会が、 7 月 1 日、利根川総合運動場で行われま

「
女
の
く
せ
に
」
な
ど
と
い
っ
て
女
性
を
見
下

す
傾
向
が
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
そ
の
中
で
も
偏
見
や
差
別
が

も
っ
と
も
集
中
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の

が
「
部
落
差
別
」
な
の
で
す
。
口
さ
き
で

い
く
ら
良
い
こ
と
を
い
っ
て
も
、
現
実
に

お
こ
っ
て
い
る
よ
う
な
問
題
を
根
本
か
ら

な
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
努
力
が
な
け
れ

ば
、
差
別
の
な
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
今
、
一
番
必
要
な
こ
と
は

県
民
の
だ
れ
も
が
「
差
別
を
許
さ
な
い
」

と
い
う
確
固
た
る
信
念
を
も
っ
て
、
ま
ず

自
分
の
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
差
別
を
み

した。村内16地区から 34チーム 300人近くが参加。前日ま

で雨天とあって、打ったボールの勢いは普段の 3 分の 2

ほどで、

そんな中、

グランドコンディションは今ひとつ。

みごと初めての栄光を手にしたのは、

貫 B チームでした。 「日頃の練習の成果が、

りました」 と初優勝によいしれていました。

大佐

ようやく実

大佐貫 Bチーム初優勝

練習の成果実る。ゲートボール大会

い
だ
し
、
そ
れ
を
よ
り
多
く
の
人
と
機

会
あ
る
ご
と
に
話
し
合
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
中
か
ら
差
別
を
な
く
す

道
す
じ
を
み
ん
な
で
考
え
、
そ
れ
を
実

行
し
て
こ
そ
本
当
に
「
差
別
な
ん
か
し

て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
心
の
な
か
だ
け

で
差
別
を
と
ら
え
た
り
、
ま
た
そ
れ
を
差

別
さ
れ
る
側
の
責
任
で
あ
る
よ
う
に
考
え

る
こ
と
は
、
問
題
を
正
し
く
理
解
し
て
い

る
と
は
い
え
ず
、
む
し
ろ
差
別
を
お
お
い

か
く
す
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

勺
＇
ニ

r'gｷ
9
 

ヽ

” 

優
勝
し
た
大
佐
貫
B

チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
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午
後
1

時
＼
7

時
の
間
に

館
林
厚
生
病
院

患
者
さ
ん
に
は
、
良
い
環
境
の
な
か
で

適
切
な
治
療
を
受
け
十
分
な
静
養
を
と
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。
指

定
時
間
外
の
面
会
は
、
治
療
と
静
養
の
さ

ま
な
け
と
な
り
、
ま
た
、
大
勢
に
よ
る
面

会
や
十
洪
づ
れ
は
、
他
の
患
者
に
大
変
め

い
わ
く
と
な
り
ま
す
の
で
、
時
間
外
、
大

勢
に
よ
る
面
会
は
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

面
会
時
間
は
、
午
後
一
時
か
ら
七
時
ま

で
で
す
。
こ
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

面
会
時
間
は

田

み
ん
な
で
祝
福

ご
出
席
を

該
当
者
は
、

村
で
は
、
大
人
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚

し
、
自
ら
の
力
で
生
き
ぬ
こ
う
と
す
る
新

成
人
の
”
門
出
ク
を
祝
う
、
第
三
十
二
回

明
和
村
成
人
式
を
行
い
ま
す
。

該
当
す
る
人
は
、
ぜ
ひ
、
ご
出
席
く
だ

さ
い
。

含
該
当
す
る
人
1
1
昭
和
4
1年
4

月
2

日
か

ら
昭
和
4
2年
4

月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

七
月
十
六
日
・
十
七
日
の
二
日
間
取
材

収
録
が
行
わ
れ
、
ク
ラ
ブ
活
動
状
況
や
鼓

笛
隊
の
練
習
風
景
な
ど
学
校
生
活
の
様
子

が
こ
ま
か
く
紹
介
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

玄
放
映
日
時
1
1
9

月
5

日
②
午
後
6

時

3
0分
＼
7

時
0
0分

(
3
0分間
）

玄
チ
ャ
ン
ネ
ル
1
1
群
馬
テ
レ
ビ

(
U
H
F

8
h
)
 

4

c

 

玄
番
組
タ
イ
ト
ル
1
1
「
ば
く
ら
の
放
送
局
、

明
和
西
小
学
校
」

食
内
容
1
1

生
徒
に
よ
る
詩
の
聞
読
、
保
健

委
員
会
の
活
動
、
鼓
笛
隊
の
演
奏
、
校

歌
斉
唱
、
ク
ラ
ブ
活
動
（
八
木
節
ク
ラ

..... --, 

.... --ｷｷｷｷ 

ブ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）
な
ど

西
小
が
群
馬
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
ま
す

I
I見
て
く
だ
さ
い
“

成
人
式

＊
期
日

1
1
9

月

2
3日
（
秋
分
の
日
）

玄
式
場

1
1

中
央
公
民
館

※
そ
の
他
、
く
わ
し
く
は
村
教
育
委
員
会

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。行

こ
う

県
内
各
地
域
に
伝
承
、
保
存
さ
れ
て
い

る
郷
土
芸
能
等
を
、
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動

や
地
域
子
供
会
、
郷
土
芸
能
保
存
会
な
ど

に
参
加
し
て
い
る
子
供
た
ち
に
よ
っ
て
発

表
さ
れ
ま
す
。
＼

＊
日
時
1
1
8

月

2
4日
開
演
認
時

＊
場
所
1
1

太
田
市
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

「
少
年
文
化
祭
」
に

、

取材風景（収録）

松斎
永藤氏

弘
透

壮
敏

名

:;. 

呆
俊
者

K

．
し
り
也
．
ぺ

1

f
l

f
 .. ー
ー
＂
，
和
t
l
}
ー

1
1

喜
作
三
男
大
輪
％

諭
勲
二
男
中
谷
蹂

I
I
'

お
め
で
た

1
1

あ
わ
t
よ
｀

t
 （

｀
太
く
ャ
升（敬称略）

今
月
の
納
税

今
月
の
納
税
は
、
村
園
民
税
二
期

国
民
健
康
保
険
税
二
期
、
個
人
事
業

税
一
期
、
利
根
加
用
水
組
合
費
、
．
農

業
共
済
（
水
稲
、
園
芸
施
設
）
国
民
年

金
、
水
道
料
で
す
。

2
6日
東
部
児
童
館

2
7日
明
和
村
役
場

2
8日
明
和
農
協
第
一

8 贔

ル
‘

11 日

13 日

20 日

21 日

村 の ＿
つ

_、、

し き

夏休み子ども映画会

第 1 回硬式テニス大会

例月出納検査

麦損害評価会

体育施設利用団体協議会

農業委員会

橋
本
章
一

大
澤
己
太
郎

氏

名
1
1

お
く
や
み

I
I

奈
良
原
慶
子

砂
賀
優
志

田
端
聡

奈
良
勇
志

新
井
宏
和

鈴
木
佐
知
子

金
子
浩
之

桑
原
彩
子

心
霞
よ
喜塁／

年
齢
世
帯
、
じ

8
1（
康
男
）

1

斤

8

奈

（
）
は
新

E

しL

也
·
を
タ

L

_

'

|

1

|

 

. 

斗
合
田
犀ぷ

矢
島

正
己章豊長

三
孝
之

文
夫栄好

之

長
女
矢
島
え

三
男
斗
合
田
％

三
男
田
島
知

長
男
田
島
孤

長
男
田
島
孤

二
女
梅
原
孤

長
男
入
ケ
谷
孤

長
女
新
里
沿

22 日｛
老人福祉センター建設計画説

明会

24 日
｛第 6 回事業所対抗ソフトボー

ル大会

日
日
3
1

月

7

, 
防災訓練リハーサル

総合福祉スポーツ大会
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合 (84) 4626 

ごソフトボール大会参加チーム募集竺）

対 象＝村民または、村内の事業所で編成す

るチーム

期日＝ 9 月 7 日（日）・ 14 日（日）

会 場＝利根川総合運動場

申込み＝ 8 月 26 日までに

co庭球（軟式）大会参加者募集 ジ
対 象＝中学生・一般

期日＝ 9 月 7 日（日）

会 場＝利根川総合運動場

申込み＝ 8 月 27 日までに

ごバレーボール大会参加チーム募集o_)

お
I 

休 ] $ み
さ の ヽ

せ 嬰 旦て
し） は

ヽ

た
ヽ 心

だ 夏 配•`‘ 
き

` ま に 畠す ょ

゜ り 談

対象＝一般村民

期日＝ 9 月 14 日（日）

会場＝社会体育館

申込み＝ 8 月 31 日までに

c0 ゲートボール大会参加チーム募集：〉

対象＝一般村民

期日＝ 9 月 18 日（木）

会 場＝利根川総合運動場

申込み＝ 9 月 6 日までに

C0バドミントン大会参加者募集 ジ

対象＝一般村民

期日＝ 9 月 21 日（日）

会場＝社会体育館

内 容＝男・女ともダブルス

OA ブロック……経験 2 年以上の者

OB ブロック……経験 2 年未満の者

申込み＝ 9 月 13 日までに

゜ ゜場 日
交

所 時
通

舟
¥ 8 

事午後 1月4 
民相 3 日 故

談室 時でま 午前 相

10 談
時

離乳食講習会 胃集団検診

り

り

/ 

『
個
厨

（
毎
月
実
施
）
L 

0

場
所

0

日
時

9
月

4

日
午
前

1
0時

ー
午
後
3

時
ま
で

館
林
市
役
所
相
談
室

対

期

受

場
内

象
日
付
所
容

生後 4~6 カ

月児

9 月 2 日吹

午後 1 時30分か

ら

中央公民館

離乳食の進め方

年
金
相
談

/ 

対象希望者
期日・場所芯炊戸明和農
協第 1 。以杓4呆健セン
ター。％困4呆健センター

受付いずれも午前 6 時
30分～ 9 時30分

料金 500円

村の若者たちが一同に集まって「ふる里ふれあい
会＝代表、黒沢政彦さん＝会員30人」の会を発足。
若いエネルギーを結集して何かをやろう…という趣
旨。このたび劇団「ふるさときゃらばん」を招いて
興行を実施することになりました。ミュージカル「
ザ結婚」を上演します。 大人 2,500円

（小学生以下の入場はこ遠慮いただきます）

玄
対
象

1
1

県
内
の
中
小
企
業
の
勤
務
者

玄
融
資
額
1
1
7
0
1
5
0
0

万
円

玄
利
率

1
1
県
と
金
融
機
関
が
契
約
し
た
率

玄
償
還

1
1
2
0
年
以
内
、
元
利
均
等

玄
申
込
み
1
1

取
扱
い
金
融
機
関
（
群
馬
銀

行
、
信
用
金
庫
、
農
協
な
ど
）
~

玄
受
付
1
1

来
年
三
月
ま
で
随
時

※
詳
細
は
群
馬
県
庁
労
政
課
（
6
0
2
7

2
5
1
1
1
1内
線
3
1
6
4
)
へ

時

8

月

2
1
日
、
9月
4
日

受
付
1
1

い
ず
れ
も
午
前
9

時
3
0分

\
1
0時
3
0分
ま
で

0

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

乳
児
健
診
(
8月
認
日
因
）

妊
婦
健
診
(
8月
2
1日
因
）

い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
1

時
＼
2

時
ま
で
。

1 歳6カ月児健診
/ 

対 象

期日

受付

場所

携行品

マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
資
金

融
資
の
ご
案
内

0
日

健
康
相
談

昭和59年 12月～

60年 2月の間に

生まれた児

8 月 29 日（金）

午後 1 時～ 2 時

保健センター

母子手帳問診票

健康づくり講演会／

対象者

期日

場所

テーマ

講 師

村民

8 月 20 日（水）

午後1 時30分から

保健センター

胃がん死亡ゼロ

口をめざして

田島昭三医師
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現
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3
6
2
5
0
1
3
7
1
1
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~
人
日
広

0
5
5

き
死
転
”

,
1

ー
動
、

'

ｭ

[
の
月
数
数
の
人
人
[

”
8

公
じ
中

0
5
·

、
寸
帯
糸
男
女
月
ー

2
·

”
士
口
生
入
”
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”
世
人
（
出
転
”

ヽ

t
、
"
·
"
‘
"
員
＂
贔
"
“
·
‘
"
"
‘
‘
"
"
"
員
"
‘
·
‘
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·
1
ヽ
ヽ
h
·
‘

口
館林邑楽地区 館林地区 明邑楽和干代・ 板地田倉区

日
産婦人科 耳鼻科 内 科外科

8 月 17 日
根岸医院大神医院 上野医院合72-3330 寺内医院 小西医院

曜
合72-3262 合62-2200 安楽岡医院合72-0572 云72-3031 云86-2261

8 月 24 日
古屋（↑到医院小倉医院 清河堂医院合72-3070 宇沢病院 橋本医院

当 合63-6161 合72-0606 森下医院合73-7776 合74-8761 ff82-l l 50 

8 月 31 日
佐々木医院川田医院 大島診療所合77-1503 最上医院 館林地区が

合62-2623 合72-3724 大石医院合74-2362 合74-3763 担当じます番

る話[ で : で9 月 7 日
真中医院原医院 堀越医院合73-4151 館林医院 竹越医院

医
乞72-1630 合72-1936 増田医院合72-1387 ff72-2112 云84-3137

9 月 14 日
横田医院川田医院 寺内医院 増田医院

合72-0255 合72-3724 田内医院ff72-3855 云72-3031 合82-2255

大
正
琴
を
楽
し
む

斤立

井

道
子
さ
ん
（
新
里

` 

ワ月の

救急車出動回数
•交通事故 5 件
●急病 3 件

•その他 2 件
●計 10 件

絃琴、辞わ沼f

圏
北
島
三
郎
さ
ん
（
田
島
）
は
、
亡
父
の

供
養
に
と
三
万
円
を

0
森
尻
茂
さ
ん
（
南
大
島
）
は
、
亡
二
男

の
供
養
に
と
十
万
円
を

0
吉
永
政
男
さ
ん
（
梅
原
）
は
、
亡
母
の

供
養
に
と
三
万
円
を

蒼
原
口
保
男
さ
ん
（
大
輪
）
は
、
亡
妻
の

供
養
に
と
五
万
円
を

圏
島
田
高
男
さ
ん
（
中
谷
）
は
、
衣
類
（
六

万
円
相
当
）
を

そ
れ
ぞ
れ
、
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉

仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

美
し
い
旋
律
と
哀
愁
を
か
も
し
だ
す
大

正
琴
の
音
色
に
引
か
れ
入
会
し
て
か
ら
一

年
半
近
く
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
初

伝
の
免
許
は
項
き
ま
し
た
が
、
演
奏
の
方

は
、
ま
だ
／
＼
未
熟
で
す
。
授
業
は
月
一
―

て
い
ね
い

回
で
す
が
、
一
人
一
人
丁
寧
に
音
符
か
ら

’` 

さいた
いまの広
゜す作報

(84) ゜品係
3 ごをで
1 出募は
1 品集‘
1 くしあ
ヘだてな
`' 

指
の
使
い
方
ま
で
指
導
し
て
下
さ
い
ま
す
。

今
迄
楽
器
に
は
あ
ま
り
な
じ
む
事
の
な
か

っ
た
私
達
も
、
今
で
は
自
分
の
指
で
メ
ロ

デ
ー
を
弾
き
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
又
琴
を

生
き
が
い
に
毎
日
練
習
に
取
り
組
ん
で
い

る
人
達
も
い
ま
す
。
宇
宙
旅
行
も
可
能
な

Z= 

石
川
真
由
美
ち
ゃ
ん
の
作
品

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
顔
」
1
1

大
佐
貫

美術館

f
 

う
J

時
世
に
、
大
正
時
代
に
作
く
ら
れ
た
楽
5

器
で
演
奏
す
る
の
は
、
時
代
錯
誤
の
よ

う
で
す
が
近
頃
で
は
、
エ
レ
キ
大
正
琴

な
ど
も
出
回
り
、
ス
テ
ー
ジ
演
奏
に
好

評
を
博
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
特
に
ヤ

ン
グ
層
に
評
価
さ
れ
、
蒋
及
傾
向
に
あ

る
よ
う
で
す
。
私
達
主
婦
に
取
っ
て
は

毎
日
忙
し
い
生
活
の
合
間
を
ぬ
っ
て
の

趣
味
活
動
だ
け
に
、
大
変
で
す
が
、
そ

の
少
時
間
を
有
効
に
活
用
し
一
層
練
習

に
励
み
年
二
回
の
発
表
会
に
向
け
て
精

進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ｷ
 

こ
れ
か
ら
も
、
毎
日
が
楽
し
く
過
ご

せ
、
琴
を
通
じ
て
ふ
れ
合
い
を
大
切
に

よ
り
深
い
友
情
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

末
永
く
大
正
琴
教
室
を
続
け
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

文
・
題
字
と
も
新
井
さ
ん
で
す
。

こ
キ

t
ど
ち

ふ
み
あx

` っヽ
l
t
ど
ベ
ン
＼

た
ぐ
ち
ふ
み
あ
き
く
ん
（
大
輪
）
の
作
品

（
公
民
館
ま
つ
り
展
示
品
）

砂
賀
美
芽
ち
ゃ
ん
（
上
江
黒
）
の
作
品

（
公
民
館
ま
つ
り
展
示
品
）

.... 

椙
｛
祉
の
村
}
 

江
森
政
美

細
田
武
子

明
和
歌
会

ヒ
バ
リ

上
向
き
て
雲
に
ま
ぎ
れ
し
雲
雀
追
ふ
少
年

ふ
た
り
は
づ
み
過
ぐ
る
野坂

上
千
枝
子

ウ
ッ
シ
ョ

わ
ず
ら
わ
し
き
事
の
み
多
き
現
世
に
黙
し

耐
へ
を
り
ま
た
も
試
練
か山

形
ト
メ

今
着
け
し
野
草
の
名
札
見
を
ら
ん
か
棚
に

沿
へ
る
生
徒
ら
順
次
移
れ
る

立
岡
正
夫

雑
草
は
幾
度
農
薬
か
く
た
れ
ど
忽
ち
穂
を

出
し
強
き
生
き
抜
く

多
田
は
つ
江

五
年
間
き
ゅ
う
い
を
育
て
初
な
り
の
短
き

茎
の
選
実
に
迷
う

か
ほ
や
が
沼

人
に
誇
れ
る
事
何
も
な
く
老
い
づ
き
て
こ

の
ふ
る
里
に
六
十
路
さ
ら
ば
ふ

奈
良
原
き
く
の

谷
田
川
に
雑
魚
取
り
き
て
煮
こ
ご
り
せ
し

次
第
に
香
し
若
き
日
の
父
も

瀬
下
一
江

万
病
に
効
く
と
袖
ひ
く
を
素
通
り
せ
し
旅

恋
ふ
今
朝
の
腰
の
う
づ
き
に

柿
沼
ま
つ

イ
タ
リ
ア
語
使
へ
ば
日
本
語
返
り
来
る
鼻

高
き
等
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
笑
ふ

江
森
佳
世
子

つ
ま

人
も
じ
り
あ
ら
は
に
な
り
し
孫
に
夫
面
近

づ
け
て
尚
嫌
は
れ
る

芸

欄
こほろぎ

短歌会
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村
印
i
あ
ら
た
に
村
内
に
住
所
を
定
め
た
と
一

和
縣
＂
き
は
轄
入
屈
を
；

...... 

明
和
斉
―
]
村
内
て
住
所
を
嬰
え
た
と
き
は
輯
居
一

I

一
．
居
を
；... 

所
喰
人
I
J
m
．
一
世
需
主
か
嬰
っ
た
と
き
は
嬰
更
届
を
]

行
集
行
屈
＂

葬
団
発
印
i
十
四
日
以
内
に
届
出
て
下
さ
、

0

一

.... 
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i
み
な
さ
ん
と
共
に
、
歩
み
続
け
て
｛

ー
い
る
「
広
報
め
い
わ
」
。
今
月
で
三
｛

｛
百
号
を
迎
え
ま
し
た
。
昭
和
三
十
年
｛

i
四
月
一
日
の
創
刊
以
来
、
住
民
と
行
｛

｛
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
ま
た
、
｛

i
明
和
村
の
記
録
紙
と
し
て
歩
ん
で
ま
ー

~
い
り
ま
し
た
。

｛
こ
の
三
百
号
を
―
つ
の
節
目
と
し
｛

~
て
‘
＿
層
紙
面
の
充
実
に
努
力
し
、
~

~
愛
読
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
広
報
ぷ
に
i

｛
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

一
今
後
と
も
、
広
報
紙
に
対
す
る
ご
一

i
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
一

ー
し
上
げ
ま
す
。9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

圏
大
き
さ
1
1

▽
B
5

判
の
横
形
…
「
創
刊

1

第
2
0
号
（
昭
和3
3年
1

月
）
ま
で
」
。

▽
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
（
新
聞
紙
の
ー
＿
2
)…
「
第

2
1号
（
昭
和
3
3年
4

月
）
1
1
5
0
号
（
昭
和

4
9年
3
月
）
ま
で
」
。
▽A
4

判
…
「
第

1
5
1
号
（
昭
和

4
9年
4
月
）
1
現
在
ま
で
」

0
発
行
I
I

▽
不
定
期
（
随
時
）... 

創
刊
ー

昭
和
4
0年
1
2
月
ま
で
。
▽
定
期
月
一
回
1
1

「
昭
和4
1年
1

月
1
昭
和
4
5年
4

月
ま
で

（
毎
月1
5日
発
行
）
」
、
「
昭
和45年
5

月

1
現
在
ま
で
（
毎
月
1
0
日
発
行
）
」
。

圏
題
字
1
1

▽
萌
和
村
廣
報
＂
…
「
創
刊

1
第
認
号
（
昭
和
4
0年
1
0
月
）
ま
で
」
。

▽
"
広
報
め
い
わ
り
…
「
第
5
3号
（
昭
和

4
1年
1

月
）
1

現
在
ま
で
」
。

絹和村の歌
哨和者頭
咽和

I f 

△レコード（シングル盤）

昭和45年 3 月製作

•) 

そ＇や‘
呼印謬 9’虹

め明い和ゎ
1985 

IO年 n ぁゆみ

9 ，編・・輝10爾皐記愈号

花とほ1こ囲まれだ

△「合併30周年記念村勢要覧」

昭和60年12月発行 (A 4 判）
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昭和53年 1 月発行（ヨコ 26x 18cm) 
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村
の
情
報
を
知
る

”
広
報
め
い
わ
“
毎
月
配
布
さ
れ
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
一
人
で
す
。
家
庭

と
職
場
と
の
往
復
で
、
せ
わ
し
い
毎
日
が

続
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
ふ
と
＂
広

報
め
い
わ
＂
に
目
を
通
す
私
゜

私
の
好
き
な
コ
ー
ナ
ー
は
、
「
ー
を

語
る
三
十
行
」
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
す
ば
ら
し
い
趣
味

を
も
ち
、
体
験
豊
富
に
、
仕
事
に
対
す
る

情
報
や
考
え
方
を
語
っ
て
お
り
大
変
勉
強

に
な
り
ま
す
。
特
に
、
同
年
代
の
人
の
も

の
に
は
、
親
し
み
を
感
じ
な
が
ら
読
ま
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
続
け
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
村
の
出
来
事
や
、
施
策
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
の
で
、
私
た
ち
主
婦
に
と
っ

て
は
、
村
の
情
報
を
知
る
唯
一
の
情
報
紙

で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と
も
っ
と
あ
ら
ゆ

る
情
報
を
掲
載
し
て
、
親
し
め
る
楽
し
い

広
毅
紙
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

唯
一
の
も
の

斎藤好子さん

上江黒・農協職員

住
民
の
立
場
で

広
報
づ
く
り
を

”
広
報
め
い
わ
“
三
百
号
達
成
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

行
政
サ
イ
ド
の
情
勢
、
村
内
各
地
域
の

出
来
事
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
、
毎
月
、
盛
た
く
さ
ん
の
情
報
を

提
供
し
て
く
れ
る
＂
広
報
め
い
わ
り
。
私

た
ち
、
住
民
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
情
報
源
で
す
。

記
事
と
写
真
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
り
、
住

民
に
感
想
を
求
め
た
り
、
時
に
は
、
村
長

と
住
民
と
の
対
話
が
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、

住
民
の
立
場
に
立
っ
た
、
工
夫
さ
れ
た
編

集
は
、
と
て
も
好
感
が
持
て
ま
す
。

住
民
も
毎
月
、
各
コ
ー
ナ
に
定
期
·
不

定
期
を
問
わ
ず
登
場
す
る
こ
と
、
し
か
も
、

幅
広
く
老
若
男
女
に
目
を
向
け
て
い
る
の

は
、
と
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
と
こ
ろ
が
住
民
に
親
し
ま
れ
る

広
報
の
―
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
も
、
四
百
号
、
五
百
号
を
め
ざ
し

て
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
と
ん
だ
情
報
提
供

に
期
待
い
た
し
ま
す
。

堀口武徳さん

新里・農 業

若
者
の
情
報
を

も
っ
と
多
く

”
広
毅
め
い
わ
り
が
配
布
さ
れ
る
た
び

目
を
通
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
私
に
と

っ
て
、
や
は
り
一
番
興
味
を
示
す
と
こ
ろ

は
、
社
会
体
育
館
、
中
央
公
民
館
か
ら
の

伝
言
で
し
ょ
う
か
。

今
月
は
何
の
催
し
物
が
あ
る
の
か
と
て

も
楽
し
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。
シ
ェ
ン
イ
。
フ

ァ
ッ
プ
の
つ
も
り
で
毎
週
木
曜
日
に
通
っ

て
い
る
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
も
、
と
て
も

楽
し
い
ひ
と
時
で
す
。
曲
に
合
わ
せ
体
を

動
か
し
汗
を
流
す
、
何
と
す
ば
ら
し
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
私
に
と
っ
て
ス
ト
レ
ス
発

散
の
一
っ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
若
者
だ
け

で
な
く
、
主
婦
の
方
に
も
楽
し
め
る
と
こ

ろ
が
利
点
だ
と
思
い
ま
す
。

昼
間
時
間
の
な
い
私
に
と
っ
て
は
館
林

•
他
の
邑
楽
地
区
の
よ
う
に
夜
の
ス
ク
ー

ル
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の
情
報
な
ど
若
者
が

気
軽
に
楽
し
め
る
行
事
を
も
っ
と
増
や
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
広
報
め

い
わ
を
情
報
の
糧
と
し
て
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

松本万喜子さん

大輪・会社員



第300号 広 報 め い わ 昭和61年 9 月 10 日 (4) 

9 月 15 日は、敬老の日です。多年にわ

たり、社会に貢献してこられたお年寄り

のみなさんに心から長寿のお祝いを申し

上げます。今年90歳以上のお年寄りは15

人で、 2 人が仲間入りいたしました。

年と同人数です。健康に留意され、いつ

までもお元気でお過ごしください。

昨

村
内
の
高
齢
者
層
を
み
て
み
ま
す
と
、

六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
、
一
、
ニ

九
八
人
で
、
総
人
口
の
約
―
ニ
・
六
い
い
、

七
十
歳
以
上
は
、
八
三
0
人
で
、
約
八
・

一
ゲ
ぃ
‘
八
十
歳
以
上
は
、
ニ
―
一
人
で
、

約
二
．
―
[
ノ
ぃ
‘
九
十
歳
以
上
は
十
五
人

で
、
約
0
.
-
[
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
い
ず
れ
も
8
月
3
1
日
現
在
）

そ
し
て
、
こ
の
人
た
ち
の
長
寿
を
祝
っ

て
、
今
年
九
十
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
に
は

県
か
ら
記
念
品
が
、
八
十
五
歳
以
上
の
方

に
は
、
村
お
よ
び
村
社
会
福
祉
協
議
会
か

ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
七
十

五
歳
以
上
の
方
に
は
村
か
ら
敬
老
年
金
が

贈
ら
れ
ま
す
。
＇

な
お
、
「
敬
老
の
日
1
1
9
月
1
5
日
」
の

近
日
中
に
は
、
村
長
ら
が
長
寿
を
祝
っ
て

八
十
五
歳
以
上
の
ご
家
庭
を
慰
問
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 で

す

月

日

は

長寿ベスト 100 人 （敬称略）

8 月 31 日現在

J ll頁位 氏 名 、ほ月 IJ 年令 1主所 世帯主

1 森尻つね 女 9 6 南大島 正 己
2 恩田方吉 男 9 6 梅原 万 ----'--にコ

3 片島茂喜 男 9 6 奈斤 旦1 日名子雄三

4 神谷た しナ 女 9 5 多頁 賀 憲

5 膠 里予 こ卜やく 女 9 4 J 11 1呉 芳太郎

6 藤里予 し ま 女 9 4 千津井

7 奈良つね 女 9 4 田島 禾日 男

8 立川精丸 男 9 3 梅原 精 丸, キ市 沼召 ミ スぐ —女 9 3 下江黒 良ド

1 0 関キ艮みの 女 9 2 矢島 芳 夫

1 1 冨塚みや 女 9 2 中谷 イニ一郎
1 2 橋本かつ 女 9 2 斗）合田 亀三郎
1 3 祀火 里予 隆ビ ン欠 男 9 1 奈斤 旦1 5孟
1 4 井上 さ わ 女 9 0 奈斤 旦旦 8召

1 5 増尾ふ さ 女 9 0 南火烏 匡 史

1 6 細甲金次郎 男 8 9 奈斤 旦1 金次郎
1 7 日比野和吉 男 8 9 田島 正 美
1 8 巾凡 月己 5原ブこ良E 男 8 9 南大島 i原太郎

1 9 木村よ し 女 8 9 上江黒 錠

2 0 石川 き； ち 女 8 9 ；ェロ t育 彦
2 1 泉田丹次郎 男 8 9 中谷 辰 雄

2 2 房口房ニ 男 8 9 大輯 房

2 3 湛度邊も と 女 8 9 矢島 茂
2 4' 大野ちゃう 女 8 9 矢島 茂 次

2 5 箱木正名 男 8 9 南大島 正 名

2 6 奈良原 し な 女 8 9 千津井 月券 祥台

2 7 吉田 にt る 女 8 8 樺原 重 ィ言

2 8 田島倉吉 男 8 8 南大馬 弓ム
2 9 牛久保源吾 男 8 8 上江黒 i原 吾

3 0 翁木き < 女 8 8 大佐貫 き < 
3 1 奈良原た き 女 8 8 千津井 勇三郎

3 2 1左膠キ ミ 女 8 8 尭斤 旦旦 界• 子

3 3 齋藤ゲン 女 8 8 多頁 賀 イ呆 雄

3 4 片島 う め 女 8 7 奈斤 旦己 日名子雄三

3 5 石川繁雄 男 8 7 乞ェ ロ 伊ナ三郎

3 6 恩田兵太郎 男 J3 7 梅原 H青 臣

3 7 関口正二郎 男 8 7 奈斤 旦旦 正二郎
3 8 飯塚 卜 ミ 女 8 7 ；ェロ 義 正
3 9 森田 き せ 女 8 7 上江黒 由 男

4 0 ..J 11 上ハル 女 8 7 中谷 智恵子

4 1 多田園吉 男 8 7 上江黒 園 ----'-にコ

4 2 松本い と 女 8 7 大鯰 芳 雄

4 3 田島平治 男 8 7 南大島 定 ｀｛台
4 4 吉甲 なみ 女 8 6 大佐貫 ガ＜ 子

4 5 本島壽一 男 8 6 斗合田 み よ

4 6 山本い き 女 8 6 中谷 オヒ上こ 巷デ春
4 7 田口やす 女 8 6 奈斤 旦旦 良B

llI頁位 氏 名 忙七男 l」 年令 イ主 所 世帯主

4 8 士反上嘉吉 男 8 6 中谷 茂

4 9 町甲つね 女 8 6 南大阜 奈斤 大こ 良B

5 0 齋藤のぶ 女 8 6 大輪 暉ー良B

5 1 奈良隣二 男 8 6 田島 H青 雄

5 2 樽見ち 力‘ 女 8 6 矢島 ち 力‘
5 3 多田富士子 女 8 6 上；エ黒 冨士子

5 4 落合 リ ウ 女 8 6 多頁 賀 l) ウ

5 5 堀 Iコ六平 男 8 6 奈斤 旦旦 ノ，‘ 乎

5 6 落合常雄 男 8 6 多頁 賀 常 雄

5 7 里予 オ文 JII頁 品屁 男 8 5 千津井 貴 義

5 8 齋藤 末 女 8 5 大輪 憲
5 9 原口つね 女 8 5 大韓 正 ；ェ

6 0 JI I キ寸 こン｀ャウ 女 8 5 大輪 登
6 1 野本コ 卜 女 8 5 大輪 茂 雄

6 2 関口は る 女 8 5 ；ェロ 茂

6 3 キ多 田 ろ < 女 8 5 多頁 賀 慶次郎

6 4 吉由千代 女 8 5 J 11 1呉 金 次

6 5 太田ヤ ス 女 8 5 樺原 糸己 義

6 6 岡安サ 卜 女 8 5 南大島 和Jー良B

6 7 泉圧l 力~ね 女 8 5 矢島 禾D イ乍
6 8 石川 なっ 女 8 5 上江黒 言兒 ン欠： 良B

6 9 奈良重助 男 8 5 ？エロ 重 助

7 0 森尻重作 男 8 5 南大阜 重 イ乍
7 1 石村藤一 男 84  大佐貫 岩 勇
7 2 肇木久吉］ 男 84  大佐貫 久 司
7 3 駒宮暉四郎 男 84  大鯰 栄 次
7 4 野本竹諏 男 84  千津井 久 雄

7 5 恩田 き な 女 84  梅原 H青 臣

7 6 /」 9EE木やす 女 84  奈斤 旦旦 正 弓ム
7 7 石少 董〖 絲も 一― 男 84  斗合田 織

7 8 斎藤て し‘ 女 84  大輪 正太郎
7 9 今成暉三郎 男 84  ；ェロ 暉三郎
8 0 安見よ し 女 84  奈斤 旦旦 智 尋

8 1 天海キ 夕 女 84  ；ェ仁］ 繁

8 2 久イ呆庭 こ と 女 84  奈斤 旦旦 丈 助

8 3 高田祐四郎 男 8 4 ；ェロ 啓一郎

8 4 飯島 汁青 男 8 4 斗合田 茂 雄

8 5 金子伊勢次 男 8 4 矢島 イ手~勢次

8 6 島田 ナこ しナ 女 8 4 南大島 繁 正
8 7 妾斤井ヤ ス 女 8 4 田島 車令

8 8 奈斤井なっ 女 8 4 ？エロ 久 雄

8 9 5曳見孫四郎 男 8 4 中谷 孫四郎

9 0 本 5畢喜次 男 8 4 梅原 喜 次
9 1 宇木のぶ 女 8 4 JI I f呉 変

9 2 キ醤田正雄 男 8 3 梅原 勘

9 3 EB 島い ち 女 8 3 南大阜 弓ム
9 4 蓮見やす 女 8 3 斗合田 手B 男

9 5 早川 卜 ヨ 女 8 3 大輪 久 美

9 6 打木圧太郎 男 8 3 上江黒 文 男

9 7 柑黄 項t 肯邑 牙こ 女 8 3 千津井 房 雄

9 8 オ斤 房i 井さ 吉百 男 8 3 大佐貫 秀 日月

9 9 ／」ヽ菅塩三郎 男 8 3 南大島 塩三郎
100 町田 シ モ 女 8 3 南大島 弓ホ 市

※印刷依頼後に順位などが変った場合はご容赦ください。
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③片島茂喜さん •96歳 ②恩田万吉さん •96歳 ①森尻つねさん •96歳

迎
え
ら
れ
た
、
お
じ
い
ち

今
年
、
九
0
歳
以
上
を

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

十
五
人
を
紹
介
し
ま
す
。

ィfr9,;”へ·‘
,’(9: ¥ 

⑦奈良つねさん •94歳 ⑥藤野しまさん •94歳 ⑤藤野ひゃくさん •94歳 ④神谷たけさん •95歳

9' 

' イ

·曹

A 
.....----

1
.

、
i
、

—— 

⑪冨塚みやさん •92歳 ⑲関根みのさん •92歳 ⑨柿沼ミズさん •93歳 ⑧立川精丸さん •93歳

ーシ ー •· -

ヽ

‘‘·· 
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第300号 広 報 め い わ 昭和61年 9 月 10 日 (6) 

転 違 反
わ
た
し
の
夢？脅

ぼ
く
の
夢

ス ト上位
（
県
下
）

明和村
行きずりの子供たちに

ききました。

大きくなったら……？

（中央公民館図書室にて）

おかやすさよこ

ちゃん

小 2＝中谷

〇運動重点事項

0シートベルト、ヘルメットの

正しい着用の定着

〇歩行者及び、自転車利用者の

交通事故防止

0運転者、特に、二輪車利用者の

交通事故防止

もーり ふみひこ

くん

小 6 ＝入ヶ谷

いのこしよしのり

くん

原小 6 ＝梅

いのこしかずひさ

尉小3＝梅

ペ
ッ
ト
幻
お
い
し
ゃ
さ
ん
に
な
り

た
い
で
す
。
•

ペ
ッ
ト
は
、
か
わ
い
い
し
だ
い
す

き
だ
か
ら
…
…
。

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

 

ー
依
然
、
飲
酒
運
転
違
反
者
が
、
あ
—

ヽ
ー

＿
と
を
た
た
な
い
明
和
村
。
今
年
に
入
―

＿
っ
て
一
月
以
来
県
下
ワ
ー
ス
ト
上
位
一

ー
（
人
ロ
一
万
人
当
た
り
に
換
算
）
を
一

一
占
め
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
一

＿
に
多
い
の
か
。
無
く
な
ら
な
い
の
で
―

―
し
ょ
う
か
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
＿

一
反
省
を
込
め
て
（
違
反
者
に
限
る
）
、
一

＿
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
＿
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I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

 

明
和
村
は
、
飲
酒
運
転
違
反
者
数
が
県

下
7
0
市
町
村
中
で
ワ
ー
ス
ト
一
位
で
不
名

誉
の
状
況
に
あ
り
ま
す
と
、
六
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
ほ

ど
の
県
警
交
通
部
の
調
べ
で
も
依
然
と
し

て
ワ
ー
ス
ト
上
位
（
五
月
ま
で
の
累
計
）

が
続
い
て
い
ま
す
。

村
で
は
、
毎
戸
の
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
、

”
交
通
違
反
は
絶
対
し
な
い
り
旨
の
誓
約

書
を
い
た
だ
く
な
ど
、
自
己
啓
発
の
促
進

に
努
め
、
更
に
、
諸
会
議
等
の
毎
に
交
通

サ
ッ
カ
ー
の
選
手
に
な
っ
て
、
外

国
に
行
っ
て
大
き
な
会
場
で
試
合
を

や
っ
て
み
た
い
で
す
。
か
っ
こ
い
い

し
身
体
が
強
く
な
る
か
ら
…
…
。

違
反
の
実
態
、
交
通
安
全
の
啓
も
う
推
進

を
図
る
な
ど
関
係
機
関
と
協
調
し
て
地
域

ぐ
る
み
で
積
極
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま

す
が
、
一
向
に
違
反
は
無
く
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
一
月
か
ら
の
違
反
状
況
（
交
通
三

悪
）
を
み
て
み
ま
す
と
別
表
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

「
飲
酒
運
転
は
厳
禁
。
だ
れ
も
が
十
分

知
っ
て
い
る
は
ず
、
そ
れ
で
も
す
る
と
い

う
の
は
、
当
人
の
自
覚
の
問
題
だ
か
ら
、

客
観
的
に
対
策
を
講
じ
て
も
効
果
は
薄
い
」

と
か
、
「
も
っ
と
罰
則
を
重
く
し
て
、
一

発
で
免
許
取
消
し
に
す
る
」
、
「
撲
滅
活
動

は
根
気
強
く
続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と

か
い
っ
た
飲
酒
運
転
違
反
に
対
す
る
意
見

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

ま
だ
、
は
っ
き
り
き
め
て
な
い
で

す
け
ど
、
お
父
さ
ん
と
同
じ
、
ト
レ

ー
ラ
ー
の
う
ん
て
ん
し
ゅ
に
な
り
た

い
で
す
。

飲
酒
運
転
は
、
道
交
法
は
勿
論
の
こ
と
、

社
会
的
に
も
、
道
義
的
に
も
許
さ
れ
る
行

為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
死
亡
事
故
に
直
結

し
ま
す
。
「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗
る
な

ら
飲
む
な
」
を
徹
底
し
、
”
ち
ょ
っ
と
ぐ

ら
い
は
い
い
だ
ろ
う
グ
の
甘
え
・
過
信
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
九
月
二
十
一

日
か
ら
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
始

ま
り
ま
す
。
こ
れ
等
を
機
に
、
交
通
安
全

全
般
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
真
剣
に
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
交
通
違
反
（
特
に
、
飲
酒
運

転
）
ワ
ー
ス
ト
上
位
の
不
名
誉
は
一
刻
も

早
く
返
上
し
よ
う
。

お
父
さ
ん
と
同
じ
、
ト
レ
ー
ラ
ー
の

う
ん
て
ん
し
ゅ
に
な
っ
て
、
お
兄
ち
ゃ

ん
と
ぼ
く
と
三
人
で
い
っ
し
ょ
に
、
ト

レ
ー
ラ
ー
を
う
ん
て
ん
し
た
い
で
す
。



(7) 第300号 広 報 め い わ 昭和61年 9 月 10 日

治
夫
さ
ん

須
賀
．
の
長
男
詠
子
さ
ん

(
2歳
2

ヵ
月
）

さ
い
と
う
ひ
ろ
か
ず

斎
藤
広
和
く
ん

「ひとりっ子なので、のんびり屋です。

歌が大好きで、童謡のほか、演歌もカラ

オケでうたいます。将来は、優しい心を

持った、大きくたくましい子になってほ

しいですね」とお母さん。

＿
一

明和村選挙管理委員会は、今年10 月 22 日任期満了に伴う、明

和村長選挙の日程を次のとおり決めました。村長選挙は、これ

からの 4 年間行政の最高責任者として村政を担ってもらう人を

選ぶ大切な選挙です。豊かな明るい村づくりのために尽くして

くれる候補者を良くみきわめ投票いたしましょう。

地区別有権者数
(9 月 2 日現在）

ヵ日ヨ 女 計

斗合田 149 人 141 人 290 人

下江黒 135 127 262 

上江黒 196 198 394 

千津井 225 217 442 

江口 226 227 453 

田島 209 199 408 

南大島 450 455 905 

新里 345 359 704 

中谷 238 233 471 

梅原 322 325 647 

川俣 148 151 299 

須賀 175 181 356 

大輪 3.16 333 649 

入ヶ谷 44 49 93 

矢島 240 256 496 

大佐貫 202 217 419 

合計 3,620 3,668 7,288 

③
 

▽
投
票
日
1
1
1
0
月

1
2日

後
6

時
ま
で

▽
告
示

1
1
1
0
月
7

日

▽
立
候
補
予
定
者
説
明
会
1
1
9

月

2
2日

午
後
1

時
役
場
会
議
室

午
前
7

時
1

午

●飲酒

村
長
選
挙
は

1
0月
1
2
8
で
す

▽
立
候
補
届
出
期
間
1
1
1
0
月
7

日
の
一
日

間
、
午
前
8

時
3
0分
＼
午
後
5

時
ま
で

▽
不
在
者
投
票
期
間
1
1
1
0
月
7

日
か
ら

1
1

日
ま
で
、
午
前
8

時
3
0分
か
ら
午
後
5

時
ま
で
。
場
所
1
1

明
和
村
役
場

▽
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
（
投
票
用
紙

交
付
請
求
期
間
）
1
1
1
0
月
8

日
ま
で

※
詳
細
は
、
村
選
挙
管
理
委
ぃ
只
会
へ

飲 酒
依然、

〇速度◎無免許

運
ヮ

行政区別悪質違反者状況（61 • 8 月末日現在）
館林警察署管内

明和村月別違反状況（交通三悪）

一

\ 無免許 飲酒
速度 人ロ一万人 県下ワースト順位

(25km以上） 当たり換算 左の三つの計

1 月 1 人 13 人 4 人 17 68 人 1 位

2 月 3 , 1 12.76 4 位

3 月

゜
2 2 3 93 56 位

4 月

゜
6 6 11 76 28 位

5 月 2 2 8 11 76 14 位

順累計県位下 39位 2 位 15位 57.83 5 位

秋の全国交通安全運動
豆に配r41士塁lIl-

ソートヘルト・ヘルメットを正レく眉用しましょう

総務庁•日本自動事工業会
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8 月 7 日、須賀地区のお年寄りたちと子供

たちが、須賀公民館で、七夕飾り、マコモ馬

づくりを楽しみました。区の長老たちが、昔

とったきねづかで、ていねいに手ほどき。子

供たちは、つくる喜びをかみしめながら、半

日かけて、マコモ馬 5 組と七夕飾り 2 本ほど

を仕上げ夏休みの楽しいひとときを過ごしま

した。

--------— 

第17回群馬県少年軟式野球大会、郡予選大会で明和東チーム

が優勝。 8 月 13 日、県営球場（前橋市）で行われた県大会に出

場。 1 回戦「片岡リトルタイガース＝高崎市」と対戦し、 30度

を超える炎天下の中、好ゲームを展開しました。 6 回まで 3 対

2 とリード。勝ムードでしたが 7 回の最終回、ちょっとのすき

を突かれ 2 点を許し、逆転サヨナラ負け。勝負は時のうん、明

和球児の雄姿を十分発揮した試合でした。お疲れさまでした。

郡
予
選
大
会
で
優
勝
し
た
明
和
東
チ
ー
ム
／

\ . 
、ミ

子供と老人のふれあい、マコモ馬づくり

今月の話題

7

月

2
7日
、

2
8日
の
両
日
、
小
・
中
学

校
校
庭
で
行
わ
れ
た
、
恒
例
の
明
和
村
少

年
野
球
大
会
（
村
子
供
育
成
連
絡
協
議
会

主
催
）0
1
4
チ
ー
ム
が
参
加
。
西
地
区1
1

大
佐
貫
チ
ー
ム
、
東
地
区1
1

南
大
島
チ
ー

南
大
島
チ
ー
ム
＼

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

ム
が
優
勝
。
ま
た
、
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
で
は
、
西
地
区
1
1

新
里
チ
ー
ム
、
東

地
区
1
1

千
津
井
チ
ー
ム
が
優
勝
。
詳
細
は

公
民
館
だ
よ
り

(
8月
2
3日
号
）
を
ご
覧

下
さ
い
。

山
ゆ
り
の
香
り
で
い
っ
ぱ
い
の
福
島
さ
ん
宅
、
‘

9

9

9

9

9

9

9

9

1

9

 
_

_

_

_

 _
 

南大島の福島高三さん宅に、 1 本の山ゆり

に20ケほどの花がつき、近所の人たちの話題

になっています。この山ゆりは、高さ 2m ほ

どで太さは、女性の手くびほどでやや平たく。

うす黄色で花びらとも普通の山ゆりとほとん

ど同じ。苗を植えて 3 年目とか。福島さん宅

の庭園は、山ゆり独特の甘い香りでいっぱい

です。

大
佐
貫
チ
ー
ム



(9) 

キ
ャ
ッ
ツ
愛(3位

）

橋
本
産
業

(
3
位
）

第 300号 広 報 め い わ 昭和 61 年 9 月 10 日

第30回ママさんバレーボール大会結果

明和クラブ

つ 明

和リ

＾ク＾
1 ラ 2 l 
位位

しーブーズ

< 

1) チ
ェ
リ
ー
ズ

江
口
新
生
ク
ラ
ブ

定
。
江
口
新
生
ク
ラ
ブ

戦言
L
'キ
ャ
ッ
ツ
愛

第 6 回事業所‘ノフトボール大会結果

11 やまうの漬物ソフト部

明

和

村

役

蛙｝

一
和
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

や
ま
う
の
漬
物

大 砂
賀
R

シ
ャ
ー
ク

(
3
位
）

幸
化
成

タ
イ
ホ
ー
産
業

大
明
金
属 製

器
(
2
位
）

江
東
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

日

東

過
日
行
わ
れ
た
衆
・
参
同
日
選
挙
投
票
成

績
優
良
地
区
表
彰
式
。
上
位
優
良
の
入
ヶ
谷

・
下
江
黒
・
須
賀
の
各
区
長
さ
ん
方
。
詳
細
は
、

広
報
め
い
わ
8

月
局
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

”
ポ
ル
ノ
雑
誌
を
無
く
し
て
、
明
る
い
環

境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
り
と
村
内
各
地
に
看

板
を
立
て
る
、
明
和
村
環
境
浄
化
推
進
協
議

会
の
皆
さ
ん
。
（
％
大
輪
地
内
）

▲左から二十里さん（下江黒）、金子さん（入ケ谷）、加藤さん（須賀）

▲看板を立てる関係者

9‘ 
今月の話題

昨
年
新
調
し
た
手
造
り
の
、
み
こ
し
を
汗

だ
く
で
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
の

威
勢
の
良
い
、
か
け
声
を
連
発
し
な
が
ら
区

内
を
練
り
歩
く
、
上
江
黒
の
子
供
た
ち
（
％
）

ユニ乏ざと桑で立益迄ぷるる．｀｀ス5己ユさ；二、デこ—

、＼初優勝した、やまうの漬物‘ノフト部の皆さん--.. ---------------------------

第 1 回硬式テニス大会結果

男子の部 1 位＝塩谷敏彦・金子重雄組。 2

位＝長沢稔•阿部克彦組。 3 位＝小平章ニ・

春日孝夫組、三ツ木実・栗原明組。

女子の部 1 位＝新井喜代美・小田木弘江組。

2 位＝岩崎圭子・石村加津美組 （敬称略）

｀．：ゃ？さざ—｀ご心：9'- 、·:,; --―ギ． る←～＂さミ、ふと、？

•一し 贔疇』 ·“‘し • つしJ•‘`.

‘、左から優勝した小田木弘江・新井喜代美組（女）、
\ 塩谷 敏彦・金子重雄組（男） 敬称略

---- ------~---------

ヽ

9_  _r  l氣

，‘、....バザーは、どこの区でも人気ありますね。
,_ ---------------------------~ -

江
口
地
区
で
納
涼
祭
。
区
子
供
育
成
会
で
、

焼
そ
ば
等
を
無
料
サ
ー
ビ
ス
。
夜
は
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
、
区
民
こ
ぞ
っ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。
（
％
区
公
民
館
）
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「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
が
、
七

月
一
日
か
ら
一
ヵ
月
間
、
全
国
一
斉
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
ま
し
て
多
大
の
浄
財
が
募
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
募
金
額
三

0
万
六
、
七
三
0
円

こ
の
尊
い
浄
財
は
、
犯
罪
の
な
い
明
る

い
郷
土
を
つ
く
る
た
め
、
不
幸
に
し
て
罪

を
犯
し
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
の
更
生
と
犯

罪
予
防
活
動
資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

皆
様
か
ら
3
0万
円
募
る 田

申
請
で
き
る
人
は
、
終
戦
前
か
ら
引
き

続
き
日
本
に
在
留
し
て
い
る
朝
鮮
半
島
・

台
湾
出
身
の
人
た
ち
と
そ
の
直
系
の
子
孫

と
し
て
日
本
で
生
ま
れ
引
き
続
き
在
留
し

て
い
る
人
た
ち
で
す
。

こ
の
人
た
ち
は
、
永
住
許
可
の
申
請
を

す
れ
ば
す
べ
て
永
住
が
許
可
さ
れ
ま
す
。

手
数
料
は
不
要
で
す
の
で
、
ま
だ
申
請
し

て
な
い
人
は
、
最
寄
り
の
法
務
省
入
国
管

理
局
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
は
、
昭
和
6
1
年1
2月
3
1
日
ま

で
で
す
。

詳
細
は
、
法
務
省
入
国
管
理
局
（
6
0

3

…

5
8
0

…

4
1
1
1
)
に
お
問
合
せ

済
み
ま
し
た
か

◎表一①

東京入国管理局ft 03-213-8111 下関出張所ff0832-23-1431 

横浜支局ft045-681-6801 福岡入国管理局ft092-281-7431

大阪入国管理局ft 06-941-0771 那覇支局ft0988-32-4185

神戸支局ft078-391-6377 鹿児島出張所ft0992-22-5658

京都出張所ft075-612-0660 仙台入国管理局ft0222-56-6076

名古屋入国管理局 ff052-951-2391 札幌入国管理局ftOll-261-9211 

広島入国管理局ft082-221-4411 裔松入国管理局ft0878-22-5852

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
吐
峠

石
村
早
友
里
敏
文
長
女
直
大
⑰
孤

奈
良
哲
也
茂
二
男
千
津
井
狐

木
村
直
登
弘
長
男
下
江
黒
％

1
1
1
1
1
1

お
め
で
た

1
1
1
1
1
1

( 

氏
名
年
齢
世
帯
主

和
田
タ
ケ
8
0
稲
司

高
瀬
竹
二
郎
7
1
（
彰
）

岩
上
み
ね

7
4
昌
夫

大矢梅地一
輪島原区は

新
月死

芯 % ％日亡

` 
袋
｀
ぢ
‘
f
升
1
1
1
1
1
1

お
く
や
み

1
1
1
1
1
1

あ
わ
し
ォ

（敬称略）

特
例
、
永
住
許
可
申
請
は

く
だ
さ
い
。
法
務
省
入
国
管
理
局
は
次
表

（
表I
①
)
の
と
お
り
で
す
。

館
林
財
務
事
務
所
地
域
振
興
室
で
は
、

県
有
施
設
の
見
学
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

＊
期
日
1
1
1
0
月2
3日
困
（
第
一
班
）

＊
対
象
1
1
明
和
村
・
板
倉
町
・
館
林
市

の
住
民

＊
定
員
1
1
5
0
人
（
初
参
加
者
優
先
）

＊
費
用
1
1
無
料
（
昼
食
つ
き
）

＊
乗
り
物
1
1大
型
バ
ス

＊
日
程
1
1
図
ー
®
の
と
お
り

＊
申
込
み
な
ど
1
1
く
わ
し
く
は
、
館
林
財

務
事
務
所
地
域
振
興
室
(
6⑫
4
4
6

1
)
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

◎コース（第 1 班）・図＿®

s:oo （発）

14:50~15:20 

8:20 （発）

12:00~13:30 

16:50 （着）

8:50 （発）

17:10 （着）

ま
せ
ん
か

県
有
施
設
を
見
学
し
て
み

（
無
料
）

10:30~ 

13:50~14:20 

県央第一水道事務所

今
月
の
納
め
は
固
定
資
産
税
三
期

農
業
共
済
（
園
芸
）
、
国
民
年
金
、
水

道
料
で
す
。

2
5日
東
部
児
童
館

2
6
日
明
和
村
役
場

2
9
日
明
和
農
協
第
一

今
月
の
納
め

大
野
顕

石
橋
高
弘

小
林
茉
利
亜

田
部
井
智
美

吉
田
有
希

関
口
美
佑
貴

秋
野
亮

鯉
沼
将
行

正
己昇仲

広
芳
則

哲
也隆幸

夫
寛
治

二
男
新
里
孤

長
男
上
江
黒
％

長
女
須
賀
％

二
女
千
津
井
％

長
女
中
谷
％

長
女
下
江
黒
％

長
男
矢
島
％

三
男
川
俣
％

村 の ＿
つ

•', 

し き

9 月

10 日

11 日

ヶ

12 日

14 日

ク

17 日

22 日

ヶ

日
日
日
月
日
日

2
3
2
5
2
8
1
0
1
5
 

任意共済推進会議

秋の全国交通安全運動推進会議

民生児童委員推せん会

敬老慰問（村内）

村民バレーボール大会

村民ソフトボール大会

村議会定例会(19 日まで）

献血（保健センター）

シートベルト着用街頭指導

第32回成人式

老人福祉大会

西小運動会

明中運動会

東小運動会

※諸事情により変わる場合もあります—`

利根川 l灌．流和lH] 者協議会事務局へ…詳細は In] 事務局（ff0480-52-2723) に問合せください
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社会体育館ヵヽら
伝

合 (84)4626 

昭
和
六
十
二
年
版
の
「
県
民
手
脹
」
、

「
農
業
日
誌
」
が
発
売
さ
れ
ま
す
。

県
民
手
帳
に
は
、
県
民
の
だ
れ
も
が
知

り
た
い
興
味
あ
る
デ
ー
タ
ー
が
多
数
集
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
農
業
日
誌
に
は
、
季
節
に
応
じ

た
新
し
い
農
業
技
術
な
ど
最
新
情
報
が
数

多
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
人

は
、
近
く
各
地
区
の
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

申
込
み
回
覧
を
お
願
げ
し
ま
す
の
で
申
込

言

壮年体カテスト参加者募集

玄対

玄期

玄会

＊服

＊種

象＝30~60歳ぐらいまでの人

日＝10 月 10 日（体育の日）午前 9 時集

合

場＝利根川総合運動場

装＝運動できる軽装

目＝反復横とび、垂直とび、握力、

ジグザグドリル、急歩の 5 種目

※午後からは、テスト参加者を加えて一般の

人を対象に、レクリエーションゲームなど

を行いますので多数ご参加ください。

口壮年ソフト］ール大／三：口］：ロ

＊対 象＝40歳以上の人で編成したチーム

森期日＝ 9 月 28 日（日）

＊会場＝利根川総合運動場

＊申込み＝ 9 月 20 日までに

゜ ゜士易 日

年
所 時

[ 
後午I 10 月2 金
3 日 相

時ま 午
で前 談
10 
時

村民体育祭

0期日

0会場

1 0 月 1 9 日 (8)
（予定）

明和中学校々庭

゜ ゜蜆｝ 日

交
所 時

通
館 I 9 

事
材i木 後午 1月8 故3 日

時でま 午前 相

談
10 
時

5り対象一般村民

期日 9 月 22 日

受付午後 2 時～ 3 時

場所保健センター

※こんな人は、ぜひ、受

けましょう。

〇排尿後、残るような気

\ 
前立腺検診

: 

（
毎
月
実
施
）
』

『
匡
厨

゜ ゜ 貪場｝ 日

所時‘
役 \ 9 91政了-

議場会室 午後3 1月日6 心配—‘ ̀  

時ま 午前 しと
で 1 0 相~6火火
時

み
く
だ
さ
い
。

価
格
は
県
民
手
帳
が
三
百
円
、
農
業
日

誌
が
千
三
百
四
十
円
（
予
約
価
格
）
の
予

定
で
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

〶
試

＊
期
日

1
1
1
1
月
9

日
⑪

＊
会
場
1
1

関
東
学
園
大
学
（
太
田
市
）

＊
受
講
料
1
1

甲
種
、
五
0
0
0
円
。
乙
種
、

三
四
0
0
円
。
丙
種
、
二
七
0
0
円
。

＊
受
付
1
1
9

月
3
0
日
ま
で
に
明
和
分
署
へ

※
試
験
準
備
講
習
会
も
行
わ
れ
ま
す
。
詳

験

戦
没
者
遺
族
な
ど

援
護
巡
回
相
談
会

＊
日
時
1
1
1
0
月
2
1
日
因
午
前
1
0時
3
0
分

＼
午
後
3
時
ま
で

＊
会
場
1
1

館
林
合
同
庁
舎
会
議
室

食
対
象
1
1

邑
楽
郡
・
館
林
市
の
住
民

＊
内
容
1
1

恩
給
な
ど
援
護
全
般
に
つ
い
て

※
詳
細
は
県
庁
厚
生
援
護
課
(
6
0
2
7

2

闘
1
1
1
1

内
線
2
4
1
5
)
へ

県
民
手
帳
・
農
業
H

誌
は

い
か
が
で
す
か

時
9
月

1
8日
受
付

1
1

午

前
9

時
3
0
分1
1
0時
3
0
分
。1
0月

7

日
受
付

1
1

午
後
1

時
1
2

時
。

0

場
所
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

妊
婦
健
診
(
9月
1
8日
困
）

乳
児
健
診
(
9月
2
6
日
②
）

い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
受
付
は
、
当
日
の
午
後
1

時

1
2

時
ま
で
。

0
日

健
康
相
談

\ 
むし歯予防教室

2 歳児希望者

10月 3 日（金）

午前 9 時30分～

10時

保健センター

講話「むし歯予

防について」

◎第 llIl]遊水地ふれあいマラソン大会＝10 月 26H••• 中・ 1協校牛、ー＾般を対紋…申込み＝ 9 月26H までに

がする

〇尿の出が悪い

〇排尿に時間がかかる

〇尿に血がまざったこ

とがある

対
期
受

場
内

象
日
付

所
容

細
は
明
和
分
署
6
闘
3
1
3
1

へ

〇歯の磨き方など

※なお、 10 月 27 日（月）に、

「おやつ教室」も行いま

すので、併せてご参加＜

ださし‘°

詳細は、役場保健課に

お問合せを。
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馴言賃と言］ふり行

圏
高
瀬
彰
さ
ん
（
矢
島
）
は
、
亡
父
の
供

養
に
と
三
万
円
を

唖
和
田
稲
司
さ
ん
（
梅
原
）
は
、
亡
母
の

供
養
に
と
三
万
円
を

圏
矢
島
子
供
会
児
童
会
（
代
表
1
1

石
崎
泰

弘
さ
ん
）
は
、
区
夏
祭
り
の
際
の
バ
ザ

ー
（
古
本
等
）
の
売
上
金
二
二
九
0
円

をそ
れ
ぞ
れ
、
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉

．
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
四
年
前
、
文
化
祭
に
展
示
さ
れ
た

陶
器
を
拝
見
し
て
手
造
り
の
良
さ
に
ひ
か

れ
陶
芸
教
室
に
入
り
ま
し
た
。
最
初
、
土

の
練
り
方
か
ら
一
人
ひ
と
り
て
い
ね
い
に

指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
陶
芸
は
、

練
り
三
年
と
い
わ
れ
、
土
の
練
り
が
悪
い

'`  
さいた
いまの広
゜す作報

(84) ゜品係
3 ごをで
1 出募は
1 品集‘
1 くしあ
ヘだてな
、,'

と
素
焼
き
の
時
に
割
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
ほ
ど
、
練
り
工
程
は
重
要
で
す
。

形
成
は
紐
造
り
が
大
部
分
で
粘
土
を
棒

状
に
延
ば
し
て
積
み
重
ね
造
っ
て
い
き
ま

す
。
実
に
個
性
的
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

が
出
来
上
が
り
ま
す
。

J
ば
や
し
ま
り
ち
ゃ
ん
の
作
品

5

歳
・
南
大
島

窯
に
入
れ
た
後
の
心
境
は
複
雑
で
す
。

「
ヒ
ビ
は
入
っ
て
な
い
か
。
割
れ
て
は

い
な
い
か
し
ら
…
…
」
な
ど
、
想
像
し

な
が
ら
焼
き
上
が
る
の
を
待
ち
ま
す
。

い
よ
い
よ
窯
が
開
か
れ
ま
す
。
緊
張
の

一
瞬
、
そ
し
て
「
ワ
ァ
ー
…
」
と
歓
声

が
上
が
り
ま
す
。

焼
き
上
が
っ
た
も
の
を
先
生
を
交
え

‘
て
、
寸
評
し
合
い
ま
す
。
「
練
り
が
足

ら
な
い
。
色
合
い
が
い
ま
ひ
と
つ
…
」

と
い
っ
た
具
合
に
。

で
も
、
出
来
ば
え
は
、
さ
て
お
き
、

真
心
を
込
め
て
、
苦
心
し
て
完
成
さ
せ

た
焼
き
物
は
、
ど
れ
も
す
ば
ら
し
い
も

の
ば
か
り
で
す
。
完
成
品
を
手
に
し
た

時
の
喜
び
は
感
慨
無
量
で
す

c

こ
れ
か
ら
も
陶
芸
の
す
ば
ら
し
さ
を

追
い
求
め
て
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
・
題
字
と
も
石
崎
さ
ん
で
す
。

¥ 月日 館林邑楽地区 館林地｀区 明邑楽千和代・ 板地田含区
日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科

9 月 21 日
浜野医院後藤剛医院 礫川堂医院 館林地区が

曜 合88-5678 合72-3975 後藤（康）医院云72-3975 合74-0184 担当します

9 月 28 日
落合医院小倉医院 須田医院ff72-0862 永寿堂医院 橋本医院

当 合72-3160 ff72-06,J6 多々良診）云72-3060 云72-4469 ff82-1150 

10月 5 日
白沢医院大神医院 大塚医院合72-0176 海宝医院 竹越医院

番
合72-1600 云62-2200 ゆたか医院云73-7308 合74-0811 合84-3137

10月 12 日
根岸医院川田国）医院 記念病院云72-3315 津久井医院 井上医院 電~話ででt で すま

医
合72-3262 合72-3314 神尾医院fJ75-1288 云72-3316 合82-1131

古屋（恒）医院原医院 後藤（愛）医院合72-0134 岡田医院 館林地区が
10月 19 日

云63-6161 合72-1936 森下医院合73- 7776 合72-3163 担当します

陶
器
づ
く
り
を
楽
し
む

石
崎
シ
ズ
さ
ん
（
矢
島

作品

— 箪．..、..
i‘‘’`’’ ゃ・＼、｀ ` 

ヽ

たなかひでかず
くんの

5 歳・南大島

8 月の

... - --•"-- 0 

救急車出動回数
•交通事故 2 件

●急病 6 件

•その他 3 件

•計 11件

美術館

直一、

こ
、J

ほしのあやな
ちゃんの

作品 5 歳・中谷

こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

田
芝
支

嫁
し
て
来
し
吾
と
同
世
代
国
道
の

今
日
も
激
し
く
車
行
き
交
ふ

石
村
艶
子

義
経
と
の
悲
し
別
れ
は
此
の
地
と
や

夫
恋
ひ
の
舞
か
な
し
き
に

始
沢
良
子

リ
ヤ
カ
ー
に
病
む
妹
を
の
せ
た
杉
並
も

ヽ
ヽ

の

新
興
住
宅
色
ど
り
て
建
つ
は

篠
木
よ
し
る

睡
蓮
の
し
げ
り
大
き
く
ゆ
ら
き
た
り

V

し
じ
ま
t
っ

静
寂
に
わ
た
る
幕
の
だ
み
声
を

な

砂
賀
久
美
子
佳

贈
り
く
れ
し
ダ
ブ
ル
の
毛
布
い

れき

嫁
ぎ
し
娘
の
想
ひ
を
肌
に
生
活
語
れ
り

立
川
ツ
ヤ
子

I
.

すで

椅
子
―
つ
を
巡
る
噂
の
さ
ま
ざ
ま
に

人
事
異
動
の
旋
風
起
き
る
た

な

ふ
さ
ぁヽヽ

立
川

梅
雨
の
下
花
も
緑
も
ゆ
た
か
な
り

潤
ふ
も
の
ら
み
な
美
し
き

立
川
文
子

紅
梅
の
固
き
が
ま
ま
に
落
ち
ゅ
く
か

己
が
現
身
還
り
て
寂
ぶ
し

蓮
見

斜
陽
負
ひ
森
の
暗
み
に
紛
れ
ゆ
く

黒
き
小
鳥
の
一
途
さ
に
あ
り

タ
カ

古た
見井 母ま
る戸 のさ
すの ぬか
ベ壁 くに
もを も里
な覆 りよ
きひ かり
かし 亡届
大し 祖き
いだ 母し

置なの野の赤野
川る葉村香蕗口
空の 残は

よ 悶す含
◎「環境衛生週間」＝ 9 月 21 日～27 日

部
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